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【prologue】





　それは、コタツに下半身を突っ込んで夜食に買ったコンビニの三色鶏とり弁当（三九〇円）をつついてぼーっとテレビを見ていたらいつの間にかウトウトとまどろんでしまい気が付けばカーテンの隙すき間まから青く淡い光が差し込んでスズメが鳴き始めるような時間になっていた――そんな明け方のことだった。

　点つけっ放しのテレビの画像が『ッザ、ザザ、ザ』と雑音を発しながら砂すな嵐あらしのように荒れていた。どこの局も電波を流していないため、というよりは、何かしら放送はされているが電波の受信状態が悪くて映像が乱れている、といった感じだった。彼が寝起きのため思考の定まらない頭でそう思えたのは、ノイズ混じりの画像にぼんやりと人の顔が映っているように見えたからだ。

　ほけーっと口を開けて眺めていると、『ザザッ聴こザすかぁザザザ』とノイズだけだった音声に人の声が混ざり始めた。

　歪ゆがみが薄らぎ、虚うつろだった人の顔がだんだんと形になっていく。まだ歪みは残っていたが、それが女性の顔だとわかる程度には画面は回復した。現れた顔はどアップで、鼻の穴の奥まで見えるほどカメラに接近している。色は白黒のままだが――

　そのとき、ふつりとノイズが消え、クリアな音声で画面の女が語りかけてきた。

『ハーイ聴こえますかー？』

　女は笑顔だった――下縁のオシャレ眼鏡めがねに「今どきこんなの……」とツッコミたくなるような野や暮ぼったいおかっぱ頭。二十代前半というあたり。

『大丈夫？　映ってる？　聴こえてる？』

「おー。うつってるでー。きこえるでー」ぼんやりと相あい槌づちを打った。彼にはテレビに話しかけるという（しかもそのときだけ何な故ぜか関西弁）、とても人には言えない恥ずかしい癖くせがある。

　女は彼の声が聴こえたみたいに頷うなずき、満面の笑みを浮かべた。

『じゃ、うほんッ――ハーイテレビの前のアナタ、お元気ですかぁー？』

「おー。げんきやでー」

『ふふふ。寝起きに相応ふさわしいテンションですね。私《ザ・外界ウォッチング》リポーターの槍やりヶが岳たけと申しますぅ。よろしくですー』

「おれはいがらしやー」

『へー、五十嵐いがらしさんって言うんですかー』

「そうやー」

『じゃ、コレ電波ジャックなので手っ取り早く用件をお伝えしますー。ペンとメモ用紙の準備をお願いしまーす』

「りょーかいやー」

　彼は通学用のカバンからルーズリーフとボールペンを取り出した。「おーけーやー」

『ハイ。それではお手数ですが五十嵐さんのフルネームと年齢とお電話番号とご住所を記入してこちらのブラウン管に向けて見せてください』

　眠いので歪ゆがんだ字になった。それでも読めないことはない。彼はルーズリーフをテレビの画面に見えるようにかざした。

『ええと……五十嵐鉄てつ平ぺいさんですね？　十七歳……高校二年生ですね――ふむふむ。ハイ、オッケーです。それでは後日お伺うかがいさせていただきまーす』

「おー」

『それではそれではおやすみなさーい』

「おやすみやー」

　ぱたん、と彼はコタツの上に寝そべった。

　眠りに落ちる直前、再びノイズを聴いたような気がした。





　そして目覚めたとき、彼はこの出来事を覚えていなかった。頭の片隅に引っかかるものはあったが、その朝は寝坊して遅刻しかけたのでそれどころではなかった。

　彼がテレビの女と再び相あい見まみえるのは、これから一ひと月つき後のこと。



　クリスマス・イヴ。

　聖なる夜に。



    

  
    
      


【第１話・サンタクロース上等！】

残り四時間十分



　鉄てつ平ぺいは、暇ひまを持て余していた。

　六畳一間の部屋で、コタツに脚を突っ込んで仰向けのまま廃人のように無気力に天井を見上げ――気が付けばそこにあるシミの数を数えたりしていた。コタツの上には食い散らかされたミカンの皮が山盛り。他ほかにも点つけっ放しのテレビが笑い声をあげているが、当の部屋の主はテレビも見ずに天井を見上げている。どこからどう見ても完かん璧ぺきなヒマ人、というか孤独な引きこもりだった。

　今日は高校の終業式だった。

　とうとう待ちに待った冬休みを迎え、鉄平は遊び尽くすつもりだった。赤点ギリギリだった期末テストも呼び出される一歩手前だった成績表も鞄かばんの奥にしまい、鉄平はクラスメイトたちをカラオケに誘った。鉄平のプランとしては、今日は昼上がりだから夜まで歌い尽くしてそれからは誰かの家で隠れてアル○ールでも摂取して一夜を明かそうか、というところ。

　しかし――クラスメイトたちは一様に首を横に振った。

『今日、クリスマス・イヴだから』

　そう。

　鉄てつ平ぺいの学校では十二月二十四日――クリスマス・イヴの日に終業式が行われていた。

『今日は家族でパーティがあるんだよ』友人たちは口をそろえて言う。ひとりだけ『俺おれは彼女と……』と呟つぶやいた友人Ａがその場にいた全員に袋ふくろ叩だたきにされたことは蛇足である。

『ぱーていぃ？』鉄平は思い切り顔をしかめた。『高校生にもなって、親とそんなことして何が楽しいんだよ？』

『楽しいかどうかは別として』友人Ｂが答えた。『そういうもんだろクリスマスは』

　そういうもんではなかった。少なくとも鉄平にとっては。

　五十嵐いがらし家ではクリスマス・イヴとは“〝家族のためのイベント”〟ではなく“〝恋人たちのためのイベント”〟と定義付けされていた。今朝だって両親はニコニコと腕を組んで息子に言ったのだった。

　毎日顔合わせてんだから、こんな日くらいはふたりきりにさせてよ――

　金はここに置いてくから好きなもの食べろ――

　じゃあダーリン。行きましょ――

　オーケイ、ハニー。今夜は離さないよ――

　怖おぞ気けのふるう回想を頭を振って押し退のけ、鉄平はため息をついた。結局友人は誰も誘いにのってくれず、鉄平はひとりでとぼとぼと家路に就ついたというわけだ。

　テレビがまた笑い声をあげた。ブラウン管の中ではイヴ特集と銘めい打うった番組が放送されていて、それがよけいに鬱うつにさせる。鉄平は手探りでリモコンを見つけてテレビを消した。

　思い返すと去年も一昨年もその前もずっと前もこの日の自分はひとりだった。毎年イヴの朝に両親は出かけ、翌日のクリスマスの夕方に帰ってくる。その間鉄平は友人たちに手当たり次第に声をかけるのだが、やはり皆家族や恋人と予定を入れている。小さい頃ころは親しん戚せきの家に預けられていたらしいが、物心付く頃にはひとりでこの時間をやり過ごすようになっていた。預けられた親戚の家で“〝家族のクリスマス”〟とやらを体験していたはずだが、残念ながらその記憶は残っていない。だから鉄平は世間一般で言う“〝当たり前のクリスマス（・イヴ）の過ごし方”〟というものを知らなかった。

　鉄平はため息をついた。――そう、いつものことじゃん。ひとりきりの聖夜。何も違和感はない。とうの昔に慣れた話じゃないか。

　ふと思いついて、鉄平は携帯電話に手を伸ばした。電話くらいなら……いいよな？　特別話したいことがあるわけじゃない。でも、少しぐらい……いいよな？

　鉄平は友人Ｂにかけることにした（友人Ａは今ごろピークに達していると思ったので避さけた）。相手は六回目のコールで出た。「もしもし？」

『……も、もしもし』どこか電波の悪いところにいるのだろうか、声が遠く感じられた。

　音楽か何かをかけているらしく、うるさくて声が聞き取りづらい。『ど、どうしたん？』

「いやさあ、すげえ暇ひまなんだよ。あ、今電話大丈夫？」

『えっと……大丈夫、じゃないなぁ……』

「え、マジ？　何してんの？」

『な、何してるって？　えっとぉ』

「え？　何？　声遠いな。どこにいんの？」

『ど、どこにいるかと……』

「……なんだよ。なんでそんな、言いにくそ」

『藤ふじ森もりくぅん！　何してんの？　早く歌おうよぉ！』

　突然、女の子の声が飛び込んできた。友人Ｂはがらりと声こわ音ねを変えて、『あ、今行くから待っててねー！』

「……………………彼女？」

『……………………合コン』

　手が震えていた。「……俺おれは？」

『……誘う前に、三対三で、ちょうどいい人数になったんだ』

「親と、パーティは？」

『嘘うそ』

　ぶちっ、と電話を切った。携帯電話は手から滑り落ち、畳の上を跳はねた。

「…………」

　視線をコタツの上に落とす。山盛りになったミカンの皮の横に、ビニール袋がある。袋の中の、小さな箱を取り出し、無言でそれを開けた。出てきたのは長方形の小さなクリスマス・ケーキ。人差し指を突っ込む。クリームまみれになった指を口まで持っていきそのままくわえた。

「……俺」がっくりとうなだれた。「なんでケーキなんて買ったんだろ……」

　下校途中にコンビニで買い求めたときは、寂しいイヴの慰なぐさめにと思ったが……慰めるどころか傷口に塩を塗り込むような、救いがたい代しろ物ものになってしまった。

　途方に暮れて窓を見やったとき、鉄てつ平ぺいははっとしてコタツの中から這はい出し、窓枠に飛びついた。窓を開け放った瞬間、肌をつんと刺す冷気が部屋の中になだれ込むのと共に、ひらひらと何かが舞い込んできた。

「雪だ……」

　時刻はもうすぐ午後八時を迎える。夜の街を、ゆらりゆらり揺れながら粉雪が白く染めつつあった。

　もともと積もっていた雪は、昨夜に降った雨でぐしゃぐしゃになっていた。それをそっと包むように新たな雪が覆っていく。外を歩いている人々が空を見上げて声をあげていた。心なし高い、歓喜の声。

　窓の外に手を伸ばした。粉雪は次々と掌てのひらに触れては消えていく。

　それは、こうして愛めでるにはちょうどいいぐらいの存在感だった。吹ふ雪ぶけば人々を毒づかせるだけの厄介な代しろ物ものだけど、このようにちらりぽつりと降りてくる程度ならば、観賞するにちょうどいい。視界を和なごませ、掌に触れる些さ細さいな冷たさすら不思議と胸に馴な染じむ。

　今日この日にまったくもって相応ふさわしい幸せの象徴。

　ホワイト・クリスマス・イヴ。

「――――ッ」

　思いも寄らないほどの強い力が、胸を締め付けた。

　――あ、あれ？

「な、なんで……」

　――なんで俺おれ、泣きそうなの？

　自分でびっくりした。

　別に泣くほど合コンに行きたかったわけじゃない。合コンは未知の領域で、興味がないわけでもない。けれど泣いて駄々をこねるほど行きたかった、ということでもない。それは確かだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　じゃあどうして？――

　なんてことは、考えなくてもわかっていた。

　多分、思い知らされてしまったから。

　自分が今、ひとりぼっちであることを。たまらなく寂しいことを。

　ものすごく――誰かにそばにいて欲しかったことを。

　――だからって、泣くことはないだろ？　いい年した高校男子が、のけ者にされたくらいで泣くかよ普通？

　でも今にも涙るい腺せんが壊れそうだ。何な故ぜか膝ひざも笑い始めている。

「お、おいおい……」ひとり、呟つぶやいてしまう。「マジかよ……落ち着けって」

　いいか？　よおく考えてみろ。みんなクリスマスは幸福の日みたいに考えているけど、別にそうでなきゃいけないってわけじゃないんだぞ？　皆で祝いごとなんて、いつだってできる。普通の日にもできる。世間が特別だからって、自分にとっても特別な日だとは限らないんだぜ？　今日はたまたま誰とも折り合いがつかなかっただけで……それで『ひとりぼっち』だなんて、気持ち悪いぞ。だから、さ――

　お願いだから、泣かないでくれ。

　泣いたらもっと、みじめになる。それだけは勘弁してくれよ……。

　言い聞かせてみたが――自分の涙腺はもう、持ち主の意思から離れていた。

　視界が、にじむ。

「あぁ――」

　涙が、頬ほおを、伝う――



　――その一秒前に、それはやって来た。



　♪♪♪ッ――――

「――――ッ!?」

　びくりと部屋を振り返った。あまりの驚きに涙も引っ込んでしまった。

　それは――音楽だった。

　例えばラジオのオープニングに流れるような安っぽいミュージック。シンセサイザーと機械的なドラムを重ねて打ち込んだだけのなんとも力の抜ける音楽。そんなやる気のない音楽がいきなり室内に響き渡ったのである。

　テレビでもコンポでもない――鉄てつ平ぺいはすぐに音楽の発生源に気付いた。

　音は、部屋の押入れの中から聴こえてくる。

「ちゃ、着メロ……？」

　違う。着メロのような単音の連なりではない。もっとなんというか――正しくラジカセから流れてくるラジオ。

　音楽は続いている。何か言い知れぬ脅威を感じるが、鉄てつ平ぺいは足音を忍ばせてそっと押入れに近づいた――が、そのとき、ガサリ、という物音を聴き分け、鉄平は飛び退のいた。

　押入れの中に、誰かいる――？



「――――おめで」ゴンッ「とおぉッ!?」



　不幸にも立て付けの悪かった押入れの戸は、半なかばまで開いたところで突っかかり、中から飛び出そうとした人物は思い切り顔面をぶつけてうずくまった。

　鉄平はさらに後ずさった。「だッ、誰だ？」

「いてて……失敗しちゃった……これカットになんないかなぁ」

　声の主は能天気にぼやきながら頭を覗のぞかせた。すっ、と鉄平の鼻び腔こうを甘い香りがつく。

　現れたのは女だった。

　立ちすくむ鉄平を前に、女は「ふんっ」と強引に押入れの扉を完全に開け放つと、そこから飛び出してすたっと着地し、両手を広げながら満面の笑みで叫さけんだ。

「おめでとうございます！」

　――赤かった。

「おめでとうおっめでとぉおございます!!」

　赤すぎる女だった。

　眼めもくらむような真っ赤なスーツ、紅べにのハイヒール、赤い下縁のオシャレ眼鏡めがね、真紅の口紅、少し赤みがかったおかっぱ頭。何もかもが燃えるような赤で、鉄平は何よりも先に「うわ、一緒に歩きたくねー」と思った。片手に安っぽいラジカセ（これも赤に塗られている）を掲げていて、音楽はそれから流れてくるようだった。

「おめでとうございます!!」

　女は同じ言葉を繰り返していて、鉄平は言葉もない。

「……誰だ、あんた」

「あれ？　ひょっとして覚えてないんですか？」女はちょっとがっかりしたように眉まゆ尻じりを下ろすが、気を取り直して言った。「じゃあ改めまして、リポーターの槍やりヶが岳たけです！　とにかくおめでとうございます!!」

　改めましても何も、こんなど派手な人間に覚えなんてなかったのだが、それよりも鉄平は女の言う「おめでとうございます」の意味が気になった。

「……な、何が？」しどろもどろ、訊たずねてみた。「何が、おめでとうなんだ？」

「アナタは見事選ばれました選ばれちゃいました!!」

「……な、何に？」

「サンタクロースです!!」

「……は？」

「五十嵐いがらしさんはめでたくサンタクロース役に大抜ばつ擢てきされました!!」

　……こいつは何を言っているんだ？

　サンタクロースといえば――クリスマスの夜、子どもが寝静まったころにそっとプレゼントを置いていってくれるという、白しろ髭ひげのおじいさんのことだ。もちろん鉄てつ平ぺいはそれが子供だましの話であることは知っている。毎年クリスマスの夜に忍び足で枕まくら元もとにプレゼントを置くのは親の役目である。ちなみにそれは友人たちから聞いた話で、五十嵐家の場合は「サンタクロースはロリコンだから、ウチの家は断固プレゼントを拒否してるの」という両親の言葉を健けな気げに小学校を卒業するまで信じていたため、鉄平はプレゼントをもらったことがない。

　――それに、俺おれが選ばれた？

　意味がわからなかった。自分はおじいさんでもロリコンでもないのに。

「……」

「……あれ？」

「……」

「五十嵐さーん？」

「……」

「……じんぐるべー？」

　黙り込んでしまった鉄平に、赤い女は首を傾かしげた。笑顔のままで。

　ラジカセからは、ヘンテコな音楽が流れ続けている。

「……あの？」ふと、女は声をひそめた。「もしかしてアナタ、家が貧乏でクリスマスに何のお祝い事もできないからと言ってサンタクロースの存在すらも親からひた隠しにされてきたような悲しい幼年期でした？」

「誰がっ!?」

　……似たようなものだった。

　　　　＊

「時間も限られているので簡単に主しゆ旨しを説明させていただくのですが、実はこの世には『内世界』と『外世界』というふたつの世界が存在しまして、これは便べん宜ぎ上じようの呼称でして私の世界を『内世界』、五十嵐さんの世界を『外世界』と分けております。アナタは『外界人』、私は『内界人』とまあふたつの人種に分けられるわけですよ。それで内界人がどんな人間でどんな文化を有しているのか等の詳しい説明はぶっちゃけ面倒なので割かつ愛あいして、とりあえず今回の経緯についてご説明いたします。外世界に流行り廃りブームがあるように内世界にも流は行やり廃すたりがあってですね、特に最近高視聴率をマークしているテレビ番組があるのですが、それが《ザ・外界ウォッチング》という外界人の奇妙奇き天て烈れつな生活風景を放送するという番組なのです。あまりの人気のためこの度スペシャル特番を組むことになりまして、それが“〝外界人は不幸な人が多すぎるので助けてあげましょうクリスマスイヴ特別大放出しちゃうぜ四時間生放送スペシャル『救え！　孤独な少女たち』”〟という外界人救済企画なんです。ああ今も放送中なので放送禁止用語とか発言とかには気をつけて下さいね――と、そういうわけでそんな企画をやりたいわけなんですが、やはり別世界の人間が別世界に干かん渉しようするということはヤバイというか今もギリギリでこのままだと関係各者が罪に問われてしまうので、主しゆ旨しをちょっぴりだけ変えようということになりまして。要するに内界人が直接手を下すのではなく、ちょっぴり力を貸す、つまり“〝外界人が外界人を助けるように取り計らう”〟ということになりました。その程度の内容ならば問題ないとの許可もめでたく出されました。簡単に言えば『テメエのケツはテメエで拭ぬぐえ』企画です。そういうわけでこのクリスマス・イヴという幸福な日にたったひとりの不幸な少女を救ってあげようというお涙頂ちよう戴だい企画のサンタクロース役に何十億人といる外界人の中からたったひとりアナタが大抜ばつ擢てきされたというわけですサポートは私、槍やりヶが岳たけがよろしくお願いしますＤＥＡＴＨ!!」

　長い口上をようやっと言い終え、満足そうに微笑ほほえんで女――槍ヶ岳はびしっと敬礼した。

　……

　……

　ちらちらと、槍ヶ岳がこちらの反応リアクシヨンを窺うかがっていた。

「……つまり」鉄てつ平ぺいはぽかんと訊たずねた。「どういうこと？」

「ボケ倒すのもたいがいにせえやド素しろ人うとが」

　笑顔のまま、ものすごい毒舌が槍ヶ岳の口から飛び出した。へ？　と虚きよをつかれるが、槍ヶ岳はニッコリ笑って流した。

「ディテールはどうでもいいのです。ただこの番組の主旨さえ理解していただければそれでよいのです。いいですか？　“〝別世界の人気番組でアナタがサンタ役になって幸薄な少女を救う”〟――ハイ復唱」

「……“〝別世界の人気番組で俺おれがサンタ役になって幸薄な少女を救う”〟」

「ハイ完かん璧ぺきです。それでは早さつ速そく行ってみましょー」

　と槍ヶ岳が手を引こうとするのを、鉄平は慌あわてて振り払った。「ちょ、ちょちょちょちょっと待てよ！　なんだよ、なんなんだよ!?」

「何か？　生放送だから手短にお願いします」

「そんな当然のように事を運ぶなよ！　とりあえず――とりあえずお前は誰なんだッ？」

「今回の特番のリポーターを務めさせていただく槍ヶ岳です」

「……どこからこの部屋に入ってきた？」

「その押入れの中から」と、槍やりヶが岳たけは押入れを指差した。

「いやそれは見てたけど……何だよ、あの中にずっと隠れてたっていうのかッ？」

「そんなわけないじゃないですか」

「ちょ、おい、その『何を言ってるんだろうこの人は』みたいな軽けい蔑べつな眼まな差ざしはやめろ！　俺おれは間違ったこと言ってないぞ！……じゃ、じゃあどうやってこの家に、この部屋に入ってきたっ!?　ピッキングかッ？　ピッキングだろ！」

「違いますよ。それ犯罪じゃないですか」

「この状況がすでに犯罪じゃないのか!?」

「内界人だから大丈夫です」

「…………“〝ないかいじん”〟だから？」

「ハイ。内界人だから」

　……

　ああああああああああ。鉄てつ平ぺいは頭を抱えた。ダメだ。意味わかんねー。

　とりあえずコタツの中に戻って――落ち着こう。落ち着いて問題をひとつひとつ解決していこうじゃないか。ここまで馬ば鹿か正直に姿をさらけだしているのだから、とりあえず泥棒の類たぐいではないということは確かだろう多分自信ないけど。槍ヶ岳が「何してんの？」という眼めでこちらを見てくるが、構わず手招きした。

「まあ落ち着けって。とりあえずコタツに入って、落ち着いて話し合おうや」

「私は落ち着いてますけど」

　と口を尖とがらせながらも、槍ヶ岳はコタツの中に入ってきた。そして鉄平は後悔した。

　――ヤベっ。

　落ち着くためにコタツに入ったのに、逆に落ち着かなくなってしまった。槍ヶ岳は変な女だがそれでも大人な女性には変わりない。先ほどから甘い匂においが鼻をついてくるし、コタツの中では足が接触しそうになって変な汗まで出てくる。失敗した。いやある意味成功なのだが、やっぱり失敗だった。

「で、でででででさ」

「……？　何を動揺してるのですか？」

「な、なんでもねえよ！　それよりも“〝内界人”〟って何なんだよ？」

「……やはり説明しなくてはいけませんか。面倒だな。チッ――では説明します」

「おい今舌打ちしただろ」

「この地球と言う世界には、外界人――アナタたちのことですよ――の他ほかに我々内界人という人間が存在します」槍ヶ岳は平然と無視した。「これが便べん宜ぎじ上ようの呼称であることは先ほども言った通りです。私たちの世界を『内』と見た場合の呼び名です。正しい意味の呼称ではなく、さらに正しい学名もありません。この呼び名は今も物議を醸しており、我々の世界を『ＨHight・ＰProgressive・ＷWorld』や『左世界』、『第一世界ザ・フアースト』と呼んだり、アナタたちの世界を『ＬLow・ＰProgressive・ＷWorld』や『右世界』、『第三世界ザ・サード』と呼んだりなど、様々にあります。ただ今はわかり易やすく『内世界』『外世界』と分別させていただいております」

「……はぁ」

「別世界の人間、といっても生態系が全く異なるとかそういうわけではなくて、アナタたち外界人と同じような服を着、同じ物を食べ、同じような生活をし、だけどアナタたちの世界とは異なる次元の世界に住んでいる――ただそれだけの話です」

　すでに鉄てつ平ぺいの頭の中では『理解不能！　理解不能！』というサイレンが響き渡っていたのだが、槍やりヶが岳たけはここぞとばかりに説明してきた。

「朝食は米かパンかで悩んだり、通勤ラッシュにうんざりしたり、受験戦争に苦しんだり、スーツを着て会社に出勤して残業する人だっています。要するにつまり簡潔に簡単に率直にこう考えていただければいいのです。五十嵐いがらしさんの知っている世界の他ほかに、もうひとつの世界が別の次元に存在してそこで生活している人々がいる、と」

「じゃあアンタは」鉄平はぼんやり訊たずねる。「別の世界の人間だ、とそう言いたいわけ？」

「ハイ」

　そんなの、信じられるだろうか？

　確かに目の前のこの女は変だ。なんというか、赤いし。真っ赤だし。紅だし。ど派手だし。どこかリアルでない。

　でも――だからって信じられるだろうか？

　この槍ヶ岳と名乗る女が、自分とは違う世界の人間だと。

「とうてい理解できないと思います」槍ヶ岳は頷うなずいてみせた。「まあそれが当然でしょう。でもそれでいいんです。というかそんなことはどーでもいいのです。五十嵐さんは私たちの番組の主しゆ旨しを理解し、それに協力していただければそれでいいのです」

「はあ……」

「じゃあ行きますか」

「はあ……って、待て待て待て！」慌あわてて槍ヶ岳の手を振り払う。「わかった、わかったよ！　内世界とか外世界とかそういう、何？　設定？　は理解できそうにないから俺おれも諦あきらめる」

　槍ヶ岳の言うことが本当なのか嘘うそなのか素しろ人うとさんドッキリなのかは正直わからない。素人さんドッキリが最もあり得そうな線だが、目の前の女に訊きいたところで『本当ですよ』と何食わぬ顔で流されるだけだろう。なのでそれはもういい。諦めよう。それこそディテールはどうでもいい。とにかく今は、必要な情報を得られればそれでいい。

「つまりさ」だから、鉄平は簡潔に訊ねた。「何しに来たの？」

　ぴくぴくと槍ヶ岳のこめかみが痙けい攣れんしていることに鉄平は気付いていたが、わからないものはわからないのだから仕方がない。

「先ほどから繰り返している通りッ！」槍やりヶが岳たけはイラ立たしげにまくし立てた。「私たちの世界では《ザ・外界ウォッチング》という番組が流は行やっていますッ、私はそのリポーターですッ、今回はクリスマス・イヴ・スペシャルの生放送特番でッ、それは『内界人がちょっぴり手を貸して外界人がかわいそうな外界人の少女を救うよう取り計らう』というのを放送しようというものですッ、アナタはその番組で『かわいそうな外界人の少女を救う役』である『サンタクロース役』に大抜ばつ擢てきされましたッ、夜ヨ露ロ死シ苦クッ」

　なんとなく鉄てつ平ぺいはぱちぱちと手を叩たたいた。

　はあはあと肩で息をし、「……おわかりいただけましたか？」

「うん。大体」

「チッ、単細胞の下等生物が」

「おい今舌打ちしただろ」

「いえ全然」

「いやしかも下等生物って……まあいいよ。それよりも」鉄平はため息をつき、「その人気番組のスペシャルが、なんで俺おれのところに来るんだよ？　俺がサンタ役だって？　冗談じゃねえ。なんで俺がそんな得体の知れない、面倒くさそうなことしなきゃならないんだよ。大体今も生放送中みたいなこと言ってたけど、どこにカメラがあるんだ？　えぇ？」

「そこに」

「え？――うわっ！」

　槍ヶ岳が指差した先――背後を振り返ると、そこに大きなカメラを抱えた男が立っていた。いつの間にか部屋の扉は開いていて、その入り口から覗のぞき込むようにしてカメラがこちらを向いていたのだ。カメラを構えた男は、近所を歩けば「やあ」と普通に手を振ってきそうな普通のおじさんで、カメラを覗き込みながら唇だけで微笑ほほえんでやはり普通に手を振ってきた。

　ついつい手を振り返しながら、「……い、いつの間に？」

「『第二世界ザ・セカンド』からです」理解不能な状況を、槍ヶ岳はさらに理解不能な言葉を使って説明してきた。「内世界、外世界のもうひとつの呼称に『第一世界ザ・フアースト』、『第三世界ザ・サード』というものがあります。これはこのふたつの世界の狭はざ間ま、空くう隙げき、間かん隙げき、隙すき間ま――呼び方は様々ですが――にもうひとつの世界があると仮定した場合の呼称です。このもうひとつの世界を『第二世界ザセカンド』と呼びます。この世界は内世界と外世界の間に存在し、それぞれの世界の橋渡しのような役割を果たしています。私たち内界人はその世界を通じ、内世界と外世界を自由に行き来することのできる科学を有しています。私が先ほど押入れの中から現れたように、その出現先は自由に選択できます。こちらのカメラマンもそうして現れました。――こんなところでよろしかったでしょうか？」

「よ、よろしくねえよ！」やはり理解できない。だから知るべきことだけを問う。「だからなんで俺おれなんだよ？　なんでそんな企画に俺が選ばれたんだよ!?」

「くどいようですが、この番組の主しゆ旨しは『外界人がイヴにサンタクロース役となって外界人の薄幸少女を救う』というものです。私たち番組スタッフは一ヶ月も前から外世界の電波ジャックを行い、サンタ役の人を探していました。どうやらアナタは忘れているようですが、一ひと月つき前私たちはアナタのテレビにジャックすることに成功しそしてアナタのことを、五十嵐鉄平いがらしてつぺいさんのことを知りました」

　と言われても鉄平にはさっぱり記憶にない。だがそれはいい。問題はそこではない。

「だ・か・らッ、なんで俺を――」

「暇ひまそうでしたから」

　鉄平は言葉を失った。

「こちらで調べた結果」槍やりヶが岳たけは機械的に続ける。「五十嵐さんのご両親は現在出かけていますね。データから察すると帰ってくるのは早くて翌日の午後。その間五十嵐さんは誰とも会う予定はなくごろごろと部屋に閉じこもっている――ふむ。概おおむねデータ通りですね。というわけでさすがに私たちもせっかくのイヴの夜を邪魔したくないので、サンタ役は特に予定のない人からチョイスしようということになりました。ちなみにこの近辺でこの時間帯にたったひとりで部屋に閉じこもっているのは五十嵐さんだけです。というかそれクリスマスケーキですか？　ひとりで？　ひとりで食べるの？　わびしくひとりで？　ぷぷっ――おっと失笑しました、じゃなくて失礼しました」

　……ひどくねえ？

　と言いそうになるのをぐっとこらえて、鉄平はまくし立てた。

「お、俺にだって予定ぐらいある！　これからきっと彼女とラブラブショウだ！」

「さっき泣いてたでしょ？」

　ぎくぎく、と鉄平は硬直し、慌あわてて頬ほおを拭ぬぐった。

　槍ヶ岳はなおも痛いところを突いてくる。「寂しくて死にそうだったんでしょ？」

「ち、違――」

「だったら」槍ヶ岳はまたニッコリ笑って、「ガタガタ抜かしてないで、私たちと楽しい時間を過ごせばいいんですよ」



　やめたやめた。もうやめた。

　――もうどーでもいいや。

　今のこの状況が現実なのかどうかなんてどうでもいい。どうせ予定なんてなかった。退屈していたのだから、この状況はかえって都合がいい。明日は朝イチで精神科に行くことにして、とりあえず今は流されてしまえばいいのだ――

　本当の本当は槍やりヶが岳たけの笑顔に「……ちょっといいかも」と思ってしまったためなのだが、鉄てつ平ぺいは意地でもそれは認めたくない。悔しいから。

　というわけで。

「というわけでちょっと訊ききたいんだけど……」

「ハイ」

「“〝薄幸少女”〟って、どんな少女？」

　槍ヶ岳の説明にあった『薄幸少女』。今回の企画ではその『薄幸少女』を救うというものらしいが……。

「言葉通りの意味ですよ。外界人の感覚で言えば当たり前のことなのでしょうけど、内界人から見ればアナタたち外界人は不幸すぎるのです。幸がなさすぎるのですよ」

「そう……なのか？」

「ハイ。だってお金のために少女は身体からだを売るし、門限にうるさい父親のために少女は家を出るし、鈍感なクラスメイトのために少女は告白できないし……不幸すぎですよ」

「なんでそんな間違った見方をしているのか疑問なんだけど……。というかなんで少女に限定してんの？」

「ディレクターの趣味です」

「ただのロリコンかよ！」

「そうそう、説明し遅れましたが」槍ヶ岳ははたと手を打つ。「五十嵐いがらしさんが見事、薄幸少女を救い出した暁あかつきには、当番組からクリスマスプレゼントというかギャラがあります」

「……ギャラ？」

「ええ。先ほどはアナタたちと同じような人間が別の世界にいる、と説明しましたが、厳密に言うとそれは正しくありません。内界人と外界人とをふたつに分かつ明確な違いは、その『科学力』にあるのです。『第二世界ザ・セカンド』を通してふたつの世界を行き来できるのもこの『科学力』のおかげです。その他ほかにもいろいろ、ぶっちゃけなんでもできちゃうわけです。その『科学力』でアナタの願いをひとつ、叶かなえて差し上げましょう」

「……よくわからないんだけど、それは『彼女が欲しい』とか『金持ちになりたい』っていう類たぐいの願いでも叶うのか？」

「もちろん。お金も地位も名誉も女もなんでもひとつだけプレゼントしますよ。ゲヘヘ」

　ゲヘヘって。「それって、『科学』というよりも物量でモノを言わせてるような……」

「『科学』ですよ。洗脳とかするし」

「サイテーな科学だなそれは！」

　主しゆ旨しは理解した。とにかくこの槍ヶ岳という女が指示する少女を『救い』、その報ほう酬しゆうになんでも願いを叶えてもらえる――要はこういうことである。

　なんでも叶えてもらえるのだ。そう、なんでも……。

「……」

「今、エロいこと考えてますね」

「なっ!?　か、かかかかかか考えてねえよそんなこと！」

「そうですか？　ふーん」

　意味ありげに呟つぶやいてから、槍やりヶが岳たけは緩かん慢まんに下唇を舌でなめてみせた。唇を湿らせ、うっとりと眼めを細めて鉄てつ平ぺいを上うわ目め遣づかいに見つめる。何な故ぜか眼鏡めがねは下にずれていた。

「…………ッ！」あまりに官能的な動作だったので、鉄平は顔を真っ赤にして固まった。



    

  
    
      



    

  
    
      「あはは。若いですね。この妄想一人歩きチェリーが」

「……え？」

「それじゃあ願い事――もといクリスマスプレゼントについては時間も押してることですし後で話し合うことにしましょう！」

「おい今とてつもない毒吐かなかったか」

「早さつ速そく移動としけこむわけですが、放送時間があと三時間と四十三分しかないので瞬間移動しちゃいます！」

「……瞬間移動？」ようやくそれらしい言葉が出てきたので、鉄平は身を乗り出した。

「じゃ・じゃ～ん！」槍ヶ岳はスーツの内ポケットの中から何か取り出してみせた。何故かドラ○もんの口真ま似ねで、「アイマスクぅ～」

　鉄てつ平ぺいは頭を抱えた。

　　　　＊

　鉄平はどこからともなく現れたふたりのＡＤに羽は交がい絞じめにされ、強制的にアイマスクとヘッドホンを被かぶせられた。ヘッドホンから流れる知らないポップスを聴きながら、真っ暗な視界の中を手を引かれて連れて行かれた。

　外に出て何かに座らせられる。振動が身体からだに伝わってきたのを感じ、それで車に乗せられたのだとわかった。「ロケ車？」と呟つぶやくとヘッドホンをずらされその隙すき間まから槍やりヶが岳たけが「違います。瞬間移動です」と小さくしかしきっぱりと囁ささやいてきた。あくまで瞬間移動だと言い張るらしい。このリアルさから言ってやっぱりどこかの局の素しろ人うとさんを使おう企画なんじゃないだろうかというかひょっとして拉ら致ちされてるんじゃないのか俺おれは？と首を捻ひねっている間にも車は走り続けた。

　揺られることしばし――

　目的の場所に着くのにはさほどかからなかった……と思う。ロケ車から降ろされてアイマスクとヘッドホンが外された鉄平は、眩まばゆい光に目を細めた。

「ここは……」

　目が慣れてくるのを待って、周囲と光の正体を知った。

　ぐるりと見回すと、四方を背の高いマンションが囲っていた。どうやら住宅街のど真ん中に自分たちはいるようだった。マンションの窓には明かりがちらほらと灯ともっているが、外に人影はない。辺りはあまりに静かで地面の雪を踏みしめる音すらも反響する。

　鉄平はなんだか場違いに思った。彼の周りでは槍ヶ岳を初めとする番組スタッフ一同が撮影の準備をしているのだった。照明用のライトが暗くら闇やみを半径五メートルほどの円状にぽっかりとくり抜き、さらにそれを囲うように、ＡＤたちが音声マイクの位置を調節している。静まり返る住宅街の中で明らかに浮いた存在だった。

　鉄平の隣で槍ヶ岳が両手を広げた。すかさず彼女にカメラが向く。

「ハーイ不思議も不思議、瞬またたく間に見知らぬ住宅街に着いてしまいました～」

「どこが瞬く間だよ」

「それでは状況を説明します――あちらをご覧下さい」

　と槍ヶ岳が指差した先に、鉄平は眼めを凝らした。

　時刻はとうに午後八時を回り、明かりになるものは照明のライトと街灯だけだった。だからそれらの範囲外に関してはほとんど暗闇に近い。槍ヶ岳が指し示したのは、そんなぽつんと街灯に照らされた一角で、住宅街につきものの小さな公園だった。ブランコ、鉄棒、滑り台、砂場といった基本的な遊具をそろえただけのちっぽけな公園。

　その公園のブランコに、誰かが腰掛けてゆらゆらと揺れているのが見えた。

「……あれが？」

「そうです。彼女が問題の『薄幸少女』です」

　遠目にも、確かにそれが女の子であることは知れた。薄うす闇やみに映るシルエットの中に、スカートらしきものが揺らめくのが見えたからだ。強烈な違和感を放つこちらに何な故ぜか気付いた様子もなく、小さくブランコを揺らしている。

「五十嵐いがらしさんが今回救うのは」びしっ、と槍やりヶが岳たけは改めて少女を指差した。「彼女です」

「……『救う』、ねえ」鉄てつ平ぺいは訝いぶかしげに呟つぶやく。「あの子もあんたがさっき例に挙げてた、売春とか家出とか告白できないとかそういった類たぐいの薄幸なんだろ？」

「ハイ。その通りです」

「ここまで来といて言うのも何なんだけど……俺おれらがやろうとしていることは、当人にとっちゃかなり迷惑なことなんじゃねえか？」

「ほう。それはどういう意味でしょうか？」

「いや、だってさ……周りから見たら『うわ、かわいそう！』ってことでも、案外本人は気にしてないってことはあると思うんだよ。それをいきなり『あなたは幸が薄いから救ってあげます』なんて、そいつをナメてるみたいじゃないか？」

　実のことを言うと、ずっとそのことを考えていた。

　人によって価値観も幸福の尺度も違う。例えば太っている人を見て「ああ、自分は太りたくない。太っている人はかわいそうだ」と言う人がいる一方、当の本人は太っていることを全然苦にしていない――そういうことは、必ずあるはずだ。

　だから今回も、そういう食い違いはあるんじゃないか？

　しかし槍ヶ岳は、首を振った。

「私たちの調査力をナメてますね？」

「……む」

「今回の対象は、はっきりと不幸です。薄幸です」

「やけに断言するんだな……じゃあ、あの子はどんな類いの“〝薄幸”〟なんだ？」

「それは自分の眼めで確かめてきてください。直接話をして、聞いて、そして『救って』あげてください。大丈夫です。並々ならぬ薄幸ですよ？　自信を持ってオススメします」

　嫌なオススメである。

「……その『救う』っていうのは、何をどうしたら『救った』ってことになるんだ？　あと三時間半で何とかなるものなのか？」

「なります。当番組が事前に調査を行った結果、ちゃんと放送枠に収めて彼女を『救う』ことができると判明しています。だから五十嵐さんは頑張ってあと三時間二十七分以内にあの少女をアナタなりのやり方で救ってあげてください」

「なんか、ずいぶんと体当たりじゃねえ？　そんなので大丈夫なのか？」

「大丈夫です。五十嵐さんの『救いたい』という自然体の気持ち、それ自体が、少女を救うのです。今いいこと言いましたね私」

　もうどうでもいいや。ため息交じりに鉄てつ平ぺいが少女の方に歩き出すのを、「ところで五十嵐いがらしさん」はっしとその手をつかんで槍やりヶが岳たけが引き止めた。柔らかい手に握られて本当はどぎまぎしたのだが、鉄平は努めて平静に「……なんだよ」と振り返った。

「五十嵐さんが今回の企画に挑むに当たり、当番組から支給品があります」槍ヶ岳は何やらＡＤからリュックサックを受け取ると、それを鉄平に差し出した。「こちらです」

「……何入ってんの、コレ」

「困ったときに中を探ってみてください。その状況に応じた道具が出てきて、きっとアナタの助けとなるでしょう」

　差し出されるがままに鉄平はリュックサックを背負った。思ったほど重さは感じず、動きの邪魔にもならない。悪くないリュックだった。

「そのリュックは、五十嵐さん以外の外界人の目には映りません。そういう科学が仕組まれています。なので他ほかの人から見れば五十嵐さんは何もないところからいきなりブツを取り出してしまうマジシャンになってしまうのです。オー、テンコー！」

「どうでもいいけど」鉄平はしばらく常識を放棄することに決めていたので、槍ヶ岳の言うことを真に受けて訊たずねた。「見えないことに、意味はあんの？」

「あります」きっぱりと槍ヶ岳は断言した。「後あと々あと、それがわかってきます」

「はあ」

「あとこちらも」と槍ヶ岳がまた何か小さなものを掌てのひらに載せて差し出してきた。「マイクとイヤホンです」

　槍ヶ岳が言うには、さすがに問題の薄幸少女にスタッフ一同が接近することはできないので、このイヤホンを通して指示してくれるとのことだった。さらに鉄平が胸元に取り付けた小型マイクに向かって喋しやべれば、離れた槍ヶ岳とも会話ができる。

「カメラはどうすんの？」

「盗撮します」

　これで準備は整ったらしい。鉄平は少女の元へと歩き出した。



　近づくにつれ、少女の様子が子細にわかってきた。あれ、と鉄平は首を傾かしげる。あの子、ウチの高校の生徒じゃないか？

　ほとんどの遊具が雪にまみれ、だからなのか存在の希薄な感じがする――小さな公園。そこに、白い息を吐きながら小さくブランコを揺らす女の子がいた。長い間いるのか、その肩や頭にはうっすらと雪が積もっていた。

　セミロングの髪は後頭部の左右でツインテールに結っている。鉄平の学校が指定している、女生徒に「ダサい！」と評判なダッフルコートを着ていた。手袋もしていない裸の手は白く、力なくブランコの鎖を握っている。

　うつむき加減の前髪に隠れて、その表情は知れない。けれど白い息を吐く、寒さのために青白く変色した唇を目にして、鉄てつ平ぺいは思わず公園の入り口で足を止めた。

「古こ都と、さん……？」

　呟つぶやいた声に、少女が顔を上げた。

　ぱちくりと瞬しばたたく大きな瞳ひとみ。整った細い睫まつ毛げ。小さな顔。そして気が付けばいつも眼めがいってしまう、ささやかな唇――やっぱり。やっぱりそうだ。

「五十嵐いがらしくん……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　少女――クラスメイトの古都ゆかりが、呆ぼう然ぜんと呟いた。

　　　　＊

　古都ゆかりは、鉄平のクラスではあまり目立たない女の子だった。女子が集まって笑い転げている中、ひとりだけ声も出さずに小さく静かにひっそりと微笑ほほえんでいる――そういう女の子だった。

　そんな彼女が初めて、印象的に映った出来事がある。それは半年も以前のこと。

　いつもの朝。いつもの学校。いつもの気けだるさ。その日のホームルームも鉄平はあくび交じりに聞いていたのだが、担任の葉は山やまがおもむろに話し始めた内容に一発で目が覚めた。

「実は先日、古都のご両親が交通事故で亡くなられた。本人の希望で今まで言わないでいたが、ここ一週間古こ都とが休んでいたのはその通夜や葬式のためだ――」

　驚き、鉄てつ平ぺいはホームルーム中にも関わらずゆかりの席を振り返った。他ほかのクラスメイトも同じように振り返っていた。教室の後ろの隅っこに座る彼女は、一同の視線を受け止めて困ったように微笑ほほえんだ。

　ゆかりは今住んでいる家を引き払い引っ越すということ。かといって転校するわけではなく卒業までこの学校に通い続けるということ。担任はそれだけを説明しクラスの皆に彼女を支えてあげるよう訴えた。ホームルーム後、クラスの誰からともなくカンパが集められた。鉄平は財さい布ふに入っていた全額をカンパした。

　お金を集めるクラスメイトに、ゆかりは「ありがとう」と礼を述べ、微笑んでいた。唇の端を緩ゆるく上げ微かすかに目を細める、そんな微びし笑よう。ぱっと見、とても両親を失ったようには見えないけれど――だからこそ、とても辛つらい笑顔だと、彼女を前にして鉄平は思った。

　だから、言った。自分でも知らないうちに口をついて出ていた。

「無理して笑うなよ」

　無責任な言葉だったと、今では思う。

　ゆかりは目を見開き、ふいとうつむいてしまった。聞こえるか聞こえないかぐらいの小さな声で「……うん」と呟つぶやき、「ちょっと、ごめん」と教室を出て行った。

　教室に戻ってきたゆかりは、もう元に戻っていた。再び仮面のような微笑で、クラスメイトと接していた。

　そのどこか悲しい微笑を、唇の形を目で追うようになったのは、それからだったと思う。



　ゆかりが驚いたようにこちらを見ている。しばらくぼうっと立ち尽くしていた鉄平は、はっと気付いて何か喋しやべろうとした――が、言葉を失う。

　ゆかりは泣いていた。小さく洟はなをすすり、涙を流していた。

　鉄平の視線に思い当たったのだろう、ゆかりは慌あわてて頬ほおを拭ぬぐってから言った。

「ど、どうしたの。こんなところで」

「あ、うん」

　答えながら、鉄平は困惑していた。

　カンパのときを除いて、まともにゆかりと話をしたことがなかった。ゆかり自身、積極的に男子に話しかける女子ではなかったし、特にあのような出来事があってからは、クラスはまるで腫はれ物ものを扱うように彼女に接し始め、かえって話しかけづらい空気ができていた。気にはかけていたけれど、鉄平もどのような態度で接したらいいのかわからなかった。

　しかも今、ゆかりは泣いている……。

　鉄平は背中に何かが重く伸のしかかるのを感じた。――ひょっとして『救う』っていうのは、その親の死についてなのか？

　それ以外に理由が思いつかない。だって今日は、親を失ってからの初めてのイヴだ。寂しくて泣いてしまうのも頷うなずける話だ。

　――でも……重い、重すぎる！

「五十嵐いがらしくん？」沈黙する鉄てつ平ぺいに、ゆかりは訝いぶかしげに首を傾かしげる。

『しっかりしてください』

　耳元で囁ささやかれた声に、鉄平は正気を取り戻した。声はイヤホンから。槍やりヶが岳たけだ。

　鉄平はゆかりに背を向け、胸元のマイクに向かって小声で喋しやべった。

「無理ッ、無理だよッ」

『チッ。この根性なしが』

　そんな毒舌も、今は耳に入らなかった。頭の中は真っ白になっていた。

「勘弁してくれ……ッ」

『そんなときは、困ったときのリュックサックです』あくまで槍ヶ岳は能天気に告げてくる。『リュックの中を見てみてください。何か役に立つものが出てくるかもしれませんよ』

　鉄平は今すぐ逃げ出したい心地だったが、言われた通りにリュックサックを下ろして中身を探ってみた。その間「何をしているんだろう」というゆかりの痛いほどの視線を感じるが、我慢してやり過ごす。

　手を突っ込んですぐ、指先が何か硬くて温かいものに触れた。反射的にそれを取り出して――素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「……何な故ぜにホットコーヒー？」

　彼の手が取り出したのは、見たこともないメーカーの缶コーヒーだった。それが二本。

　鉄平ははっとゆかりの視線を思い出し、慌あわててその缶コーヒーを差し出した。

「の、飲む？」



「あったかい……」缶を両手で包むように持ち、一口すすってから、ゆかりは隣の鉄平に微笑ほほえみかけた。「ありがとう。生き返るよ」

「……どういたしまして」

　鉄平はゆかりの隣のブランコに腰掛け、手の中で缶コーヒーをもてあそんでいた。取り出したばかりのスチール缶の熱は、冬の夜風に早くもその温ぬくもりを失いつつある。

　とりあえず――。鉄平は必死に考えていた。とりあえずゆっくりと会話する状況はできた……でもどうする？　何て言葉で慰なぐさめる？　親を亡くすってどういう気持ちなんだ？

　試しに自分の親に置き換えて想像してみたが、いまいち現実味を帯びない。どれくらいの遺産が俺おれに相続されるんだろうとか場違いな考えが浮かんだだけだった。

「五十嵐くんって、手品得意なの？」

「――――へッ？」

　唐突に訊たずねられた言葉に、びっくりした。手品？　どこからそんな言葉が出てくるんだ？

「だって」違うの？と言いたげなゆかりの眼め。「何もないところから缶コーヒーを出したように見えたんだけど。手品なんて生まれて初めてナマで見たから、感動したんだよ？」

「は、はは……」力なく笑いながら、鉄てつ平ぺいは愕がく然ぜんとしていた。槍やりヶが岳たけの言っていたことは本当だった。このリュックサックは本当に『見えないリュックサック』だったのだ！「か、感動したんだ？」

「うん。ナマ手品だったから」

「ナマ手品……」

　なんとなく沈黙してしまう鉄平に、ゆかりはなおも訊ねてきた。「五十嵐いがらしくんって、この近くに住んでるの？」

　当然の質問だった。ゆかりがひとり公園でいるところに『偶然』通りがかるなんて、この近辺に住んでいることでもなければあり得ない。しかし目隠しをされて連れてこられた鉄平には、ここがどこなのかもわからなかった。自分の家から近いのか遠いのか、それすらも判然としない。「買い物の途中で寄った」と言い訳したとしても、この近くにそれらしい物件は見当たらないので即座に却下。

　ここで詰まるのはマズイと思い、鉄平は頷うなずいた。「うん。そうなんだ」

「へー。私もこの近くなんだ。五十嵐くんはどこに住んでるの？」

「えっと……あっち」

　鉄平が適当に指し示した方を眺めやってから、ゆかりは言った。「偶然だね。私もあっちの方向なんだ」

「そ、そうなんだ？」ヤバイヤバイヤバイ話題をそらせ！「とッ、ところで古こ都とさんはッ？」

　うん？　とゆかりは聞き返す。

「こんなところで何してたの？」

「何してたんだろうね」

「……え？」

　私、何してたのかな……そうぼそぼそと呟つぶやいて、ゆかりはうつむいてしまった。するとその横顔が見る見るうちに表情をなくし、視線は焦点を失った。

　鉄平は息を飲んだ。

　――なんでそんな、『悲しい』顔をするんだよ。

　それには何にもなかった。喜びも悲しみもどんな感情もなくて、全くの無表情だった。どこを見ているともつかない顔で、まるでロボットのように意思を感じさせない。

　そして、鉄平の胸をきしませた。

『無い』こと自体が悲しくてやるせない、そんな『無』表情だった。なんて声をかけたらいいかわからなくなって、どうしようもなくなってしまって、どんな言葉も無力でしかなくて、結局は届かないんじゃないか――そんなふうに思って、きっと誰もが踏み込むことをためらってしまうような、そんな顔だった。

　……だからこそ。

　だからこそ、鉄てつ平ぺいはやらなければならなかった。

「お、俺おれの親はさッ」是が非でもやらなくちゃいけなかった。「毎年イヴの日にはふたりで外出して、息子をひとりで家にほったらかしにするような奴やつらで――」

　その『無』を、打ち砕かなければならなかった。

　まともにゆかりの顔も見られない――それでも視界の端に彼女が耳を傾けているのを確認しながら、鉄平は続けた。

「だから俺は、毎年イヴはひとりで……友達誘っても皆予定入ってて、結局ひとりで、その間はなんかずっとやるせなくて――っだ、だからッ」鉄平はごくりと生なま唾つばを飲み込んで、言った。「……だから、ひとりの寂しさはわからないでもない、と思う」

「……」

「イヴ限定だけど……」

　頬ほおの辺りに視線を感じた。すでに後悔がじわじわと胸に込み上げていて、顔も真っ赤になっているのが自分でもわかった。

「ありがとう」

　声に、恐る恐る顔を上げた。

　ゆかりは微笑ほほえんでいた。

「ずっと言いたかったの」その頬は、先ほどよりも少し赤みが増したように思えた。「ずっと、五十嵐いがらしくんにはありがとうって言いたかったんだ。いつかクラスの皆がカンパしてくれたことあったよね？　あの時、五十嵐くんが言ってくれた言葉さ……」

「あ、あれは、その、ごめん。無責任な言い方だった。今のも、その」

　鉄平は慌あわてたが、ゆかりは首を横に振った。

「図星だったから、なんか、ぐさっときた。でも、嬉うれしかった。私を心配してくれたのがすごくよくわかったから。嬉しかった。もちろん今のも。本当に……ありがとう」

　ああなんだコレ？

　鉄平はますます頬が赤くなっていくのを自覚する。なんでこんなにどきどきするんだ？

「あの……私の話、ちょっと聞いてもらっていいかな。誰かに聞いてもらいたいの」ゆかりはおもむろに切り出した。「時間、あるかな？」

「あ、うん。あと三時間以上はあるから大丈夫」

「え？」

「あ、いや、なんでもない！　どーぞどーぞ」

「？……ふふ、変なの」少し笑ってから、ゆかりは語り始めた。「あのね……私、お父さんとお母さんが死んでからさ、お引っ越ししたんだ。お父さんとお母さんの私物はほとんど処分して、住んでいた家も引き払って、小さなアパートに。不思議とね、引っ越しは順調だった。私自身も、今まで住んでいた家にあんまり後ろ髪ひかれたりもしなかった。思い出になるものは全部ダンボールの中にしまったし、後は私の心がしっかりしていれば大丈夫。引っ越すまでは、それで大丈夫なんだと思ってたんだ」

「……」

「でもね、なんか変なんだ……ダメなんだよ。誰もいない部屋に帰って、ひとりで御飯を食べて、ひとりでテレビを見て、ひとりで眠りに就つくと、わからなくなるんだ。頭が勝手にいろんなことを考え始めて、次から次へととりとめのないことを考え始めて、頭がパンクしそうになるの。お父さんのこと、お母さんのこと、将来のこと……今日もそうだった。たまらなくなって飛び出してきたんだ。それからずっとここにいた。でも五十嵐いがらしくんに言われてやっとわかったよ。そうか、これが『寂しい』ってことなんだぁ……」

　鉄てつ平ぺいはようやく、槍やりヶが岳たけの言っていたことを理解することができた。

　ゆかりはどこに出しても恥ずかしくないほどの『不幸』に見舞われていた。家族の突然の死が、理不尽なほどゆかりを傷つけている。そのことに、ゆかりが取るべき責任なんてあるわけがない。ゆかりは何も悪くないのに、苦しんでいる。

　これが薄幸なんだ。

　普段はこんな重いものからは目を背けていた。テレビだって下へ手たに人間ドラマを謳うたった番組は見ないようにしてきたし、友達の複雑な家庭環境にもできるだけ触れないようにしてきた。とにかく重いものは避さけ、可能な限り距離を取ってきた。その方が楽だったから。

　けれど、今。

　ゆかりは傷をさらし、そして自分は確かにそれに触れた。

　もう後戻りはできない。

　――つうか、そんなつもりはねえ。

　迷いなく思うことができる。

　自分はゆかりを、『救い』たい。

「古こ都とさんは、これから予定とかあるのかな」

「え」ゆかりはぼんやりと鉄平を振り返った。「ないけど……」

「じゃあ、一緒にどこか行こうよ。カラオケとか飯食べるとかなんでもいいから、とにかくあったかいところに」

　今の自分にできること。それは、ゆかりの孤独な時間を少しでも減らすこと。寂しいと思う気持ちを、少しでも忘れさせること。鉄平はそう思って言った。

「……いいの？」

　ゆかりはどこか不安げに訊たずねてくる。

　鉄てつ平ぺいはその不安を振り払うように、大きく頷うなずいた。

「行こうよ。俺おれ、さっきも言ったけど、すげぇ暇ひまでさ。ちょうどいいから」

　ゆかりはしばらく迷うように口ごもっていたが――やがて、頬ほおを染めて頷いた。

「……うん」

　うわ。

　だからなんでこんなにどきどきするんだよ？

「よし決まりッ。古こ都とさんはどこに行きたい？」

「え。ええと」視線を泳がせてから、ゆかりは提案した。「……こんなのどうかな」

「何？」

「実は、私のおじいちゃんがパーティに招待してくれてるの。行こうかどうか迷ってたんだけど、五十嵐いがらしくんも一緒に来てくれるのなら、私、行きたいなって思う」

「じゃ、それで！」

　なんでもいい。少しでも彼女といられるなら。

　……あれ。なんか目的がすり替わってないか？

　一瞬浮かんだ疑問は、頭を振って追い出した。目的が何にせよやることは同じ。とにもかくにもゆかりと同じ時間を過ごすこと。

　鉄平はブランコから立ち上がった。移動手段にはアテがある。こうなったらあの赤ずくめのリポーターを徹底的に利用してやる。

　そうして意気揚々と歩き出す背中に、ゆかりが言った。「五十嵐くん」

「ん？」

「古都って呼びにくくない？」

　言われている意味がわからず、鉄平は眼めを瞬しばたたかせた。

　ゆかりはにっこりと笑った。

「ゆかりでいいよ。私も鉄平くんって呼ぶから」



　心臓発作で死ぬんじゃないか俺。

　本気でそう思った。



    

  
    
      


【第２話・パーティ上等！】

残り三時間十五分



　ロケ車に戻ると、槍やりヶが岳たけがひとり黒いワゴン車に寄りかかって待っていた。槍ヶ岳の赤ずくめの姿に驚いたのだろう、背後でゆかりが息を飲むのがわかった。

「あー、この人はね」説明しようとして、鉄てつ平ぺいは言葉を飲み込んだ。説明？　一体この境遇をなんて説明すればいいんだ？

　鉄平が言いよどんでいる間に、槍ヶ岳がゆかりに頭を下げた。

「こんばんはデス。鉄平の姉の五十嵐豆子いがらしまめこデス」

「――――へ？」

　目を点にする鉄平に、槍ヶ岳が視線を送った。

　――合わせてください。

　そういう演技でいくらしい。しかし豆子って。どんな名前だ。それはともかく鉄平はかくかくと頷うなずいた。「そ、そうそう。俺おれの姉。ま――豆子」

「こんばんはです。私、鉄平くんのクラスメイトの古こ都とゆかりと申します」

　ゆかりも豆子（槍ヶ岳）に頭を下げてから、鉄平に視線で問いかけた。

　――どうして鉄平くんのお姉さんがいるの？

「でッ、電話したんだッ」鉄平は必死に筋書きを立てる。「ホラだって車の方が何かと便利だろっ？」

「……そうだね。でもいつ電話したの？」

「そ、それはホラっ、俺、手品得意だから！」

「……ナマ手品？」

「そうッ。ナマ手品！」

　まだ納得がいかないらしく、ゆかりはさらに、「さっき、イヴはいつもひとりだって――」

「ああああああああウチの姉は結婚しててね、別居してるんだッ。それを無理矢理お願いして来てもらったんだよ。なあ豆子ッ？」

「その通りデス」焦りまくる鉄平とは逆に、豆子（槍ヶ岳）は余裕をもって微笑ほほえんでみせる。「弟の友達が困っていると聞きまして、こうして駆けつけたわけデス」

「そうだったんですか！　わざわざ来て頂いて申し訳ないです」

「いいんデス」ニッコリと笑う豆子（槍ヶ岳）。「これも仕事なので」

「え？」

「ま、豆子は、その、アレだアレ――そうッ、タクシーの運転手なんだッ」こ、殺してやりたい。「だ、だからその、豆まめ子こは車で人を運ぶのとか得意なんだよ！」

「へー。女性がタクシーの運転手って珍しいですね。でも最近は増えてるって聞きます」

「そうなんデスよ」動じずニッコリ笑う豆子（槍やりヶが岳たけ）。

　恨うらみがましく睨にらみつける鉄てつ平ぺいを、槍ヶ岳は平然とシカトしていた。

「それじゃあ早さつ速そく出発しますデス」

「お願いします。私、道案内しますね」

「それは無用デス。アナタはもちろんのことその親類縁者知人にいたるまで事前に調べ」

「仕事だからね！　豆子はこの辺の地理には詳しいんだよッ」いつか殺す。「だから住所さえ教えてくれれば一発で着くんだよ！　なっ!?――って言ってるだろ頷うなずけよテメエ！」

　鉄平の剣幕にきょとんとしながらも、ゆかりは祖父の住所を口にした。

「――これでもう大丈夫だろ豆子ッ？　大丈夫だよなッ！　大丈夫って言え!!」

「ええ、完かん璧ぺきデス」やはり豆子（槍ヶ岳）はニッコリ笑って、「それでは――これをどーぞ、デス」

　ふたり分のアイマスクとヘッドホンを差し出した。

　鉄平はとうとう悲鳴をあげた。



　ゆかりにアイマスクとヘッドホンを付けてもらうのには苦労したが（「これもナマ手品！　豆子マジック！　瞬間移動！　絶対安心大丈夫！」）、なんとか納得してもらえた。ゆかりは少し考えるふうに首を傾かしげてからやがてにこりと笑って、「うん。鉄平くんがそう言うんだから大丈夫だよね」と彼にとって非常に意味深なセリフを残し、アイマスクとヘッドホンを身に付けた。その隙すきに鉄平は槍ヶ岳に詰め寄り、「なんでそんなに『瞬間移動』にこだわるんだよ！」「匠たくみの技だからデス」「意味わかんねーよッ。つうかその喋しやべり方はなんなんだッ？」「別人になり切るためのキャラ作りデス」「語尾にデス付けただけじゃねーか！」

　何はともあれ鉄平とゆかりが乗り込み、車は走り出した。

　　　　＊

　アイマスクを外して真っ先に視界に飛び込んできたのは、車のライトに照らされた雑木林の一角だった。降りた地面が傾いているように感じられるのは、そこが坂道だったためだ。さらに見渡すと遠目に街の明かりが見え、その向こうには真っ黒い海が広がり、その上の黒い空との境界線を曖あい昧まいにしている。

　ワゴン車は山道の最中で停車していた。

「山……？」

「うん。おじいちゃんの家は山の中腹にあるの。だから普通のタクシーで来てたらわかりづらくてもっと時間かかってたと思う。――すごい。十五分しか経たってない。本当によくここがわかりましたね？　すごいです」

　最後の言葉は豆まめ子こ（槍やりヶが岳たけ）に向けられたものだ。豆子（槍ヶ岳）は当然と言わんばかりに頷うなずき、「私たちの調査力をなめちゃいけませんデス」

「？　ちょうさ？」

「ま、豆子ッ。送ってくれてありがとう助かったよ恩に着る死んでくれ！　俺おれたちはここから歩くから気をつけて帰ってくれ死んでくれ！」

　鉄てつ平ぺいはゆかりの背中を押して歩き始めた。ゆかりは戸惑いながらも「え、あ、ありがとうございましたッ」と押されながら礼を述べた。

　が。

「――――ストップ!!」

　突然大きな声で槍ヶ岳が呼び止めたので、ふたりは驚いて振り返った。

「……デス」思い出したように付け加えてから、槍ヶ岳は「フッ」と不敵に笑った。「そのままの格好でいいんですかデス」

　言われてゆかりは、はっと何かに気付いたようだ。慌あわてて自分の服――制服の上に学校指定のダッフルコート――を見下ろし、そして鉄平の服――パーカーの上からジャケットを羽は織おり、下はジーンズ――もまた見やって困ったような顔をする。

「格好？　それがどうかしたのか？」

「古こ都とさんの御祖父が開くパーティとは、少々大きなものなのデス。この街でもわりと有名なのデス。だからそのパーティに出席する人は、みんな着飾っていくものなのデス」

　鉄平は首を捻ひねった。『祖父のパーティ』って――おじいちゃんが開いてくれるっていうだけの、普通のイヴのパーティじゃないのか？

「どうしよう……この格好じゃ出席できないよ……」

「実は」困惑するゆかりに、槍ヶ岳がニッと笑いかけた。「偶然にもあの車の中にとっておきの衣装が入っていますデス。それをお貸ししましょうデス」

　自信満々な笑顔は、鉄平に嫌な予感を抱けと言わんばかりのものだった。



「なんだコレ……」

　自分の衣装を見下ろし、げんなりとうめいた。

　鉄平は、俗にいうタキシードというやつに着替えていた。立たて衿えりイカ胸シャツにサスペンダー付のパンツをはき、その上からカマーバンドを腹にし、蝶ちようネクタイをつけ、ジャケットを羽織って最後にポケットチーフを挿す――というフルセットの正装だ。なんだか軽く『武装』でもしたかのような気分だった。

　こんな格好、逆に浮いてしまうんじゃないか？と不安に思いつつ、雪の坂道を苦戦しながら歩いた。タキシードに合わせてひも無しの短たん靴ぐつに履はき替えたのだが（サイズは何な故ぜかぴったりだった）、慣れない靴に何度も滑って転びそうになった。この『しっくりこない』感覚がそのまま自分の格好に通じているように感じて、なおさら不安にさせられた。

　そんな気持ちが表に出ていたらしく、隣でゆかりがくすりと笑った。「似合ってるよ？」

「そ、そうかなぁ……」

「うん。カッコいいよ」

　そんなふうに無邪気に言われたら、本当に自分はカッコいいのだと自惚うぬぼれそうになる。

　槍やりヶが岳たけをロケ車に残し、ふたりは徒歩でゆかりの祖父の家へと向かっていた。ゆかりと肩を並べて歩きながら、鉄てつ平ぺいは、これからのことについて考えた。

『薄幸少女を救う』

　その少女とは偶然にも――本当に偶然だろうか――クラスメイトの古こ都とゆかりらしい。彼女に関する『薄幸』と言えば、半年前に両親を失ったことだろう。それからのゆかりは、親しん戚せきに引き取られるわけでもなくひとりで暮らしているらしく、その理不尽にもたらされた孤立は、確かに運がない、幸が薄いというふうに解釈することができると思う。

　――じゃあ、俺おれはどうしたらいい？

　死んだ人間は戻らない。生き返らない。笑わない。叱しかってくれさえしない。泣いて懇こん願がんしても死んだ人間は帰って来なくて、『いなくなった』という事実だけがこれから先もずっと付きまとっていく。

　それは本当に悲しい。時間が和らげてくれることはあっても、失う悲しみが完全になくなることはない。一生悲しみに囚とらわれて身動きが取れなくなることだってあり得る。

　――それを、あと三時間とちょっとでなんとかしろって言うのか？

　無理に決まっている。ただの高校生の自分にそんなことができるとは思えない。そうでなくたって悲しみと向き合うのは、当人にしかできないことなのだ。

「ねえねえ鉄平くん」うー、と考え込む鉄平の服の袖そでを、くいくいとゆかりが引っ張った。「へへ、私の方はどうかな」

　ゆかりは毛皮のコートを着ていたのだが、小柄な体格のせいか『着ている』というよりは毛皮に『埋もれている』ように見えなくもない。だからその下がどんな格好をしているのかは傍はた目めにはわからない。ただ自分でさえタキシードなのだから、そう単純なものではないだろうと鉄平は密ひそかに覚悟していた。

「マダム、って感じだね」

「マダム？　マダムかぁ」えへへ、とゆかりは笑う。「夜の女だー」

　テンション高けー。鉄平は内心で苦笑した。

　鉄平の知っているゆかりは、もっとおとなしい感じのイメージだった。口数の少ない、消極的な女の子。実際教室で見るゆかりは物静かで、女子の輪に交じることも少なかったように思う。でも今のゆかりは違って、話しかけるときに物もの怖おじしたり口ごもったりしない。饒じよう舌ぜつで、はしゃぎ、よく笑う。学校で見ていた様子からはちょっと想像しにくかった。

　このふたつの印象は食い違っているようで、でもキレイにつながるように鉄てつ平ぺいは思った。両親の訃ふ報ほうがクラスに知らされたとき、けれど涙も見せずにクラスメイトに笑顔を向けた、あの気丈さ。今思えばあれがゆかりの本質なのだと思う。あの、誰にも覚さとられないようにたえ忍ぶ姿。あれが、ゆかりなのだ。普段教室で見るゆかりはその延長上にすぎず――考えてみれば口数は少なかったがおどおどした感じではなかった――、今の彼女は気分が高ぶっているせいか、頑かたくなさの角が取れて柔らかくなっている――こう考えれば全すべては一本につながる。

　そこまで考えて、ちょっと嬉うれしくなる。クラスメイトの中でここまでゆかりを知っている奴やつはいるだろうか？　きっといない。自分だけだ。そんな優越感が心地良い。

「コートの下は何を着てるんだ？」訊たずねてから、質問だけを取ってみたら今のはなんだか変態チックだった、と思って鉄平はちょっと顔を赤くする。

　ゆかりは無邪気に訊きき返してきた。「下はねえ、なんだと思う？」

　ゆかりはツインテールに束ねていた髪をほどき、下ろしていた。それが妙に大人っぽく見えてまた新たな一面を発見したような気分になる。口紅も薄く塗っているようだったから、高校生にはとうてい似合いそうもないはずの毛皮のコートも、『埋もれて』はいたが似合っていないわけではなかった。鉄平の短たん靴ぐつと同様、青いハイヒールはこのうっすらとはいえ雪の積もった山道では少々歩きづらそうだった。

「ドレス？」

「ぴんぽーん。ぶぶー」

「……どっち？　当たり？　ハズレ？」

「半分当たり半分ハズレかな。ただのドレスじゃないんだなー」

「……？」

「フフフ、見てのお楽しみ」

　本当に楽しみになってしまう自分は、思春期なのだと思う。

　五分ほど歩いただろうか。横手の雑木林は背の高い塀の壁に飲み込まれ、それからはずっと壁沿いに歩き続けた。壁を指してゆかりが教えてくれた。

「この壁の向こうがおじいちゃんの家。もうちょっと歩くから、頑張って」

　鉄平は唖あ然ぜんとしてしまった。コンクリートの塀はどこまでも道沿いに続き、その果てなど永遠に来ないように思える。「……古こ都とさんのおじいちゃんて、お金持ちなんだね」

「え、うん、それほどでもないよ」何な故ぜか歯切れの悪い返事をしてから、ゆかりは慌あわてて言ってきた。「ねえ、なんで古都って呼ぶの？」

「え？」

「下の名前でいいって言ったのに」

「あ、ああ……」だって照れくさいじゃん。と口にすればよけいに意識してしまうのはわかっていたので、返答に困った。「うー」

「呼びにくい？」

「あー、うん……」

「じゃあハイ。練習してみよう」

「れ、練習？」

「うん。ほら呼んでみて」

「……ゆ、ゆかりさん」

「呼び捨てをリクエストします」

「………………………………………………………………………………………ゆ、ゆかり」

「あはっ。照れてるね？」

　うおぉ。羞しゆ恥うちプレイだ……！

　そうこうしているうちに長く続いていた壁は途切れ、今度は檻おりのように屈強な格子の扉がふたりを出迎えた。その先端は天に突き刺さるかのごとく高く、鉄てつ平ぺいはそれを見上げて「あー……」と馬ば鹿かみたいに口を開けた。

　――ひょっとして俺おれは、とんでもないものに参加しようとしてるんじゃないか？

　格子の扉の隅にはプレハブの詰め所があり、そこに警備員が控えていた。ゆかりは警備員に歩み寄り、身の上を明かした。警備員は丁寧な物腰で言った。

「失礼ですが、お連れの方は身分を証明する物をお持ちでしょうか？」

「鉄平くん、学生証持ってきてる？」

「あ、うん」

　警備員は差し出された学生証の写真と鉄平の顔を見比べ、頷うなずいて学生証を返した。

「お友達ですか？」

「ええ。構いませんよね？」

「問題ないと思います。あと、こちらの名簿に名前と年齢と住所と電話番号と職業を記入してください」

　言われた通りにすると、警備員は門の片隅にあった小さな扉を開けてくれた。その際に警備員が使用人を呼んで案内させようと申し出たが、ゆかりはやんわりと断った。

　門をくぐりながら、

「なんか、ずいぶん……物々しいな」

「うん。やっぱりそのへんしっかりしないと、何か起こった後じゃ遅いからね。ちなみに今ごろは鉄平くんが書いた情報を基に、鉄平くんの素性をコンピュータで検索してるところだと思うよ。身の上がはっきりしている人には必要ないけど、そうでない人はちゃんと確認する決まりになってるの」

　改めて自分は部外者なのだと、なんとなく実感した。

　ゆかりの後について、舗ほ装そうされた煉れん瓦がの一本道を歩く。ロードヒーティングが施されているらしく、一本道には雪ひとつなく、外灯が点々と照らしていた。周囲には明かりに照らされうっすらと枯れた木こ立だちが見えた。

「結構歩くの？」

「うん。もうちょっとだけ我慢してね。あと五分もすれば本館に着くから」

「……本館？」

「おじいちゃんの土地には本館と一号館、二号館の三つの館があるんだ。本館におじいちゃんの書斎や寝室とか身内が来たときのための部屋があって、あと今日のようなパーティにも使われるの。一号館は宿泊施設になっていて、今日のパーティに来るお客さんやゴルフをやりに来る人が泊まったりするんだ。二号館は使用人の人たちの寮施設になってる」

「……ゴルフ？」

「うん。ここ、ゴルフ場あるんだ。知らなかった？」

「この山にあるのは知ってたけど……」

　まさかそれをゆかりの祖父が所有しているなんて思わなかった。鉄てつ平ぺいは変な汗までかき始めていた。

　やがて遠目にもきらびやかな輝きを放つ建物が見えてきた。

「え……」鉄平は立ち止まり、あんぐりと口を開けた。

『本館』という言葉から鉄平が連想していたのは、せいぜいがドラマで見るようなこじんまりとした洋館だった。けれどそこに立ちそびえていたのは、そんなレベルで計れるような代しろ物ものではなかった。

「あ、あれが……？」

「うん、あれが本館だよ。おじいちゃんの趣味なんだけど……派手でしょ？」

「う、うん……」

　果たして『派手』の一言で済ませていいものか、鉄平にはわからなかった。

　どう説明したものか――とにかくそれは、金色に輝いていた。数え切れぬほどの窓が煌こう々こうと光を放ち、建物の周囲が暗くら闇やみにぽっかりと浮かび上がっている――ものすごく大きな建物なので、それはさながら巨大な発光体だった。遠目にわかるほどの巨大な柱が等間隔に並び、鉄平の優れているとは言いがたい世界史の知識から無理やり引用すれば、それは古代ヨーロッパの神殿を現代風にアレンジした――そんな印象である。壁面には女神や獅し子し、戦士等を象かたどった石像がオブジェのように埋め込まれ、闇やみ夜よでも鑑賞できるようにライトアップがなされていた。

「十九世紀のフランスのオペラ座を参考にしてるらしいよ」

　と言われても鉄平にはさっぱりである。

　一本道を歩くうちに、ざわざわとした喧けん騒そうが耳に届いてきた。館の玄関までたどり着いても、鉄てつ平ぺいは未いまだに目の前にあるものが現実に存在しているということが信じられなかった。まるで中世の外国にタイムスリップしてしまったような心地すらする。

　玄関には鉄平の背丈ほどもあるクリスマスツリーがふたつ、扉の左右に立っていた。白い綿わたをまぶし、頂点に星の飾りがついただけの簡単な装飾だったが、木自体がレプリカではなく本物だった。クリスマスツリーひとつを取ってもこんなに違うのか、と鉄平はため息をつくしかなかった。

　ゆかりがライオンの意匠を凝らした呼び鈴を鳴らすと、ギィィ、と扉がきしむ音を立てて開いた。瞬間、室内の光と人々の話し声がそれぞれ目と耳に飛び込んできて、それだけで鉄平は立ちすくんでしまった。

　ゆかりが慣れた言い回しで言った。

「ゆかりです。本日は祖父のお招きに預かり参りました」

「お待ちしておりました、ゆかり様」答えたのは、扉を開けてくれた使用人の女性だった。頭にはカチューシャ、そして紺のスカートの上から白いエプロンを羽は織おっている。「こちらへどうぞ」

　ほ、本物のメイドさんだ！と何な故ぜかテンパる鉄平を、ゆかりが振り返った。

「鉄平くん」

「え、あ、うん？」

「何を見ても、友達のままでいてね」

「――え？」

　その意味を問うより早く、ゆかりは中に入ってしまった。鉄平も慌あわてて後を追った。



　世界が、輝いていた。

　――うわ。

　目もくらむような世界が、そこにあった。

　――うわわわわわわわわ！

　鉄平は飛び出しかけた悲鳴を慌てて飲み込んだ。

　とにかく光の粒子でいっぱいだった。壁も床も物も人ですらも輝いていて――よおく目を凝らしてみるとなんで光っているのか得とく心しんがいった。壁や床は照明の光を弾はじき返すほど徹底的に磨き抜かれていたし（鉄平は知る由よしもないが赤と金の皇帝色を基本とした大理石とブロンズが素材となっている）、物――つまりそこかしこに飾られている、一目で骨こつ董とう価値が高いとわかる壺つぼや置物、石像（……石像？）といった物も同様にどれもが新品みたいな輝きを放っていて、人にいたってみればそのまとっているドレスやアクセサリーの類たぐいがチカチカと光っているのである。視線を上げると、天井には一面に天井画が描かれその中央に巨大なシャンデリアが吊つり下がっていた。シャンデリアの発する光が、このフロア一帯の物や人に乱反射して自分の目をくらませているのだと思った、というか妄想した。

　尋常な広さではないけれど――多分、エントランスホールなのだろう。ホールは吹き抜けで、二階、三階、四階とそれぞれの階を見上げることができた。ホールの真正面には巨大な階段がそびえ、それは二階へといたる中間で二ふた叉またに分かれ、左右でそれぞれ二階に直結している。その大階段の分岐点に巨大な扉があり、戦士を象かたどった石像が護身像のように扉の左右に立っている。

　ホールにはパーティから抜け出し小休憩を挟む人々が各々身体おのおのからだを休めていた。誰もが上等なスーツやドレスをまとい、見るからに鉄てつ平ぺいの父親や母親ほどの年齢の人物ばかりだった。かといって鉄平の父親や母親のように庶民的な生活臭がにじみ出ているわけがなく、使用人から飲み物を受け取る仕草ひとつをとってみても、優雅な空気を感じる。ここにいたって全すべてが眩まばゆく映るのは照明ばかりのせいではないことがわかってきた。なんというか、オーラからして違うのである。

「こ、ここは……」呆ぼう然ぜんと、鉄平は呟つぶやいた。「ここは日本なのか……ッ？」

　ゆかりが苦笑して、「そうだね。鉄平くんはこういうの、慣れてないよね」

「慣れてないっていうか……」

　知らない。こんな世界は知らない。自分の存在が場違いとしか思えない。呼吸をすることすら許されないんじゃないかと考えてしまう。

「ゆかり様」先ほどの使用人が歩み寄ってきた。「お召し物をお預かりいたします」

「ああ、はい。お願いします」

　言いながら背中を向けて腕を広げると、流れるような動作で使用人がゆかりの着ていたコートを脱がせた。使用人はコートを丁寧に手元で折り畳み、仰々しく頭を下げて去っていった。

「――――え」鉄平は目を見開いた。「えええぇっ!?」

　ゆかりは恥ずかしそうに頬ほおを染め、はにかんだ。「えへへ。似合うかな？」

「あ、あぅ……」

　鉄平はまともに返事もできなかった。

　ゆかりは、

　チャイナドレスを着ていた！

　艶あでやかな青のドレスは、どこまでも扇せん情じよう的だ。袖そでがなく肩が剥むき出しで、裾すその横に大胆に切れ込みが入って裸の太ふと股ももがちらちらと覗のぞいたりする。胸元から左の腰を巡り背面の臀でん部ぶにいたるまで龍りゆうの刺し繍しゆうがなされ、それがまた官能的な印象をもたらしている。

　チャイナドレス！

　行こう、と骨抜き状態の鉄平の手を引き、ゆかりはほとんど早歩きで大階段へと向かう。その足取りは次第に速くなり、そしてその度にチャイナドレスのスリットが翻ひるがえっちゃったりするので、鉄てつ平ぺいは鼻血が垂れそうな気がして顔を上向けなければならなかった。

「ちょ、待って、ゆかり――」

「あ」ゆかりは息を弾ませて振り返る。「呼んでくれたねっ」

「え？」

「ゆかりって！」



    

  
    
      



    

  
    
      　――ダメだ！　マジで鼻血出そー！

　扉のそでには別の使用人が控えていた。彼女はこちらに駆けて来るふたりに気付き、慌あわてて扉を開けてくれた。ゆかりが「ありがとう」とすれ違いざまに言い、駆ける勢いそのままに扉の向こうに飛び込んだ。



　人だった。

　吐き気がするほど眩暈めまいがするほど酸欠を起こすほどの――人、人、人人人！だった。

　百――その数字で済まされるだろうか？　二百、三百、四百――とにかく数え切れぬ人々の壁が、鉄平の前に立ちはだかっていたのだった。

　あまりの人の多さに、空間の広さを特定することもできない。圧倒的な人の量にもう辟へき易えきし、なんだか目が痛くなってくる。「はへー」と間抜け面で上を見上げると、大広間――鉄てつ平ぺいの気分的には超広間――の高く広い天井がどこまでも続いていた。玄関ホールにあったような巨大なシャンデリアがいくつもぶら下がり、燦さん然ぜんと輝いている。

　パーティは立食式のようだった。巨大な車くる海まえ老びや貝類などの海鮮系を並べたテーブル、ローストチキンが山盛りに積まれたテーブル、鉄板の上で激しく肉汁迸ほとばしる肉類のテーブル、ブランデーやワインが一目でどんな銘柄かわかるように並べられた段上のテーブル、とっくりが氷水やお湯に浸つけられたテーブル――など、など。様々な料理や飲み物が気軽に取れるようバイキング形式に並べられ、人々は各おの々おの好きなようにそれをつまんでいた。各テーブルに最低一人の使用人が控え、招待客の希望通りのものをよそったり、その場で調理が必要なもの――例えば焼肉といった――に関してはそれを加工する作業を行ったりしていた。パーティの客は一見して年輩の男性や女性ばかりで、それぞれに話し相手を見つけては取り皿を片手に語らっている。よくよく見れば外国人の姿も少なくない。そこかしこから聞こえてくる言葉が、日本語だけでないことに気付いた。

　ひと通りパーティ会場を見渡してから――もっとも、まともに見られたのは人の壁と天井と国境を無視した料理群だけだったが――最後に、鉄平は自分の姿を見下ろした。初めはタキシードでは浮いてしまうのではと心配していたが、それは杞き憂ゆうというか見当違いもいいところだった。衣装に問題があるのではなくそれを着る人間に問題がある。

「――鉄平くん、口開いてるよ」

　鉄平は慌あわてて口を閉じた。

　ゆかりはくすくすと笑い、「びっくりした？」

「び、びっくりどころじゃないよ……」それどころかいたたまれない。「これ、何？」

「おじいちゃんが毎年開く、忘年会を兼ねたイヴのパーティだよ。会社の関係者やお得意先の人を招いてこうして労ねぎらうの。おじいちゃんが社長になってから開催するようになった道楽みたいなものだよ。今ではもう恒例行事だね」

　思いも寄らない言葉がゆかりの口から飛び出した。「……会社？　社長？」

「うん。聞いたことないかな。アルファベットでＫ・Ｏ・Ｔ・Ｏって書いて、ＫＯＴＯ古都」

「――――あ」鉄平は再びあんぐりと口を開けた。「あ、あのッ!?」

「うん。あの」

　ＫＯＴＯ。

　それは世界でも有数の大企業の名前だった。

　自家用車、玩具、電化製品、食品、衣類、建設、工業製品――鉄平の知らない分野で言えば次世代ロボット開発からナノ医療デバイス開発、超電動電力ネットワーク制御技術、固体酸化物燃料電池導入研究などなど、商売として成立するものならばジャンルを問わず手をつけ、そして一度手をつけた分野ならば追つい随ずいを許さないほどの圧倒的経済力で掌しよう握あくする。それがＫＯＴＯという企業だ。

　会社独自のデパートを国内に留とどまらず海外にも進出させ、果ては芸能活動にまで手を出している。ここ一世紀でただの新技術の開発企業から世界を股またにかける企業にまで急成長した過程を持ち得る故ゆえか、本来ならば中小企業が請け負うような仕事から大企業だからこそできる仕事まで、どんな内容でもこなす『なんでも屋』化している観がある。家の中にあるものを手に取って見れば、大概はこの会社が何らかの形で関わっているものだろう。

　経済に疎うとい高校生の鉄てつ平ぺいですら知っているような、超マンモス企業である。世界最大といっても過言ではない、少なくとも国内最強の企業。それがＫＯＴＯだった。

「じゃあゆかりは」ごくり、と鉄平は生なま唾つばを飲み込む。「その……」

「うん。お父さんはＫＯＴＯの社長だったんだ。でも半年前の事故で死んじゃったから、おじいちゃんが新社長として復帰したの」ゆかりはとんでもない事実を世間話でもするように言った。「ウチの家系は代々ＫＯＴＯの社長を受け継ぐことになってるの。株式会社に普通はそんなことあり得ないんだけど、なんていうのかな、ウチの血筋って信頼されてて、株主さんたちからも人気なの」

　あんぐりとしている鉄平を前に、ゆかりはなんだか的外れなことを言っている。

「ええと、それじゃあ……ゆかりは、その……社長令嬢、ってやつなの？」

「元社長令嬢。今は社長孫、かな。そういう言い方ってある？」

　そういえば以前、小耳に挟んだことがある――ゆかりが有名な会社のお嬢様だという噂うわさ。

　両親を亡くしゆかりが学校を休んでいたことと、ある会社の社長が死んだというニュースが同時期に起こっている――という点から端を発した噂だったが、誰もが話半分に聞き流していた。んなワケないじゃん、俺おれが古こ都とゆかりならクラスメイトの頬ほおを札束で殴ってるよ――とクラスの男子が軽くあしらっていたのを覚えている。

　誰も。誰も古都ゆかりとＫＯＴＯをきちんと結びつけて考える人間はいなかった。大企業の社長の愛まな娘むすめが同じクラスで同じように勉強しているなんて、あまりにも現実味がなかったから、考えもしなかった。そもそもなんでそんな『社長孫』がアパートなんかにひとりで暮らしてるんだよ？　という話だ。

「隠してたんだ」困ったようにゆかりは笑った。「中学校のときにね、クラスメイトにそのことを話したら大騒ぎされて、からかわれてね。何かにつけては『社長令嬢』って呼ばれるようになったの。『社長令嬢のお口にこんな粗末な給食は合わないんじゃないか』とか『社長令嬢なんだから因数分解は解けなくても安泰じゃん』とか、あんまり、いい思い出がない。だから高校では秘密にしておきたかった。……黙ってて、ゴメンね」

「え？――あ、いや。謝ることじゃ」

「そうなんだけどさ。なんとなく。ゴメン」

「だ、だから別に……」

　言いながらも、鉄平は困惑していた。

　――なんで俺おれ、『がっかり』してんの？

　がっかりとはいかないまでも、少なからず残念に思っていることは確かだった。

　ゆかりはすぐそこに、それこそ手を伸ばせば触れられる位置に立っているのに――なんだかとても遠くに感じてしまったのだ。

　違う世界の人間。手の届かない人。

　そんな連想が、いとも容易たやすく脳裏を陣取ってしまう。……そんなことは関係ない！　わかってる。わかってるんだけど――どうしてだろう、大事な人を理不尽に奪われたような、そんな喪失感に囚とらわれてしまう……。

　きゅっ、と服の袖そでが引っ張られて、はっとなった。

　振り返ると、タキシードの袖を掴つかんで、ゆかりが切なげに眉まゆをひそめていた。

「鉄てつ平ぺいくん、私はね」搾り出すように、ゆかりはか細く言った。「私なんだよ」

『何を見ても、友達のままでいてね』

　その意味を知って、鉄平は自分を恥じた。

　きっと――ゆかりにとって、こんな経験は少なくなかった。

　彼女の環境を知って、自分とのあまりの『差』に気後れしてしまう人は少なくなかったはずだ。なんとなくゆかりのことを『自分とは違う人』と思い、足踏みしてしまう――それこそ今の鉄平のように。

　他ほかの仲間にするように親しげに話しかけてもいいのだろうか？　考えてしまう。普通にしようとしても、ついぎこちなくなってしまう――多分、そんなふうにして友達を失ってきた。今までずっと。

　ゆかりを見る。ゆかりは目を伏せて、じっと何かを待っていた。睫まつ毛げはかすかに震えていて、そしてその手は、すがるように鉄平の服の袖を握ってくる。

　――何が、『俺だけが彼女を知っている』だよ。

　ゆかりは恐ろしく芯しんの強い女の子なのだと思っていた。両親が死んだときも涙ひとつ見せず笑っていたから。助けも請わず、泣き言も言わず、こらえている振りすら傍はた目めには見せなかったから。

　でも、違った。

『無理して笑うなよ』で揺らいだ表情。夜の公園で見せた涙。

　そして今、袖を掴んでくる手。

　こっちが、ゆかりの本当の本当の姿なのだ。本当はぐっと我慢していて、辛つらいのを誰にも打ち明けられず、頑かたくなに口を閉ざしていただけなのだ。

　ゆかりは、強くない。ただ我慢ができるというだけで、それは決して強さにつながらない。ずっとずっと苦しんでいた。よく教室でひとりでいるのが目についたのは、踏み込みすぎた後で知られた後で離れられるのが怖かったからに決まっているじゃないか。

　――俺おれ、調子こいてた。

　何もわかってない。何もわかっちゃいなかった。どうしようもない馬ば鹿かだった。救いようがなくて死にたくなる。

　……だからって。

「何言ってんの？」だからってそれは、引き下がる理由にはならない。「当たり前じゃん」

　自分がこうして今、ゆかりの隣にいるのは、ゆかりを『救う』ため。

　ゆかりの『幸せ』を取り戻すためなんだ。

　――絶対諦あきらめたりなんかしない。

　自分は一生、この世界に馴な染じむことができないかもしれない。それでも、やるしかない。

　この『遠い』感覚を乗り越えること。それがゆかりを『救う』ことの、前提条件だ。

　差し伸べられた手を、振り払うことなんてできない。

「ゆかりはゆかり」鉄てつ平ぺいは小さく笑った。「あったり前じゃん」

　ゆかりは顎あごを引き、うつむきがちに、「そうじゃなくて……私が言いたいのは」

「ああわかってるって。要するにこういうことだろ？」きっぱりと言ってやった。「俺たちは、正真正銘の友達だ」

　ゆかりははっと顔を上げた。「……本当？」

「本当も何も、実際そうだろ？」

　ゆかりは息を飲み、ふいとうつむいた。鉄平は当然、その眼めが少し濡ぬれているのを見逃さなかった。ゆかりの手を取り、

「行こうぜ。ゆかりのおじいちゃん、紹介してくれよ」

「……うん」おずおずと頷うなずき、そしてようやっとゆかりは硬い表情を弛ゆるめた。「ありがとう、鉄平くん」

　自分にできることは少ないだろうけど――できることをやろうと、思った。

　　　　＊

　考えてみれば当然のことで……鉄平とゆかりは注目の的だった。

　そりゃそうだよなぁ、と鉄平は思う。

　ゆかりは前社長の娘にして現社長の孫である。顔が知られていてもおかしくない。その彼女が得体の知れない男と肩を並べて――しかも手をつないで歩いているのだ（加えて言えば、ゆかりはチャイナドレスなのだ！）。人々が何事だと騒ぐのも当たり前のことだった。

　鉄平はすぐにその空気に気付いていたのだが、しかしここで手を離すのもゆかりに悪い気がしてできなかった。決して掌てのひらから伝わる柔らかい感触に「離したくねー」と下心を働かせていたわけではない、と思う。

「――あ」

　ふとゆかりが立ち止まり、鉄てつ平ぺいも足を止めた。

「どうした？」

「今、見知った顔が――速水はやみさーん！」

　ゆかりが手を振った先に、きょとんと振り返る男がいた。清潔なダークスーツをまとった男は「……ぽかん」とした様子でこちらを見やり、やがて膨れ上がるように顔面に笑顔を浮かべた。

「うわ、もしかしてゆかりちゃんかっ？」

　うっすらと銀色が交ざった髪をオールバックにまとめていた――恐らく、三十代後半ぐらい。男は嬉うれしそうに駆け寄り、満面の笑みを浮かべてキーの高い声で言った。

「どうしたんだよ？　てっきり今日は来ないんだと思ってたぜ？」

　鉄平は面食らっていた。

　男の反応は、なんというか――『相応ふさわしく』なかった。この超ビップの――ＫＯＴＯの社長主催なのだから招かれている人々もそうそうたる面メン子ツに違いない――パーティの中で、そんなふうに無む垢くに感情を露あらわにしてくるのは、どうもしっくり来なかったのだ。スーツを着こなしたいい大人が、こんな社交の場でするような態度ではなかった。

　それはゆかりの方も同じようだった。少し戸惑ったように「ええ」と頷うなずいてから、「どうしようかと思ったんですけど……やっぱり来てみました。それより速水さん、お久しぶりですね」

「ん？　久しぶりなのか？」

「え？　え、ええ、確か父と母の葬式以来だったかと――」

「ああ、そうなんだ。それは久しぶりだな」

「は、はい……」

　鉄平はわけがわからなかった。まるで噛かみ合っていない会話である。それともこれが社交界の会話というやつなのだろうか。

「――ん？」そこで初めて、男は鉄平に目を止めた。「こいつは？」

　いきなりこいつ呼ばわりされて、鉄平はむっと顔をしかめた。

「あ、あの」慌あわててゆかりが間に入った。「紹介が遅れました、彼は私のクラスメイトの五十嵐いがらし鉄平くんです。鉄平くん、こちらはＫＯＴＯの副社長を務めている、速水真ま事ことさん」

「……よろしく」

「……どうもッス」

　睨にらみ合いながら、ぎこちなく握手を交わし――そして速水が口元を歪ゆがめたのを見て、鉄平は背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　本人はただ「ニコリ」と笑っただけなのかもしれない――けれど、笑顔を向けられた当人としてはとてもそんな柔らかい解釈はできなかった。

　どことなくいやらしい感触のする笑み。

「ニコリ」ではなく――「ニヤリ」といった方が正確だろう。どうしても見る人間を落ち着かなくさせる、そんな笑みだった。

　速水はやみはもう鉄てつ平ぺいへの興味を失ったらしく、ゆかりに向き直った。

「今日は最後までいるのか？」

「あ、まだ決めてないですけど……」

「いるといい。きっと楽しいことになる」

「え、は、はい。てっぺ……五十嵐いがらしくんと話し合ってから決めたいと思います」

「どうせ帰れないけどな」

「え？」ぼそりと呟つぶやいた速水の言葉に、ゆかりは眉まゆをひそめた。「今、なんて――」

「あ、いたいたー。速水ちゃーん」

　突然そんな気の抜けるような声が飛び込んできた。

　速水は心底うんざりしたような顔をして振り返った。「だから俺おれを『ちゃん』付けするのはやめろって言ってんだろうが」

「えー？　なんでー？　かわいいじゃん」

「お前、もっと歳とし相応な喋しやべり方をしろ」

　現れたのは、変な男だった。

　丸眼鏡めがねをかけた、体格がもやしのように細く長い男。顔も長い。細い顎あごが迫せり出して無駄に自己主張している。ぼさぼさの髪をなんとか後ろで束ねてまとめているようだが、ところどころ飛び跳はねている。よれよれのスーツは周りと比べるまでもなく安物とわかる。鉄平と違った意味で場違いな人間だった。

　どこか疲れたような笑い顔で、男は速水に言った。

「いやぁ探したよー。速水ちゃん、気付いたらいないんだもん」

「はぐれたのはそっちだろ。ガキじゃねえんだから……」

「……あれ」はたと男はゆかりに視線を止めた。すると見る見るうちに『にへら～』と頬ほおを弛ゆるめていった。「来たんだね、ゆかりちゃん」

「え、あの、はい」男の登場に驚いていたゆかりは、速水に助けを求めた。「こちらの方は……？」

「んん？　あー……」速水は言いにくそうに顔をしかめた。

「僕は一いつ本ぽん釣づりと申します。ゆかりお嬢様」にこやかに（ただしにじみ出る疲労感はそのまま。これが地の顔なのかもしれない）一本釣と名乗る男は言った。「実は速水ちゃんが今夜のパーティにとっておきのショーを用意していてね、僕はその協力者なんだよ」

「あ、そうなんですか？」

「おい、一本釣……！」速水は慌あわてたように一本釣の肩を掴つかんだ。

「いいじゃない。減るもんじゃないし」一いつ本ぽん釣づりは軽くかわした。「別に知っておいても問題ないでしょ？」

　速水はやみは口を閉じた。苛いら立だたしげに一本釣を睨にらみつける。

「それではお嬢様、僕たちはこの辺で。準備があるからね」

「はい。楽しみにしてます」

　速水と一本釣は人ごみにまぎれていった。その方向をいつまでも見つめていた鉄てつ平ぺいを、ゆかりがつついた。

「どうしたの？」

「あ、いや……なんか、びっくりして」

「……やっぱり、そうだった？」

「やっぱり、って？」

「うん。一本釣さんは私も初対面だからよく知らないんだけど……」少し首を傾かしげて、「なんか、速水さんは違った」

「違う？」

「私の知ってる速水さんは、もっと物静かな人なんだ。あんなに陽気な人じゃなかったと思うんだけど……酔ってたのかな」

　鉄平はなんとなくふたりが消えた先を見つめた。

「ねえ、どうかしたの？」

「……あ、いや、なんでもないよ。行こう」

　訊ききたいことがひとつだけあったが、口には出さなかった。

　――あいつは、いつもあんなふうに嫌な笑い方をするのか？



　直接的な言い方をさせてもらえば、ゆかりの祖父、古こ都と源げん之の助すけは『丸かった』。

　彼は貴婦人のひとりと話し込んでいるところだった。癖くせなのかはちきれんばかりの腹をしきりに撫なでさすりながら、ふっくらとした頬ほおをさらに丸くして「ふぉっふぉっふぉ」とバルタン星人みたいに笑っている。その眼めにはたとゆかりの姿を捉とらえると、瞳ひとみを輝かせてこちらに――正確に言えばゆかりに、体格からは想像もつかないほどの速度で駆け寄ってきた。

「おお、おお、ゆかりや。遅かったじゃないか！」瞬またたく間にゆかりの身体からだは源之助の太い腕の中に吸い込まれてしまった。源之助は感極まったように言う。「私は待ってたんだよ！」

「遅れてゴメンね、おじいちゃん」

「いいやみなまで言うな！　わかってる！　わかってるに決まってるじゃないか！」源之助は嘆かわしいと言わんばかりに首を振った。よくよく見ればその目は薄く湿り気を帯びていて、今にも泣き出しそうだ。「辛つらかったんだろう？　寂しかったんだろう？　善ぜん一いちや青あおくんが亡くなってからの、初めてのイヴだ……あれから半年とはいえ、今夜はさぞかし寂しい思いをしていたんだろう？　だから遅れたんだろう？　私もパーティを開くべきかどうかで悩んだが……このパーティを中止にすることは息子夫婦の本意ではないと思ったし、何よりお前に笑顔を取り戻して欲しくて――」

「おじいちゃん」

　ゆかりは首を振り、そっと源げん之の助すけの胸に手をやった。源之助は名な残ごり惜おしそうに身体からだを離すが、そんな彼にゆっくりと微笑ほほえみを作る。

「私は大丈夫だよ。……本当はね？　今日もずっと家に閉じこもっているつもりだったんだ。人の多いところは、人がたくさん笑っているところは、まだちょっと辛いと思ったから。でも今は大丈夫なんだよ」

「……どうしてだい？」

「えっと……その前に紹介するね？」とゆかりは、手持ち無ぶ沙さ汰たに立ち尽くしていた鉄てつ平ぺいの方を指し示した。「私のクラスメイトの五十嵐いがらし鉄平くん。彼がいろいろと励ましてくれたの。パーティに連れて来ちゃったけど、問題ないよね？」

「あ、あの、五十嵐鉄平と言います。突然お邪魔して――ひっ」

　頭を下げかけた鉄平は、ぎょっとして後ずさった。

　源之助がゆかりの肩越しに、親の仇かたきでも見るように憎悪のこもった眼まな差ざしを鉄平に注いでいたのである。

「ほう。クラスメイト」値踏みするように、源之助は白い顎あご髭ひげを撫なでながら言った。「それはそれは。彼に励ましてもらったと。なるほど。ただの、クラスメイトである彼に励ましてもらったと、こういうことだね？」

「――ッ、そうです!!」相手がどうしてそんな眼差しを自分に向けるのか、鉄平は理解した。「そうですただのクラスメイトですッ!!」

「そうか。ただの、なんだね？」

「はいッ。ただの、です！」

「……？　あ、そっか」ひとりきょとんと成り行きを見ていたゆかりは、やっと思い当たったように手を叩たたいた。「ヤダおじいちゃんったら。違うよー。鉄平くんとはそういう、恋人とかじゃないよ？」

「てっぺいくんッ!?」

　目ざとく聞き取り、源之助は瞼まぶたを見開いて『どういうことだ』と再び鉄平を睨にらみつけた。鉄平はぶんぶんと首を横に振った。「ふ、深い意味はないです」

「……そうかね」源之助は深呼吸をして気を落ち着けながら、ゆかりに訊たずねた。「深い意味はない。それでいいんだね？」

「どう取るのかは個人の自由だよ」

「ちょ、ゆかり！」

「ゆかりだとッ!?」

　――なんでこうなるんだよ!?



　積もる話もあるだろうからどうぞおふたりでごゆっくりお話しくださいええ僕のことは構わず僕は僕でパーティを見て回りたいと思いますそれではどうも失礼します――といった感じにまくし立て、鉄てつ平ぺいはそそくさとその場を後にした。「ゴメンね。また後でね」というゆかりの声と痛いほどに注がれる視線を背に、人ひと混ごみに紛れた。

　源げん之の助すけの怨おん念ねんの届かないだろうところまで距離を置くと、鉄平はほっと息をついた。

　思えば、忙せわしない夜である。

『別世界の人間』が訪れ、クラスメイトの女の子を『救う』ことになって、その女の子は実は金持ちのお嬢さんで、経験したこともないパーティに連れてこられて、変な勘違いをされて……。

　鉄平は大きくため息をつく。正直、疲れた。度々意気込むことはあったものの、これからのことを考えると頭が痛くなる。一体これから、自分はどうなるのだろう？

「とりあえず飯でも食べるかな……」

「そんな暇ひまはないですよ」

「――――おおぅッ!?」声に驚いて振り返れば、そこには槍やりヶが岳たけが、「――って、なんつー格好してるんだお前は！」

　槍ヶ岳は先端部に綿わた飾りのついた扇を片手に、ゆかりが着ていたのと同様のデザインのチャイナドレスをまとって立っていた。ゆかりのドレスと唯一違うのは、その色。彼女の着ているのは燃えるような赤だ。

「やはりパーティですから、気合入れてきました。私物です。ちなみに古こ都とさんに支給されたドレスも私の私物です」

「あれはてめえの差し金か！　なんでチャイナなんだよ！」

「趣味です」

「どいつもこいつも公私混同じゃん！」ひとしきり叫さけんでから、ふうと鉄平は吐息をついた。「……なんかこう、ツッコミ入れてると自分の居場所に帰って来たような気がするなぁ」

「しょせん俗物ですから」

「否定はしないけどその言い方はやめろ！」帰って来たのだけど、疲れることには変わりない。「……で、お前はどこから現れたんだ」

「もちろん『第二世界ザ・セカンド』からですよ。この程度の警備システム、内界人には通じません」

「……なんでそんなに赤いの？　それも趣味？」

「これはイヴだからです。イヴに赤は基本ですよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょ、だからその『なんでそんな当たり前のこともわからないの？』みたいな見下した目はやめろよ！　普通わかんねーよ！」そこまで怒鳴って、鉄てつ平ぺいははぁと肩の力を抜いた。

「……まあいいや。それより、本当にあと三時間でなんとかなんの？」

　槍やりヶが岳たけの言っていた『放送時間』は、残り三時間をすでに切っている。この残り時間で今回の最大の目的である『薄幸少女ゆかりを救う』ことができるのか、鉄平には予想もつかなかった。

「大体、他ほかに何をすりゃいいんだよ。ゆかりはわりと楽しそうにしてる。目標は概おおむね達成されてるんじゃないか？」

　今日一日でやれることだって限られている。少なくともゆかりの抱えている傷を癒いやすのには、時間がもっと必要だと思った。

「いいえ。まだです」しかし槍ヶ岳は首を振り、「五十嵐いがらしさんはどうやら勘違いしているようですが――」

　そしてきっぱりと言った。

「彼女の幸福は、これから奪われます」

「……え？」

　連続する破裂音が鉄てつ平ぺいの声をかき消したのは、そのときだった。

　　　　＊

　一瞬、会場にあった全すべての音が停止し――

　パーティの一角で悲鳴が炸さく裂れつした。

　それは恐きよう慌こうとなって次々と伝染し、瞬またたく間に会場は騒然となった。さざなみのように広がる混乱を、鉄平は目の前で目撃した。恐怖に引きつる顔、強こわ張ばる四肢、一目散に逃げようとぶつかり合う身体からだ、翻ひるがえるテーブル、割れるガラスの音、ぶちまけられる高級料理の数々、ひっくり返る鉄板……鉄平は肩や背中を押されたりして、しかし倒れることもできないほど人々の群れにもみくちゃにされた。

　ガッ、ガガガッとノイズ混じりの館内放送が響き渡る――

『我々はこの館並びに一帯を占拠した。頭に手をやりその場に伏せろ。無駄な抵抗、または怪しい行動を取った者はその場で射殺する。繰り返す――』

　人々は皆、青い顔で言われるがままその場に膝ひざを折った。数百人が一いつ斉せいに身体を伏せたため、立ち尽くしていた鉄平の前で急激に視界が開けていった。そのため、鉄平には見えた。

　マスクを被かぶった黒ずくめの男たちが、マシンガンを構えて会場を駆け巡っていた。男たちは瞬く間に会場に散らばり、銃器で威い嚇かくしながら人々を制圧していった。

　会場の入り口付近に、ぽかりと空いた空間があった。そこに横たわる人の姿が三つあった――真っ赤な液体の上に横たわる、男と女と男。

「いやあぁッ」

　悲鳴にはっとして見やると、そこには黒ずくめに羽は交がい絞じめにされ、連れ去られようとしているゆかりの姿があった。他ほかの黒ずくめにぐったりと担がれているのは、体型から判断して源げん之の助すけ。

　ゆかりっ、と思わず声が出そうになって、鉄平はその声を飲み込んだ。人々が膝を折る中、自分以外にも仁王立ちする姿に気付いたからだ。

　速水真事はやみまことと、一いつ本ぽん釣づり――ふたりが、連れ去られるゆかりたちの横に立っていた。

　速水は酷薄な笑みを浮かべ、背後の一本釣を振り返る。同じように緩ゆるい笑みを、疲れたように浮かべる一本釣の唇が小さく動くのを、鉄平は確かに見た。

　そして何と言ったのかも、そのとき何な故ぜかわかった。

　――ショー・タイムだ。



　そして鉄平は聞いた。

　――さあ、

　脳に直接働きかけるような、槍やりヶが岳たけの声を。

　――『救って』ください。



    

  
    
      


【第３話・ショー・タイム上等！】

残り二時間二十二分



　テーブル類はほとんどがなぎ倒され、その上にあった料理やグラスが床にぶちまけられていた。絨じゆう毯たんには放射線状にシミが広がり、さらにその上に数百人の人間が一いつ斉せいに伏せていたのだから、見ていて異様な光景だった。会場の外にいた客や使用人も続々と連れて来られ、その数は増える一方にある。どこかから子どもの泣き声が聞こえ、それがいっそう人々の不安を駆り立てていた。

　突如現れた男――体格からして男だと思う――たちは、黒いアサルトスーツをまとい、フードを被かぶり、ガスマスクを付け、全身を装備で隈くまなく被おおっていた。黒ずくめの彼らはざっと数えて二十人くらいで、その武器は小銃だったりマシンガンだったりとまちまちだった。全員が適度に散らばりものも言わずにパーティ客を監視している。

　そばにいたはずの槍ヶ岳は、いつの間にか姿を消していた。どうやら得意の『第二世界ザ・セカンド』とやらを利用して安全な場所に逃げたらしい。自分だけ逃げやがって……人々と同じように伏せながら、鉄てつ平ぺいは状況が状況でなければ舌打ちして物に当たっているところだった。今、鉄てつ平ぺいには『全すべて』がわかっている。

　――俺おれは、はめられたんだ。

『見えないリュックサック』がそのいい証拠だった。槍やりヶが岳たけは知っていたのだ。ゆかりと出会った後、彼女の祖父のパーティに招かれ、そこでこのような事態に巻き込まれるだろうことを、槍ヶ岳は知っていた。だからわざわざ『見えないリュックサック』を預けてきたのである。

『見えない』のは、黒ずくめたちに見み咎とがめられないため。何な故ぜ見咎められないようにしなければいけないかと言うと、その中に彼らに対抗する『武器』が入っているから――そうとしか考えられない。

　実のことを言うと、今も鉄平は『見えないリュックサック』を背負っていた。タキシードに着替えた際「何か必要になるかもしれないから」と言われ、半なかば無理やり背負わされたのである。小型のマイクとイヤホンも着替えのときに付けてある。

　きっとこの中には、武器が入っている――テロリストたちに対抗し得る武器が。

　鉄平は目まぐるしく思考し、理解した。“〝ないかいじん”〟たちの意図を知った。わかる。わかりたくないが、わかってしまう。今この場で闘えるのは、自分だけなのだ。

　――だからと言って！

「ふざけんな無理に決まってんだろッ」鉄平は胸元の小型マイクに向かって小声で、しかし強く囁ささやいた。「俺にどうしろって言うんだッ」

『五十嵐いがらしさん、男の子なんだから』しかし返ってくるのは、非情な声。『背負った責任は、きちんと果たしましょう』

　殺してやろうかと思った。「こうなるとわかってたら選んでねえよッ。何が売春だ何が家出だ何が告白できないだ――そういうレベルの問題じゃねえだろが！」

『でも少なくとも今、古こ都とさんが不幸であることは嘘うそではないと思いますよ』

　そんなことはわかっていた。

　ゆかりは源げん之の助すけ共々、会場の外へと連れ去られてから音おと沙さ汰たがない。あれからテロリストたちは何の要求らしいものも言ってこないが、他ほかの人間ではなくふたりを連行したということは、この突然の襲撃は彼らに関係があるということだ。

　すでに三人が殺されている。ゆかりが危ない。

　――でも、自分に何ができる？

　知識はない。技術もない。経験すらもない。武器だけがある。これだけで、単身、あのテロリストたちに対抗できるのか？

　答えは単純明快シンプル簡潔簡単容た易やすく『否』だ。残る手段はただひとつ。

「警察に通報してくれよッ、そうしたら――」

『お断りします』槍ヶ岳はあっさりと拒否した。『我々が手を貸すのは、あくまでアナタひとりだけです。これ以上の外世界への干かん渉しようは我々の法に触れます』

「そんな……人の命がかかってるんだぞ!?」

『それでも、です』

　信じられない――本当に彼らは“〝ちょっぴり”〟手を貸すだけなのだ。

　――俺おれだって死ぬかもしれないのに！

　鉄てつ平ぺいはちらりと、それを見やった。遠くに、三つの死体が転がっている。ぴくりとも動かないで血だまりに倒れ伏す人間たち。遠目なので細部まではわからなかったが、そこにシンプルな“〝死”〟というものが横たわっているのはわかった。簡潔に彼らは死んでいた。

　――無理。絶対無理！

　確かに自分は『ゆかりを救う』と誓ったけれど――その選択に課せられた重みを、リスクを、槍やりヶが岳たけは説明しなかった。まさか『救う』という言葉が、テロリストの手の内から本当に『救う』という意味だったなんて、誰に想像できた？

　だまされたと言っても過言ではない――自分だって被害者なのだ！

『五十嵐いがらしさんが何もしなければ、五十嵐さんはおろかこの場にいる全すべての人が死にます』

「――――ッ!?」いきなり理不尽なことを言われ、息を飲んだ。「な、なんでだよッ」

『彼らが何なに故ゆえにガスマスクを付けているのだと思いますか？』

　それだけで、槍ヶ岳が何を言わんとしているのかを察した。

『彼らは用が済めば館にいる全ての人間をこの会場に集結させ、そこで化学兵器О－｜エチル＝Ｓ－｜２－｜ジイソプロピルアミノエチル＝メチルホスホノチオラート――通称ＶＸを大量散布するつもりです。これはサリンなどの神経剤と同様に全身の神経組織中のコリンエステラーゼ活性を阻害することによって中毒症状を引き起こすものです。ＶＸは皮ひ膚ふから吸収され、作用の発現はかかっても数分。致死量はたった十ミリグラム。本来ならばそんな必要はないのですが、テロの被害性をアピールするためにＶＸを使用するつもりなのです』

　正直細部は専門的すぎて理解できなかったが、これだけはわかる。わからなかった、と誤ご魔ま化かすこともできない。

　黒ずくめの男たちは毒を撒まくくつもりなのだ。人々を、皆殺しにするつもりなのだ。

　結局、皆、死ぬ。

　鉄平が何もしなければ。

『もうおわかりでしょう』槍ヶ岳は淡々と続ける。『何もしなければ、全員死ぬ。苦しんで、地獄を見て、やがて死ぬ。しかし』

　――聞くな。

『五十嵐さんが闘えば、もしかしたら皆助かるのかもしれない。アナタが闘うことで、生きて帰ることのできる可能性が生まれてくるのです』

　――こいつの言葉を聞くな！

　銃声が響き渡った。

　びくりとして振り返ると――そこには客のひとりを前にして、黒ずくめの男がふたり、立っていた。尻しり餅もちをついて茫ぼう然ぜんとする客の足元には、粉々に砕けた携帯電話が転がっている。黒ずくめのひとりが硝しよう煙えんの立ち上る小銃を手にし、もうひとりの黒ずくめがその手を押さえてまくし立てていた。

「むやみに撃つな、危あやうく殺すところだったぞ――」

「何言ってんだ、どうせこいつらは――」

「それでも指示があるまでは――」

　危うく殺すところだったぞ――

「う……」鉄てつ平ぺいは口元に手をやった。強烈な吐き気。「ぐ、うぅ……」

　一滴の涙が頬ほおを伝った瞬間、堰せきを切ったように次々と雫しずくがこぼれてきた。拭ぬぐっても拭ってもそれは溢あふれ、止まらない。

　純粋な恐怖が、心を蝕むしばんでいた。身体からだがかたかたと震え、まともに座ることすらできずに絨じゆう毯たんの上に手をついてしまう。あぶら汗が全身を湿らせ、ひどい眩暈めまいを感じた。

　唇を噛かんで嗚お咽えつをこらえる。物音ひとつでも立てれば、それで注目されるようなことがあれば、それだけで自分は殺される――そんなふうに思った。

　確信した。俺おれには何もできない……。

『死にたくないですか？』槍やりヶが岳たけが言った。『自分だけでも、生きて帰りたいですか？』

　手で口にふたをして泣きながら、鉄平はふるふると頷うなずいた。「自分だけでも」という言葉の意味もろくに考えないで頷いた。ただ「死にたくない」「生きて帰る」という言葉にすがりついて反応しただけだった。

『ではあなただけでも助けて差し上げましょう』槍ヶ岳はどこか機械的に告げる。『五十嵐いがらしさんを、外に移動させます』

　言われたそばから鉄平は浮揚感を覚え――

　　　　＊

　あの日も、確かイヴの日だった。

　あの日も祖父のパーティに招待されていて……それに向かう車の中――高級リムジンのボックス席――で、十歳のゆかりはずっとむくれていた。

　向かいの席には母が座っていた。母は青いシンプルなドレスをまとい、美容師にセットしてもらった髪が乱れるのも構わず頭を窓ガラスにもたれて「あー」とうめいていた。

「かったりー……」母はぶつぶつと呟つぶやく。「これからお偉いさんたちに媚こびへつらわなきゃいけないかと思うと……軽くダウナー系きめてるみたい」

　母は、どこそこの良家の出身、というわけではなかった。ＫＯＴＯの一般社員であった彼女を（それだけでも奇跡みたいなものだ）、ゆかりの父、善ぜん一いちが見み初そめたことから始まったという立派な恋愛結婚である。なのでそれまでは社交界での付き合い方を全く知らなかった母であるから、こうした盛大な社交パーティの前には決まって億おつ劫くうそうにする。

「……ん」母は気けだるげに娘に目をやった。「まだいじけてんの？」

　ゆかりは頬ほおをふくらませてそっぽを向いた。

「仕方ないじゃん。善ぜん一いちは仕事なんだから。今夜もせっかくのイヴだけど……運が悪かったのよ」

「お母さんはさびしくないの？」ゆかりは弾はじかれたように顔を上げて言った。「休日も祝日も私の誕生日もお母さんの誕生日も結婚記念日もお正月もクリスマスもいっつもいっつもお父さんは仕事仕事仕事で帰ってきてくれない！　お母さんはさびしくないの？　私は――私はさびしいよ！」

「……そりゃまあ、いろいろ寂しいけどさ」激げつ昂こうするゆかりに対し、何な故ぜか母は頬を染める。「うずいたりとか……ごにょごにょ」

「？　うず？」

　ゆかりは拍子抜けして首を傾かしげた。当時十歳。

「あー……うん。ちょっとゆかり。お母さんがいい話してあげるから、聞きなさい」

　言って、母は背筋を伸ばして姿勢を正した。「えー？」と思い切り不満の声をあげつつも、ゆかりも同じように背筋を伸ばした。

　やたら自信ありげに、母は訊たずねた。「ゆかりの夢は何？」

「……夢？」

「そう。あんたの夢」

「……お嫁さん」

「確か作文では『看護婦』って書いてたわね」あっさりバレた。

　知ってるなら聞かなくてもいいじゃん、とプチ反抗期だったゆかり十歳は思った。

「んじゃあ、お父さんの夢は？」

「……お父さんの？」

「そう。善一の」

　ゆかりはぱちくりと瞬しばたたいた。考えたこともなかったからだ。

「善一の夢は、今の仕事」

「……」

「ゆかりは自分の夢を否定されたり邪魔されたりしたくないっしょ？　それと同じで、善一の夢を否定したり邪魔したりしちゃダメなんよ。善一はまだ、叶かなえてる途中だから」

「……なんか」ぷう、と頬をふくらませてゆかりはこぼした。「上う手まく丸めようとしてない？」

「え？　してないって。私は善ぜん一いちにこう言われて納得したよ？」

「それ、お母さんがだまされてるんだよー！」

「だ、だまされてないって！　あのときの善一ったら、もう、カッコよかったよ？　あたしなんてもう、めろめろよ？――ああもう、思い出しただけで大変だわ！」

「……もういいよ」興奮し出したら母は手に負えない。ゆかりは肩を落として座席に身体からだを埋めた。「どうせお父さんは来ないんだし……」

「……あー。まあそういうわけで、今夜は我慢ね。ね？」

　ぷう、と再びゆかりは頬ほおをふくらませた。そんな娘を母は困ったように見つめる。

「……ねえ、お母さん」

「ん？」

「お母さんの夢は何なの？」

　それは、何気なく浮かんだ問いだった。

　母は目をぱちくりとさせてから、ニヒッと笑った。「そんなの決まってんじゃん」

　ゆかりの頬をそっと撫なでて、

「今の生活が、あたしの夢であり幸せでもある」照れくさそうにはにかんで、「夢は、ゆかりと善一あんたらの家族でい続けることさ。――私もまだ、叶かなえてる途中だよ」



　……そのときゆかりは、図らずも「いいなぁ」と思ってしまった。

　胸を張って家族を自分の夢だと言ってのけた母に、感動してしまったのだ。

　なんだかんだ言っても、やっぱり自分は母のことが大好きだった。愚痴っぽくて世界レベルの社長の嫁のくせしてどこか庶民的で旦だん那なのことになるといつも頬を染めてわけのわからないことを呟つぶやくけど、ときどき真まっ直すぐすぎるくらいに気持ちをぶつけてくれる――そんな母のことを、愛していた。

　愛していたから、報むくいたかった。母にとって自分は夢なのだ。『叶え続ける夢』なのだ。それを後悔させてしまうようなことをさせたくない。

　だからゆかりは決意した。そんな母の夢に相応ふさわしい娘であろうと。

　母の夢をけがさない娘になる。それが自分の『叶え続ける夢』。

　――だから、

　誓ったから。

　――ここで泣いて屈することは、夢ルール違反なんだ。

　ゆかりは館のどこか、事務室のようなところにいた。そこは主に執事や使用人の職場であり休憩室としても使われている部屋で、事務用デスク、椅い子す、棚、ブラインドといった機能美に徹した一室である。

　ゆかりは事務椅子に腰掛ける形で背もたれに縄で括くくり付けられ、同じように源げん之の助すけも縛られていた。ふたりは背中合わせに密着させられその上からぐるぐると縄が巻かれている。縄は細く頑丈で、きつく縛られていた。

　ゆかりと源げん之の助すけの他ほかに、三人。ひとりは全身を装備で被おおった黒ずくめで、戸口の前に立ったまま微動だにしない。

　もうひとりは――

「ああ、いい夜だ――とてもいい夜だ。そう思わないか？」

　速水真事はやみまことは心底嬉うれしそうに笑ってゆかりたちに言った。

　縛られ方が縛られ方なので、ゆかりだけが速水たちと向き合う形になっている。ゆかりは、きっと速水のことを睨にらみつけた。

「どういうつも」

「すげーいい夜だ。そう思わないか？」

　ゆかりの言葉を遮さえぎり、速水は重ねて訊たずねてきた。ニヤニヤと笑う顔に眉まゆをしかめながら、ゆかりはもう一度、「どういうつもり……」

「思わねーか？」

　がっ、と速水がゆかりの顎あごを掴つかんだ。鷲わしづかみするように、顎の下から両頬ほおに指を食い込ませてくる。

　爪つめが頬を押す。速水はニヤニヤと笑っている。

「――――」

　それだけのことで、ぎりぎり保っていた心が打ち砕かれそうになった。瞳ひとみが少なからず潤うるんでしまうのを、ゆかりはどうしようもなかった。

　――怖い。

　本当は、ものすごく怖い。自分は先ほど人が殺されるのを目まの当たりにしている。あれを見てから手の震えが止まらないのだ。今も後ろに縛られた両手は小さく震えている。顎を押さえられていなかったら歯だってカチカチとみっともなく鳴らしていたに違いない。

「速水ちゃん、その辺にしときなよ」

　最後のひとり――一いつ本ぽん釣づりが言った。一本釣はデスクの上に腰掛け、子どものように脚をぶらぶらさせて様子を見ていたが、さすがに見かねたようだった。

　速水は特にしぶるでもなく手を離した。解放されたゆかりはうつむいてぎゅっと瞼まぶたを閉じた。こっそりと、小さく息をつく。

　そう、すごく怖いのだ……泣きそうなのをずっと我慢してる。

　――でも、嫌なんだ。

　ここで無力に泣くことは、私のポリシーに反する。夢を、汚けがしてしまう。

「……な夜よ」

「あ？」

　強がりだって構わない。ゆかりは顔を上げ、真っ向から速水はやみと睨にらみ合った。

「サイテーな夜だって……言ったのよ」

　虚きよを突かれたように速水は動きを止め、次の瞬間には爆発したように笑い始めた。

「ははははははははははッ！　たまんねーなオイ！」愉ゆ快かいで仕方ない、というように速水は笑い続ける。「イイ女になるよ、お前！」

「……そろそろ話したらどうだ」低く、唸うなるような声がゆかりの背後から発せられた。「貴様は一体どういうつもりなのだ」

　源げん之の助すけだった。

　水を差された速水は笑いをやめ、舌打ちをした。

「ンだよ、気分悪いな……もう少し楽しもうぜ」

「何が狙ねらいだ？　金か？　地位か？　それともただとち狂っただけか？」

「オッサン、口のきき方に気をつけろよ」

「貴様こそ気をつけろ小僧」源之助は、腹の底に響く低い声で強く告げた。「私はＫＯＴＯの社長だ。このようなくだらないことに付き合っている暇ひまも道楽もない」

　多分、仕事をしている間のおじいちゃんはこんな声をしているんだろうな――と、ゆかりは思った。

　自分で言うのもなんだが、普段自分と話すときの源之助は、ほとんど孫に目が眩くらんだ『おじいちゃん』としか言いようがない。その溺でき愛あい振りには両親もいつも苦笑していて、穏おだやかで、優しい『おじいちゃん』――ゆかりの知っている古こ都と源之助とはそういう人だった。

　でもそれはゆかりの前でだけの話なのだ。

　状態が状態なのでどんな表情をしているかわからないが――はっきり言って声だけで十分だ。低く恫どう喝かつするような声が、全すべてを物語っている。

　これがＫＯＴＯの頂点に立つ者――源之助の姿なのだ。

　速水は白けたように鼻を鳴らした。

「あんたはもう少し賢いオッサンだと思ってたんだがな」

　不意に、ゆかりの目の前に何か黒いものが突きつけられた。いきなりのことだったので、ゆかりにはそれが何なのかすぐにはわからなかった。

「俺おれたちはあんたの大事な大事な孫の命を握ってんだぜ？」

「……貴様」

「下へ手たなことは言わない方がいい。わかるな？」

　拳けん銃じゆうだった。

　ゆかりはごくりと生なま唾つばを飲み込む。やっぱり、そうなるのか――

　何な故ぜ自分が連れて来られたのか、考えないわけがなかった。つまり自分は源之助に対する『人質』なのだ。口が堅く意志の強い源之助の、堅けん牢ろうな心を砕くための布石なのである。

「わ、私はッ」声が震えてしまうのが、悔しくてならない。「私は大丈夫だから！」

　でも言わなければならない。こんな奴やつらの言うことなんて聞いちゃいけないんだ！

「だから、こんな」

　ガンッ！――と目の前で火花が散った。視界が真横にスライドし、脳が揺れた。

　――え？

　がくん、とうなだれ、膝ひざにぽたりと赤い液体が垂れたのを見て、初めて自分が殴られたのだと知った。殴られた感触からいって拳けん銃じゆうのグリップで殴られたのだと思う。

「――貴様、何をしたっ？」

　ゆかりの後ろで源げん之の助すけが喚わめくが、速水はやみはそれには答えなかった。

「下へ手たなことは言わない方がいい。なあ、ゆかりちゃん？」

　ゆかりは返事ができなかった。鼻血で息が詰まって呼吸がしづらかったのと、頬ほおに残る鈍い痛みに頭がくらくらしていたからだ。

「……わかった。わかったから、やめろ……」苦虫を噛かんだような声で、源之助はうめいた。「なんでも要求を飲む。だから――ゆかりにだけは手を出すな！」

「――――要求？」

　いきなり一いつ本ぽん釣づりが素すっ頓とん狂きような声をあげた。思わぬ闖ちん入にゆうだったので、ゆかりは痛みを忘れて振り返った。

　一本釣は目をぱちくりとさせて、次には「あはは」と笑った。

「何か勘違いしてるね？　僕らは別に、あなたたちに要求するものなんてない。あえてするとしたら、そうだね」

「『死んでくれ』、ってところだな」

　言葉を継いで、速水はニヤリと笑った。

　ゆかりは茫ぼう然ぜんとした。背後で源之助も絶句しているのが気配でわかった。

「そう、殺すんだよ。それ以外のことは何も求めちゃいねえ。黙って殺されてくれ」

「な、何が目的なのだっ？」いい加減、我慢の限界だったのだろう――源之助は怒鳴りつけた。「こんなことをして――私たちを殺すだと？　一体何がしたいのだ!?」

　そう、結局のところ――彼らは何が目的で、どこまでのことをしようとしているのか？

　大体ゆかりには、目の前にいるのが『速水真ま事こと』本人だとはとうてい思えなかった。鉄てつ平ぺいにも言ったことだが、ゆかりの知っている『速水真事』はもっと違う人物だったはずだ。『速水真事』はもっと物静かで、どちらかというと愛想のない、でも両親の葬式のときには「大丈夫か？」とゆかりの身を案じてくれたような――そういう、不器用なだけで心根はきっと優しい、そんな人物だった。

　その『速水真事』と今目の前にいる人物は、全然重ならない。全く別のモノに見える。

「いい加減に説明したらどうだ！」

「『あるテロ組織による、古こ都と家の資産が目当ての犯行』――それが、今回の筋書き」答えたのは速水はやみでなく一いつ本ぽん釣づりだった。「テロ組織はＫＯＴＯの莫ばく大だいな資産――もっと直接的に言えばその頂点にある古都家の財産が目当てで、現社長の古都源げん之の助すけを監禁し、脅迫し、ある口座に多額の金を振り込ませる。振り込まれた金はすぐさま引き下ろされ、足が付かないように即刻処分される。テロ組織はそのまま引き揚げるけれど、古都家の人間だけは重傷を負いつつも奇跡的に生き残る。そしてこう証言するんだ――『テロの首謀者は、速水真ま事ことだ』」

　ゆかりはそこで眉まゆをひそめざるを得なかった。

　古都家の人間だけは生き残る――？

「古都家以外の人間――つまり今夜のパーティのお客さんは皆殺しにする」くすりと一本釣は笑った。「だってその方がテロっぽいでしょ？　本当は目撃者も残そうかとは思ったんだけど、それじゃあちょっと不自然だからね。やっぱりテロなら人殺さないと。……そして『速水真事』はこの一件以来姿を消して、警察はその消息を追い続ける――これが表向きの筋書き」

「ちょ、ちょっと待って」ゆかりは混乱しそうになる頭を必死に整理しようと、訊たずねる。

「警察があなたたちを追うって――それに、私たちだけを生かすって……その、さっきはこ、殺すって――」

　ゆかりは混乱していた。

　彼らが何がしたくて何をしようとしているのか、全くわからない。

「薄々勘付いているんじゃないか？」速水が口元を歪ゆがませ、言った。「俺おれが本物の『速水真事』ではないということに」

　ゆかりは目を見開き、速水を見上げた。

　確かに、この速水はゆかりの知っている『速水真事』とは違う。別人だと言われればそうかと頷うなずいてしまいそうになるが――

　だが、そんなのはあり得ない。

「馬ば鹿かを言うな……」源之助が、困惑げにだが否定した。「お前が速水でないだと……？　確かにお前はいつもの速水ではない。私の知っている奴やつは、こんな馬鹿げたことはしない。だが……」

　自分でも認めたくないが――そういう気配をにじませて、源之助は続けた。

「だがお前は、速水真事だ。私が顔を見間違えるはずがない。ましてや声も」

「俺が他人と『入れ替わる』ことができる、という前提で考えればさっきの話も納得できるんじゃあないか？」

　すっ、と――その考えがゆかりの脳裏にトレースされた。

　まさか、こいつは――

「私たちと『入れ替わる』つもりなのッ!?」

　速水はやみは歯を剥むき出しにして笑った。

「ゆかりちゃんは飲み込みがはえーな。頭のいい女は嫌いじゃないぜ？」

　ゆかりは茫ぼう然ぜんとし、そしてはっと気付いて一いつ本ぽん釣づりを振り返った。一本釣は「へへへ」と声に出して笑う。

「本当に察しがいいね。そう、僕も『入れ替わって』るんだ。もっとも僕が『入れ替わった』のは、速水ちゃんと違って戸籍のない、『入れ替わって』も怪しまれることのないホームレスの人なんだけどね。ちなみに本物はもうこの世にいないよ」

「俺おれは古こ都と源げん之の助すけに、一本釣は古都ゆかりに『入れ替わる』。本物のお前らを殺してな。これで俺たちは晴れて、古都家の人間として何の疑いもなくＫＯＴＯを掌しよう握あくできるというわけだ」

「本当はもっと楽に事を済ませたかったんだけど――源之助さん、あなたはガードが固くてね……なかなか近づくことができなかった。あなたには常に十人以上のボディガードがついていたからね。ボディガードに『入れ替わる』ことも考えたけれど、それにしても僕たち個人には戦闘力はないからさ。不用意なことはできなかった。それにゆかりちゃん、君にも実はボディガードがついていたんだよ。陰ながら、ね。お目付け役みたいなものかな。それも源之助さん以上の数のボディガードが、距離を置いて完かん璧ぺきな警備態勢を敷いていた。ちょっと過保護すぎるよ、源之助さん。……まあそういう意味で、今夜のパーティは絶好の機会だった。外の世界との接触を断ち、それでもなおしばらくはそのことに気付かれないような、絶好の環境……それにあんな華やかなパーティ会場で、物騒なボディガードなんて歩かせるわけにはいかなかったからね……」

「あとは簡単、古都家の人間よりも断然に警護が手薄で、扶養家族もいないから二、三日ぐらい中身が替わってもそうとは覚さとられにくい『速水真ま事こと』と『入れ替わって』、パーティに忍び込む――忍び込めさえすれば、俺が雇ったテロリストたちが侵入できるように細工するのは簡単だ」

　速水と一本釣は、実に楽しそうに、次々と自分たちの計画を明かしていった。ゆかりは茫然とそれを聞いているしかない。そして聞いてはいるが、まるで耳に入ってこない――相変わらず、理解することができない。

　だって、そんな……。

「ふざけるのもいい加減にしろ！」源之助は忌いま々いましげに怒鳴りつけた。「本当に貴様は狂ってしまったようだな、速水！　別の人間に入れ替わるなど、そんな馬ば鹿かなことを本」

　ゆかりの耳元で破裂音が轟とどろいた。視界の端で火花が弾はじけ、頭のすぐ横を凄すさまじい圧力が駆け抜けていった――

　瞬間、猛烈な熱が耳元から膨れ上がった。

「ふ――ぁっ？」

　――熱い？

　熱はやがて痛みに変わり、

　――熱い！

「――――――――――ッッッ!?」

　声にならない声が、迸ほとばしる。

　――な、何？

　自分は今――何をされた？

「速水はやみ――貴様ッ!?」

「みっともなく騒ぐなよ。ゆかりちゃんがかわいそうだろ？」硝しよう煙えんの揺らめく拳けん銃じゆうを片手に、速水は平然とのたまった。「ま、耳をかすめただけだから大したことねーって」

　撃たれた、の？

　肩口を見やる。そこには弾丸がかすめたらしい耳から、赤い液体がしたたり落ちていた。ぽたり、ぽたりと血は垂れ、黒い染みがドレスに広がっていく。

　ゆかりは理解した。

　――本当に、殺されるんだ。

　テロリストに真っ先に蜂はちの巣にされた人々――あんなふうに、自分たちは殺される。その事実にとうとう実感を抱いてしまった。

　――殺される……殺されちゃう……。

　瞼まぶたを閉じる。あまりのショックに息もつかえ、何も考えられなくなる。考えられないのに、その実感だけは急激に膨れ上がり、込み上げる衝動にたえ切れなくなる。

　最初は泣くのが嫌だった。母の夢のために、毅き然ぜんと振舞わなければいけないと思っていた――けれど、そんなのはどうでもよかった。

　自分は殺されるのだ……！

「なん、なの……？」

「あ？」速水が振り向いた。「なんか言ったか？」

「一体、あなたたちは何なの……？」

　それは、意味のある問いではなかった。

　言うならば何かとても理不尽なものに直面したときに出るような、嘆きに近かった。どうして自分がこんな目に遭あうのか、意味が不明で理解できなかったときに漏れる、ため息のようなもの――

　答えなんて求めて口にした言葉ではなかった。押し寄せる壁に話しかけたようなものだ。

　だが速水は――

「俺おれたちが何者だって？　そんなのは決まってる――」

　はッ、と笑った。



「この世界とは別の世界のモノさ――」



　事務室の扉が開いたのは、そのときだった。

　反射的に顔を上げて――ゆかりはその一瞬だけ全すべてを忘れた。

　撃たれた耳の痛みも、底無しの絶望感も、速水はやみの言葉の意味も――全てが頭の中から吹き飛び、気が付けば――

「逃げてッ!!」全力で叫さけんでいた。「早くそこから逃げてッ!!」

　そこに立っていたのは、五十嵐鉄平いがらしてつぺいだった。

　鉄平は扉を開けた直後にゆかりの叫び声をぶつけられ、立ち尽くしていた。そしてどうして自分がここにいるのかわからない、といったように困惑げに部屋の中を見回す。

「あ？」速水は鉄平の姿に、眉まゆをひそめる。「お前、なんでここに……」

「あ、いや……」鉄平はびくりと身体からだを震わせ、一歩、後ずさった。「その、俺おれは……」

「逃げてッ！」

　なおもゆかりは叫ぶが、すでに鉄平の腕は黒ずくめのテロリストに捕らえられていた。

　ああああああああ。心がえぐられるのを、知った。

　気が狂いそうなほど深い、それは後悔だった。

　――誘わなければ良かった……連れてこなければ良かった！

　そうすれば、鉄平くんを巻き込むことなんてなかったのに……！

　黒ずくめの手により、鉄平は部屋の中に引きずり込まれた。強引な力にたたらを踏み、速水の目の前にまで来てしまう。恐る恐る頭を上げ、鉄平は顔を強こわ張ばらせた。

　速水はぞっとするような笑みを浮かべていたのだ。まるでちょうどよい獲物を見つけた、と言わんばかりの悦に入った表情をしていた。

「よくあの会場から抜け出せたな」言いながら、速水は銃を持っていない方の手で鉄平の襟えり首くびを掴つかんだ。「運がいいぜお前」

　鉄平の身体は抗あらがうという発想もないほどに震えていた。

「あ、う……」

「本当に運がいい。楽しくなってきたぜ」

「か、関係ないじゃない――鉄平くんは関係ないじゃない！」ゆかりは慌あわてて身を乗り出した。「鉄平くんは何も関係ない！　お願いだから、やめて――見逃してください！」

　ゆかりは叫びながら泣いていた。あれほど我慢していた涙はここに来てあっさりと頬ほおを伝い、そして奇妙な確信をゆかりにもたらしていた。

　――自分の声は、きっと聞き届けてもらえない。

　鉄てつ平ぺいを待ち受けているエンドは、ただひとつ。

「おね、お願いですからッ」わかってはいても、叫さけばずにはいられなかった。「鉄平くんだけは――ッ！」

　きっと無駄になる。それでもゆかりは必死で訴え続けた。

　――だって鉄平くんは、

『無理して笑うなよ』

　――鉄平くんは、大切な、

『俺おれたちは、正真正銘の友達だ』

　――私の大切な人なんだよ……！

「鉄平くんだけは見逃してください……ッ！」

　……その鉄平の視線が、ゆかりに注がれていた。

　信じられないものでも見ているような――思わず自分の置かれている状況すら忘れてしまったような、茫ぼう然ぜんとした眼まな差ざしだった。

「どうするつもりだい？」

　一いつ本ぽん釣づりの問いに、速水はやみはニヤリと笑って答えた。

「どうするだって？　はッ」速水は無理やり鉄平の身体からだを引きずり上げ――鉄平には抗あらがう気はないようだった――、そのまま窓際に叩たたき付けた。「こうするのさ――ッ！」

　少年の身体を窓に押さえつけ、その脇わき腹ばらに向けて速水は拳けん銃じゆうの引き金を引いた。

　鋭い銃声。びくん、と鉄平の身体が震しん撼かんした。

「ダメぇッ――」

　ゆかりは身を乗り出すが、縛られた身体は前に進んでくれるはずもなかった。

　なおも銃声は続く。びくんびくん、と連続して鉄平は打ち震える。

「やめて――」

「ぎゃははははははははははははははははははははははははははははははははははッ!!」

　邪悪な哄こう笑しようを迸らほとばしせながら、速水は引き金を引き続けた。すでに掴つかんでいた手は離していて、それでも至近距離といえる位置から滅多打ちにする。

　連続する弾丸は鉄平の身体を圧おし、その背中の窓ガラスにヒビを走らせた。弾丸はなおも続く。

　火薬の弾はじける臭においと吐き出され続ける薬やつ莢きよう。永遠にも感じられる時間が続き。

　鉄平の身体はとうとうガラスを突き破って――

「やめ――」

　そして落ちていった。

　ふう、と満足したようにため息をつき、速水は一本釣を振り返った。

「ここ、何階だっけ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「三階」

　ガラスを失った窓枠から、冬の吐息が流れ込んできた。

「い――」



「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああッ」

　　　　＊

　……どれくらいの時間が経過してからだろう。

　――痛ッ!?

　鉄てつ平ぺいは、

　――痛たたたたたたたたたッ!?　スゲーいてえ何これ!?

　痛覚で目覚めた。

　瞼まぶたを開けようとして、しかし痛みに目を瞑つむった。骨がきしみ、筋肉ががちがちに強こわ張ばっていた。胸が圧迫されて息ができず、このまま気を失いそうになる――が、痛みがそれを許さない。

　ゆっくりと、瞼をひとつずつ開いていった。初めピントの合わなかった視界はやがて焦点を取り戻し、夜目にも慣れてきた。どうやら自分は大の字に雪山に埋もれ、仰向けに黒い空を見上げているようだった。

　――一体、俺おれは……？

　徐々に蘇そ生せいしていく記憶に――自分が撃たれ、窓から落下したことを思い出す。

　――『撃たれた』ッ？

　慌あわてて頭をもたげ、胸に触れる。そして理解した。いっそのこと呆あきれてしまい、全身の力が抜けた。

　胸元に計七発分の穴が空いている。七発の弾丸はジャケットを突き破り、シャツを貫通て――しかし黒い防弾チョッキのところで止まっている。

　タキシードに着替える際、鉄てつ平ぺいはシャツを着る前にあるものを下に着なければいけないと言われた。それは袖そでのない薄手のダウンジャケットのようなもので、鉄平にはそれが何なのかわからなかったのだが、「正装デス」と言われたので黙って従ったのだった。

　まさかそれが防弾チョッキだとは思わなかった。

　――何もかも計算済みってワケかよ。

　しかし着弾時の衝撃は吸収しきれていない。金棒で殴られたような鈍い痛みが身体からだに残っていた。肋ろつ骨こつの二本や三本は折れているのではないだろうか？　少なくとも三階の窓から落下したのだから、無事で済むはずがない。控え目に見ても骨にヒビくらいは、

「入ってませんよ」

「――うおぉっ!?」突然の声に鉄平は悲鳴をあげて起き上がる――が、稲いな妻ずまのように激痛が走り、低く唸うなりながら手をついてしまう。素手にひんやりと雪の感触が伝わってきた。

「や、槍やりヶが岳たけか……？」

「ハイ。槍ヶ岳です」

　能天気に、脈絡もなく傍かたわらに現れた内界人は答える。槍ヶ岳はすでに着替えてスーツ姿に戻っていた。

「てめえ、安全だと思ったらひょっこり出てきやがって……」

「私はただのリポーターですから」

「どこが『ただの』だよ。――くそっ、あちこち痛いてえ！」

「しかし五十嵐いがらしさんは頑丈なのか悪運が強いのかよくわかりませんね」自分こそ感心しているのかしていないのかよくわからない調子で槍ヶ岳は言った。「あれだけの目に遭あったのに、ただの打ち身だけで済んでますよ。落下場所が雪山だったことも幸いしましたが……弾丸も全すべて防弾チョッキによって防ぎ切ることができたのは、奇跡としか言いようがありませんね。それともゴキブリ並みの生命力のおかげでしょうか？」

「俺は今すぐお前の生命を絶ってやりてえよ……あぁ、痛え……」

　痛みは主に撃たれた腹部にある。鉄平はぼやきながら腹を撫なで回した。

「……意外に落ち着いてるんですね」

「え？」

　鉄てつ平ぺいはきょとんと顔を上げた。槍やりヶが岳たけは首を傾かしげ、訊たずねてきた。

「五十嵐いがらしさんはあんなにおびえていたじゃないですか。ぶっちゃけ死にかけたのに、思ったよりも普通じゃないですか？　てっきり泣いてパニクるかと思ってました」

「……ああ」もっともな話だったので、否定する気も起こらなかった。「……そうなんだけどさ」

　いきなり銃で滅多撃ちにされた――どう考えたって平気でなんかいられない。取り乱していてもおかしくはないし、ましてやこうしてのほほんと会話しているなんて――

「……でも、泣いてたんだよ」ぼやくように、鉄平は呟つぶやいた。「ゆかりは、泣いていたんだ」

　古こ都とゆかりは泣いていた。

　頬ほおを赤く腫はれさせ、顔の右半分を血まみれにし、そして大粒の涙を流して――それでもなお鉄平のために喉のどを嗄からしていた。

『逃げてッ!!』

　我が身も危あやういという状況にありながら、ゆかりは鉄平の身を案じていたのだ。

　――なのにその俺おれときたら、どうだった？

　事態の理不尽さに震え、泣き言を吐き、ただただ保身に思考を費やして。

　その中に、少しでもゆかりのことを気にかける気持ちがあっただろうか？

　苦味と共に思い知る。そんなものは欠片かけらもなかった。自分はただ、びくびくと震えていただけだった。死にたくない、という気持ちに頭をいっぱいにし、それ以外のことについてはこれっぽっちも考えがいたらなかった。ゆかりの『幸せ』を取り戻す――あれほど強く誓った想おもいも、どこかに吹き飛んでしまっていた。

　ゆかりの涙を目まの当たりにし、ようやっとそのことに気付くことができた。一体俺は、何を考えていた？　すごく悔しかった。くだらない自分が、情けなくて許しがたかった。

　だから鉄平は取り戻さなくてはいけないのだ。

　ゆかりの『幸せ』と、己の誇りを――

「さて、そんなこんなでトンズラぶっこきますか」

　……

　物思いに沈んでいた鉄平は、へ？と槍ヶ岳を見上げた。

「……何だって？」

「聞こえませんでしたか？　逃げるんですよ」槍ヶ岳は当たり前のように告げてきた。「今ならそれが可能です。この土地には正門以外にも三つの裏門がありますが、その全すべてに速水真事はやみまことの兵士が見張りとしてついているため、そこから脱出することはできません。また土地をぐるりと囲む壁も高すぎてよじ登ることはとうてい不可能です。しかし森林地帯やゴルフ場のエリアには見張りはいません。盲点ですね。今後も見回ることはないでしょう。だからそこで彼らが撤退するまで身を隠していれば、見つかる心配はありません」

「何を……」

「寒いのがどうしても我慢できないのであれば別館という手もあります。当然見張りもいますし外よりは危険度が増すでしょうが、本館ほどではありません。こちらの指示通りにすれば逃げおおせることは可能でしょう」

「何言ってんだよッ？」

「それはこちらのセリフですよ」槍やりヶが岳たけは言う。「もともと五十嵐いがらしさんは逃げるつもりだったじゃないですか。勘違いさせてしまったのなら謝罪しますが、何も私たちはわざとあの部屋に五十嵐さんを移動させたわけではないのです。たまたま移動に失敗してあんなことになってしまっただけなのです……まあ結果的には誰にも怪しまれずに外に出られたから良しとしましょう。とにかく五十嵐さん、あとは逃げるだけなんですよ？　何も問題はないじゃないですか」

　う、と鉄てつ平ぺいは言葉に詰まった。「じゃ、じゃあせめて他ほかの人も……」

「それはできません」

「に、人数か？　確かに多すぎるとは思うけど……」

「そういう問題ではありません。五十嵐さんを助けたのは、私たちが五十嵐さんを今回の事件に巻き込まれるように仕組んだから、です。もちろんそれは立ち向かって欲しい、という考えの下もとに行ったことですが、本人がそれを拒否したのです、私たちは責任を持ってあなたを保護しなければいけません。それだけのことです。先ほども申し上げた通り、他の人間を私たちの力で救うのは違反行為だし、はっきり言ってその義理もないです」

「そ、そんな……」

「大体、です」やれやれと槍ヶ岳は嘆息し、「五十嵐さんにだって彼らを助ける義理なんてものはないでしょう？　知り合いは古こ都とゆかりと古都源げん之の助すけのふたりぐらいで、その他の三七二人とは全くの無関係なんですよ？　自分で巻き込ませておいて言うのもなんですが、五十嵐さんに命を懸かける理由なんてありませんよ」

「……」

「それとも古都ゆかりだけでも助けたい、ということですか？　それにしたって無理な話です。相手はプロなんですよ？　厳密には海外の傭よう兵へいや軍人崩れをかき集め、今回の作戦用に訓練したにすぎないですが――それでも一介の高校生がなんとかできるような相手ではありません。ましてやその渦中の人物である古都ゆかりを救い出すなんて……ちょっとマンガの読みすぎで頭がおかしくなったとしか思えませんね」

　そういう状況に鉄平を引き込んだのは槍ヶ岳を筆頭とする内界人たちだったのだが、鉄平は困惑していてそれどころではない。「で、でも現にたくさんの人が人質に……それに俺おれひとりが助かっても、他の人はみんな殺されちまうんだろ？　それを見過ごすなんて……」

「たとえそうだったとして、そこに五十嵐いがらしさんが負うべき責任が存在しますか？」

「え……」

「五十嵐さんは元々今回の件には関わるはずじゃなかった。つまり五十嵐さんがトンズラこいたところで、全すべては予定通りの結果をなぞるだけなのですよ。死ぬことになっていた外界人たちが予定通りに死ぬ、ただそれだけのことです。何も問題はないじゃないですか」

「……」

「結果として関わってしまった五十嵐さんは『見殺しにしてしまった』という罪悪感を抱えてしまうかもしれませんが、そんな必要はないのです。最初からそうなると決まっていたわけだし、それを変えられるほどの力もない……何も後ろめたいことはありません、胸を張って隠れましょう」

「……」

「さあ、どうします？　どこに隠れましょうか？　別館は先ほども言った通り危険はありますが避さけられないこともありません。ひどい緊張は強いられるでしょうが、どうしてもとおっしゃるのでしたら――」

「ま、待ってくれ」

　茫ぼう然ぜんとしていた鉄てつ平ぺいは、慌あわてて槍やりヶが岳たけの言葉を遮さえぎった。

「なんでしょう？」

「も、もしも――もしも、だぞ？　ここで、に、逃げるとしたら――俺おれはどうなるんだ？」

「……」槍ヶ岳はちょっと眉まゆをしかめ、しかしきっぱりと断言した。「どうにもなりません」

「で、でも……」

「五十嵐さんは今まで通りの生活に戻るだけです。少しばかり退屈な、でも必死で日々の流れと向き合う、そんなありふれているけれどかけがえのない生活に」

「……」

「……しかし、そうですね」槍ヶ岳は腕を組んで考えるふうにしてから、「他ほかの選択肢としては、速水真事はやみまことを訴えるという手があります」

「訴える？」

「そうです。五十嵐さんは、今回の事件における目撃者です。生きた証人なのです。もしも事件後に犯人が曖あい昧まいで事件自体がうやむやにされそうになった場合は、そうならないように五十嵐さんが犯人を告発すればいいのですよ」

「……」

「どうです？　少々平穏な人生からは外れてしまいますが――けれどそれも立派な『たたかう』ということです。外世界の法を盾に『たたかう』んですよ。そう考えればここで逃げるのもそのときのためだという考え方ができますね。来るべき日に備え、我が身だけでも――とても正当な考えだと思いますよ」

　鉄てつ平ぺいは――

「…………」

　言葉を失っていた。

　槍やりヶが岳たけの言うことは何も間違っていない。それどころかとても当たり前な、常識に根差した意見だった。『やるかやらないか』という二択の存在しない、『こうするしかない』という極めてまっとうなものだった。……しかし。

　――釈然としないのは、なんでだ？

　いいのだろうか？　本当にそれでいいのだろうか？

　自分は今、ここで、闘わなくてもいいのだろうか？

　確かにそんな義理はないし、あんな奴やつらに敵かなうわけもない。逃げる、それだけが残された道だということも頷うなずける。誰だって迷わず『逃げる』のかもしれない。

　でも、それでいいのか？　本当に俺おれはそれでいいのか？

　立ちすくんでしまう鉄平に――槍ヶ岳は肩をすくめた。

「今の五十嵐いがらしさんは、かわいそうですね」

　ぴくり、と鉄平の肩が揺れた。

「だってそうですよね？」槍ヶ岳はなんてこともないように続けた。「背負わなくてもいい責任を感じて、後ろめたい気持ちになってしまっている――本当は今ごろ、何の危険もストレスもない自分の部屋に閉じこもっているはずだったのに。なのに理不尽に巻き込まれちゃって、悩まなくていいことで悩んで――『かわいそう』としか言いようがありません。こういうの、内世界風になんていうか知っていますか？」

　槍ヶ岳は、ニヤリ、と笑った。



「『薄幸少年』、って言うんですよ」



「――――ッ！」

　そこでやっと――むしろ遅すぎるくらいに、鉄平は気付いた。

「お前……」急激な理解は、怒りを通り越して呆あきれに変わっていた。「わざとそんなこと言ってるな……？」

　槍ヶ岳は肯定も否定もせずニヤニヤと笑うばかりだった。

　これだけしつこく『逃げ道』を提示されて、それをあたかも当然のことのように仕向けられれば、もう気付くしかない。

『逃げ道』？

　――そんなものはどこにもねえ。

「……俺おれは触れちまった。今回の事件に、少しでも関わっちまったんだ」しかめ面で、鉄てつ平ぺいは言った。「そしたらもう、他ひ人と事ごとではいられない」

　もしもここで『逃げる』を選択したとしたら――

　きっと鉄平は、罪悪感に押し潰つぶされるだろう。三百人以上の人の死を背負い切れず、とてもまともな生活なんて送れなくなる。鉄平にはそれが手に取るようにわかる。たとえ「背負わなくてもいい。お前は悪くない」と何回何十回何百回何千回何万回と言われようとも、きっと自分は背負い、そして潰れる。わかる。当然だ。何な故ぜならそれが、

「それが俺の性格なんだよ」

　自分でも驚いてしまったが――鉄平はここで、笑った。

　自分がどんな人間なのかを知って、ほっとして笑ったのだ。

「見殺しになんてできない」それが五十嵐いがらし鉄平という人間。「やっと、わかった」

　あれだけ迷っていた気持ちが嘘うそのように消えていた。迷う必要はない。そのことに気付けたから、逆に晴れ晴れとした気持ちになっていた。だってそうだろう？

『三百人以上の他人の死を背負って生きていく』ことと『自らの死を顧かえりみず今ここで闘う』こと――どちらを選ぶ？　なんて問いは蛇足でしかない。それはもう選択肢でもない。

　選ぶべき選択は――五十嵐鉄平俺という人間が選ばざるを得ない選択は、ただひとつ。

　鉄平はゆらゆらと立ち上がり、真っ向から槍やりヶが岳たけに向き合った。槍ヶ岳は頷うなずき、「生半可な決意では困るのです」こう言った。「五十嵐さんはこれから生死を賭として闘わなければいけない。きっと、弱気になるときがあるでしょう。全すべてを投げ出したくなるときがあるでしょう。それが五十嵐さんの死ぬときです。そんなときこそ、自分の決意を再認識し、再度奮ふるい立たなければいけない。何度挫くじけそうになっても、何度でも立ち上がってもらわなければいけないのです。だから五十嵐さんは、自分を取り戻すことのできる、確固たる決意を抱かなければいけない。それが生きて目的を果たすことの、大前提です」

　実際――

　まだ迷いがないと言えば、嘘になる。『闘う』ことは、言うほど易やすくない。それは鉄平にだってわかっている。向こうは歯向かう自分を、全力をもって排除しにかかるだろう。

　それは想像するだけで脚がすくみそうになる。銃で撃たれたときの恐怖が完全になくなったわけではない。

　それでもやるしかないのだ。

「俺が『薄幸少年』？　笑わせんな」

「違いますか？」

「違うね。俺は――」

　そのためにも精一杯、強がってみせる――鉄平は口元を歪ゆがめた。



「サンタクロースだ」



    

  
    
      


【第４話・サバイバル上等！】

残り一時間三十七分



『いい子』になることが、近道なのだと思った。

　自分を夢だと言ってくれた母。その母の夢に報むくいるためには、『いい子』になればいい。娘として母に恥じないためにはそうあるべきなのだと、幼い思考は短絡に行き着いた。

　では『いい子』の条件とは何か。『いい子』とはどんな子のことを言うのか。

　ゆかりはそれを、『我慢すること』だと思った。聞き分けのいい、我慢強い子ども。大人に誉められる子ども。それが『いい子』。だからゆかりは、何事も意識して我慢するように努めた。泣かない。弱音を吐かない。ワガママを言わない。むやみに欲しがらない。好き嫌いをしない。父親が帰ってこなくてもいじけない。大人の言うことはなんでも聞く。とにかくたえ忍ぶ。――それはやがて習慣となり、年を経るごとにゆかりの中に深く根差していくようになった。

　陰で『社長令嬢』という仇あだ名ながつけられだんだんとクラスで孤立するようになっても、家族にも誰にも相談せず我慢した。教室の中では全く苦にしていないように振る舞い、家に帰れば笑顔で「ただいま」と言った。本当はすぐにでも転校したかった。自分と同じ境遇の子どもたちの集まる学まな舎びやで、妬ねたまれたりせずに過ごしたかった。けれど、一般的な公立の学校で様々な人間関係を養って欲しい、その経験が必ずや今後のゆかりにとって財産になる……そうした両親の――特に母の――願いを知っていたから、人前では絶対にそんな素振りは見せなかった。

　両親が死んだときもそうだった。巨大な会社の社長夫妻の死だったので、告別式には親族から親交の強い企業の重役にいたるまで本当に多くの人が集まった。マスコミには報道規制を敷いて遮断し、会場は極秘にした――それでも地位の高い人物が一度に動いてしまう葬式だったから、完全に報道を断つことはできず会場の内も外も終始騒然としていた。

　そんな落ち着かない状況の中でも、多くの人が泣いていた。会場全体がすすり泣く音に包まれ、まるで世界の終わりでも訪れたような悲しみが満ちていた。

　それでもゆかりだけは涙を見せなかった。喪主は善ぜん一いちの父親である源げん之の助すけが務めていたが――ゆかりはＫＯＴＯ社長の娘として、その立場に恥じないよう、背筋を立て、前を見据え、参列者に黙々と頭を下げ、必要とあらば微笑ほほえんでさえ見せた。出しゆつ棺かんにいたるまで数え切れないほどの人数と対面し慰なぐさめの言葉をかけられたが、それでも疲れた顔すら傍はた目めには見せなかった。

　告別式を終え源之助に外食を誘われたときも――源之助がワインに酔って両親の昔話を話し始めても、ゆかりは取り乱さなかった。ただ「今夜は私の家に泊まりなさい」という祖父の申し出は丁てい重ちように断った。

　ゆかりが自分の家に戻るころにはとうに日付は変わっていた。シャワーを浴び、寝巻きに着替え、歯を磨き、ベッドに入った。この世に生まれてから何度も繰り返してきた行為を機械的に無意識にこなして眠りに落ちた。そこでやっと、涙が頬ほおを伝った。

　学校に行くとクラスメイトが慰めてくれた。ゆかりは微笑んで「ありがとう。大丈夫だよ」と答えた。高校ではクラスメイトに自分の境遇を秘密にしていたので、彼らはカンパを募ってくれた。大量の小銭。ゆかりは何度も「ありがとう」と微笑んだ。時折唇を噛かみ手の甲に爪つめを立てて泣きそうになるのを我慢した。危あやうく涙が出そうなときは、職員用のトイレに駆け込んで顔を洗って誤ご魔ま化かした。……誤魔化せたと思う。

　ずっと我慢してきた。ずっとずっとそれが正しいことなんだと思っていた。

『無理して笑うなよ』

　……本当に、正しかったんだろうか？



　彼らは先ほどの事務室から別の部屋に移動していた。そこは物置代わりに使われていた空き部屋らしく、テーブルや椅い子すといった調度品が山積みになって隅に押しやられていた。それでも間取りは二十畳ほどもあり、ゆかり、源之助、速水はやみ、一いつ本ぽん釣づり、黒ずくめの計五人がいても十分な余裕がある。場所を変えたのは事務室の窓ガラスが割れて冷たい風が吹き込むようになってしまったためだ。

　ゆかりは椅い子すに括くくり付けられた状態ではなく、後ろ手に取られた手首と足首をそれぞれ縄で縛られ壁に背中を預ける形で放置されていた。頬ほおに付着した血は凝固を始め、うっすらと赤黒くなっていた。それが蒼そう白はくに色落ちしたゆかりの顔に、異様なほど映えている。とめどなく涙は溢あふれ、しゃくりあげるように嗚お咽えつが漏れる。

　――鉄てつ平ぺいくん……。

　五十嵐いがらし鉄平は殺されてしまった――その底知れぬ喪失感に、ゆかりはまた涙を浮かべた。本当は彼に、伝えたいものがあった。伝えたい気持ちがあった。

『無理して笑うなよ』

　その言葉がどれだけ胸の奥に響いたのか、果たして彼は知っていただろうか？

　その言葉ひとつがどれだけの涙を引き出したのか、彼は知っていただろうか？

　きっと知らない。だから知って欲しかった。

　この捉とらえようのない気持ちを、知って欲しかった。今日という日を境に、長い時間をかけて、ゆっくりと。……『ありがとう』？　そんな言葉じゃない。そんな言葉でこの気持ちは語れない。時間をかけて、少しずつ伝えていきたかった。

　だが鉄平は死んだ。もう、いない。自分がこんな場所に連れてきたせいで。

　その喪失感と後悔は、ゆかりの全すべてを奪った。残されたのは涙だけ。そう思わせるほど、涙は後から後から湧わいて来て、止まらなかった。

　……しかし、そんなゆかりの様子に対して――

「な、何をするっ？　やめ、やめろ！」

　目の前の光景は、いささか拍子抜けするものだった。

「一体何を――やめろっ、どこまで脱がすつもりだ!?」

　源げん之の助すけが服を剥はぎ取られているのだった。

　速水はやみの指示で、黒ずくめが源之助の服を脱がしている。黒ずくめは手早く縄を解き服を剥ぎ取り、やがては下着まで取ってしまった。とうとう一糸まとわぬ姿にまでされ――脱がし終えた瞬間に両手両脚は再び縄で縛られた――、源之助は羞しゆ恥うちに顔を真っ赤にして、できるだけ――特にゆかりに――見られないように、うつ伏せになった。

「ど、どういうつもりだ!?」

「先に言っとくが、俺おれにはそんな趣味はねえ。本当はあんたの裸だって見たくはないんだ」その証拠と言わんばかりに顔面いっぱいに嫌悪感を表して、速水は言った。「『擬態』するには生なまの情報が必要なんでね」

「ぎ、たい……？――貴様、何をっ」源之助は急に焦ったように声を荒あららげた。「この、変態が……ッ」

　速水はやみがその手で源げん之の助すけの身体からだをまさぐっていた。老いの否定できない、かさかさの肌の上を、速水の手が滑っていく。くすぐったいのか、源之助はときどき「はうっ」と奇妙な声をあげたりして身体をよじった。

「完かん璧ぺきな擬態をするためには、対象の詳しい情報が必要になる。例えば」速水は面白くもなさそうな表情で、つう、と老人の肌をなぞる。「肌の質感」

「――――く」

「肌は素体の年齢、健康状態を教えてくれる。……この質感はあまり良くねえな。もうちょっと野菜を摂とった方がいいぜ。あの世でたくさん食べてくれ」

「ぐぐ……」

「そしてこうやって全身をなぞることで、体格や身体の輪郭をつかむことができる。正直この肥満体型はいただけないが、まあ仕方ないだろう。運動する暇ひまもないほど忙しいらしいからな。――また」今度は源之助の手を取り、特にその指先を入念に触った。「指紋。こればっかりは実際に触れて、そしてこの眼めで見なければならない。……よし。お次は」

　全身を撫なで回していた手が、いきなりがっしりと源之助の頭を掴つかんだ。

「ぐ……何、をおお!?」源之助は絶ぜつ叫きようした。「やめ、やめろおおおおおおおおおおお!?」

　左の瞼まぶたの内側に――速水の指が入り込んでいたのだ。

　源之助の絶叫も全く意に介した様子はなく、速水は指先で直接、源之助の眼球の輪郭をなぞっていく。

「あ、ああああああ……」

　眼球を真正面からまじまじと観察し、

「ふん――意外に視力はいいんだな」短く感想を述べて速水は手を離した。

　源之助は白目を剥むいて気絶していた。それは、とても世界最大の会社を背負う人間のものとは思えないほど、哀れな姿だった。

　それらの様子を――

「あ、あぁ……」

　ゆかりは全すべて見ていた。

　――なに、何が起こっているの……っ？

　身体の震えが止まらない。ただでさえクラスメイトの死に気が狂いそうになっていたのに、この状況はさらにゆかりの思考を追い詰めた。何が何だかわからないが――とにかく何か恐ろしくおぞましいことが起こっているのだということは確からしかった。

　速水はなおも源之助の身体を触診していった。顔面をくまなく触り、口内にも指を突っ込んだりする。白く染まった頭髪の下の頭皮をなぞり、顎あごの輪郭をなぞり、局部さえもなぞり、正しく源之助そのものをその手で蹂じゆう躙りんし尽くした。

　全体の作業は十分ほど続き、やがて速水は立ち上がった。

「終わったの？」

　黙って様子を見ていた一いつ本ぽん釣づりが訊たずねた。速水はやみは頷うなずき、「ああ、完かん璧ぺきな『擬態』ができるぜ」

「な、何をしたのッ？」あまりの恐怖に声はひきつっていたが――ゆかりは黙っていられなかった。

「おじいちゃんに何をしたのよッ!?」

「源げん之の助すけさん自体には何も害はないから安心しなよ」へらへらと頬ほおを弛ゆるませながら、一本釣が言った。「速水ちゃんはただ、源之助さんの情報をもらってただけだから」

「じょ、情報って……」

「まあ、こういうことだ」

　速水の声――

　その声に視線を動かしたとき、そこにあるべきものがなくてあるはずのないものがあったのを見て、ゆかりは自分の眼めを疑った。短い悲鳴をあげて、

「おじいちゃん――？」

　　　　＊

　槍やりヶが岳たけに言われてリュックサックを探ると、中から四枚の地図と一丁の拳けん銃じゆうが出てきた。地図は館を真上から見下ろした平面図で、拳銃は黒いカーボンスチール製。

「そちらはこの館の地図です。全四階分の平面図が記しるされています。七十秒で暗記してください。そちらの銃はスミス＆ウェッソンＳＷ１９１１。オートマチック拳銃なので、素しろ人うとの五十嵐いがらしさんでも簡単に扱えるかと思います。リュックにはマガジンも入っていますね？　それをグリップ底部から装そう填てんしスライドを引いてください。それでもう撃てます。念のため安全装置は外しておいた方がいいです。目標と鉢合わせになったとき、素人が安全装置を外して引き金を引くという動作を咄とつ嗟さに行うことはまず不可能ですから。マガジンは何本かポケットに仕込んでおいてください。カッコつけて片手で構えて引き金を引いたりしないようにしてくださいね。反動で狙ねらいがずれたり体勢が崩れたり、運が悪ければ肩の骨が外れることもありますから。構え方ですが、グリップは利きき腕の右手で握った上に左手を添えて固定してください。姿勢は両脚を前後に開き、前足の側に伸ばした両腕を引き付けるようにして構えてください。これはウィーバー・スタンスという、最も基本的な構えです。照準を合わせるときはリア・サイトの中央にフロント・サイトを合わせてください。ただ七メートル以内の近距離の場合はサイトで照準を合わせずとも目算で狙って撃つことはできると思います。ちなみに『外世界』では殺人は犯罪なので弾丸はゴム弾にしました。ゴム弾とはいえ軽く失神させるぐらいの威力はあります。また、どうしても困ったときはリュックサックの中身を探ってみましょう。何か役立つものが出てくるかもしれません。それではご武運を――あッ、五十嵐さんの背後に敵の姿が！」

　げっ、と鉄てつ平ぺいは振り返るがそこには誰もいなかった。はっとして視線を戻すと槍やりヶが岳たけの姿は影も形もなくなっていた。

『それではミッション・スタートです』

　イヤホンから流れる槍ヶ岳の声。鉄平はため息をついた。

　もちろん鉄平にはわかっている。自分がこんなことをしなければならないのは、結局のところ内界人たちがそういうふうに仕組んだからに他ほかならない。だから本心では、槍ヶ岳にはもう少し申し訳なさそうに振る舞って欲しいのだが――まあいい。とにかく自分は決めたのだから、その辺の事情など関係ない。やるしかないのだ。

　鉄平はごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。渡された拳けん銃じゆうは掌てのひらにずっしりと重みを感じさせる。リアルな質感だ。持つ手が汗ばんでいる。

　――もう、逃げられない。

　鉄平は軽く深呼吸をしてから、左手で自らの頬ほおを張った。ぱん、と乾いた音。

　よし――行こう。



『まず五十嵐いがらしさんがやらなければいけないことは、この事態を警察に通報することです』

　鉄平は館の周囲をぐるりと回り、裏口の前に来ていた。除雪がされていたので雪山に阻まれることなくたどり着くことができた。

『敵の数は首謀者である速水真事はやみまことを含め、本館だけで六十七名。この人数を五十嵐さんが単独で障害なく無力化することは不可能です。まずは助けを請う必要があります。そこで外世界の公的権力、つまり警察の登場となります』

　幸運にも裏口の扉は少し開いていた。ドアノブに手をかけてそっと開ける。これまた幸いにも、金具のきしむ音はしなかった。

『当然のことながら館の電話線は全すべて断ち切られており、さらに携帯電話が使えないように、特殊な妨害電波を発生する装置を向こうは用いています。従って現在外部に連絡を取る手段はありません。ないのであればその機会を作るしかありません』

　ゆっくりと開いたドアの先は、調理場だったようだ。ふんわりと漂うスープの芳ほう醇じゆんな香りが鼻び腔こうをくすぐる。人影は――ない。物音ひとつ聴こえない。誰もいない。そのはずだ。

『装置の正体は、半径数メートルの範囲の電波を遮断する小型の機械です。敵は館のいたるところにその装置を配しています。館の全空間を無数の妨害電波の空間で覆い尽くす――塗り絵のように、空白を塗り潰つぶすように。これが妨害電波の全容です。しかしその塗り絵式妨害電波にも、故意に残された空白があります』

　中腰の姿勢で調理場に忍び込む。人の姿も気配もない。安あん堵どの息を漏らし、鉄平は調理場の扉に向かった。

『敵は脱出の際、どうしても外部と連絡を取る必要がある。手段の確保のためです。そのために彼らは、逃走用の連絡場所を設けました――唯一、妨害電波の届いていない空間。それが、最上階のある一室です。……そうです、四枚目の平面図に赤い印を付けておきました。そこでお手持ちの携帯電話で警察と連絡を取ってください。そこに到達するまで最低九名の敵と出くわすことになると思います。その危険が迫ったときはお知らせします』

　扉を前に、鉄てつ平ぺいは声をひそめて胸元のマイク越しに訊たずねた。「この近くに敵はいるのか？」

『います』いきなり、がちゃりと目の前の扉が開いた――。『目の前に』

　罵ば声せいは絶ぜつ叫きようとなって喉のどの奥から飛び出した。扉を開けた黒ずくめは、凄すさまじい声量で喚わめく鉄平を前にして硬直している。反応は鉄平の方が早かった。

　教えられた射撃姿勢を取る暇ひまなどなく――鉄平は片手で引き金を引きまくった。銃声と反動が連続して全身を伝う。連射で迸ほとばしったゴム弾は、目の前で立ちすくむ人物の腕や肩、胸、マスクのガラス部分など主に上半身を滅多撃ちにし、黒ずくめはまるでダンスを踊っているみたいに振動した。

　ガチッ――と拳けん銃じゆうのスライドが引かれた状態で停止した。引き金が引けない。弾切れ。どっ、と黒ずくめは背中から転倒した。

　鉄平は慌あわてて腰に差していたマガジンを装そう填てんし直し、今度こそウィーバー・スタンスの構えを取った。息を殺して黒ずくめの身体からだを見下ろす。……動かない。どうやら気絶したようだ。

『ヤバイです――今の銃撃戦で敵に気付かれました。九人じゃ済まないです』

「誰のせいだよ!?」

　鉄平は調理場を飛び出した。

　　　　＊

　そこにある現実は、ゆかりの理解を超えていた。

「あ、あああ……」

　ゆかりはもう、うめくことしかできない。

　目の前に、祖父である源げん之の助すけが立っている――これはわかる。でも何な故ぜ？　何故この『古こ都と源之助』は速水真事はやみまことと同じ服を着ているの？　じゃあその足元に裸で横たわっているのは誰なの？　そして速水真事はどこにいったの？

　要するに、ゆかりの目の前には『古都源之助』がふたりいたのである。何故か速水と同じ格好をした『古都源之助』と、裸で気を失っている『古都源之助』――

　ひっ、と引きつった声をあげて、ゆかりは後方に身をよじらせた。速水と同じ格好をした『古都源之助』が歩み寄ってきたからだ。

「ゆかり。何をおびえてるんだい？」

　そいつは源之助と全く同じ声で言った。しかしゆかりはそれで直感した。直感は即座に確信に結びつく。

　――こいつは偽者だ！

　何な故ぜなら、彼女の知っている源げん之の助すけは――

「私がわからないのか？　お前のおじいちゃんだよ」

　こんなニヤニヤと粘着質な笑顔をしない！

「それが……」とても理解できない。理性は、常識は、そんな事実を拒否したがっている。しかしそこにある現象を否定することは、誰にもできない。「それが『入れ替わる』ということなのね……」

『古こ都と源之助』に化けたそいつは――速水真事はやみまことは、禍まが々まがしい笑みを浮かべて言った。

「俺おれたちはこの能力を『擬態』と呼んでいる」顔は源之助だが、声は紛れもなく速水のものだった。「お前たち人間の脳は主に、物体の形や色の認識を側頭葉という部分で行っている。対象の視覚的な情報を視神経から取り入れ、側頭葉で処理する――簡単に言えばそういうことだな。俺たちはその認識を狂わせることができる。偽の情報を全身にまとい、それを側頭葉に認識させているのさ。つまり俺は今『古都源之助』の情報を全身から発しているってわけだ。精緻な『擬態』をするには、こうして実際に見たり触ったりして直接情報を採取しなければいけないがな。当然声紋も真ま似ねることができるし、実際の『形』が必要な指紋についても、記憶した指紋の情報を基に身体からだを改造すれば問題ない」

　あり得ない。人間がそんなことできるわけがない。

　そう断じてしまうことは簡単だったが――しかしこれを常識の範はん疇ちゆうで説明することは、ゆかりにはできなかった。ゆかりはもう納得せざるを得ない。

　こいつらは人間ではないのだ――少なくとも、この世界の人間では。

　現に速水は自分で「別の世界の人間」だと言っていたし、「お前たち人間の――」とまるで自分たちとゆかりたちは『別物』みたいな言い方をしていた。

　……でも、するとそれはどういうことになるのだろう？　この世界の他ほかにも別の世界があるとして――それが、この状況の何を説明することになるのだろう？

　ひとつだけ思い浮かんだ仮定がある。自分でもあまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしい発想に思えた。

「この世界を……」それは、思わずゆかりの口をついて出ていた。「征服したいの……？」

　きょとん――と目を瞬しばたたかせてから、速水は次の瞬間には爆笑していた。

「僕らにそんな野心はないよ」隣で一いつ本ぽん釣づりも苦笑している。「この世界を征服なんて、そんな幼稚なことをするつもりはない」

「じゃ、じゃあ、どうして――」

「僕らはね、別に手に入れたいわけじゃない」一本釣は穏おだやかに微笑ほほえみ、「壊したいんだよ――世界を」

　　　　＊

　闇やみ夜よに浮かぶ、巨大な本館。

　本館の外観やホール、パーティ会場にもなった大広間は、忠実にオペラ座の建築を再現している。皇帝色である赤と金の大理石とブロンズでできた壁や床、一糸一糸丹念に編み込まれた絨じゆう毯たん、壁面に刻まれた人物像やモニュメント、シャガールの天井画など――細部にいたるまで超絶技巧が施されている。が、それは「外観やホール、大広間」に限った話で、それ以外の部分は木材やコンクリートで設計されていた。そもそも一見オペラ座に見えるこの巨大な館は、本来のそれよりも敷地を広く増築されている。十九世紀建築のオペラ座の尻しりに現代の超高級ホテルをくっつけたようなもの、と考えれば想像し易やすいだろう。

　基本的にそうした巨大な物件は迷い易い。数え切れぬほどの部屋が隣接し通路は複雑に折れ曲がっているため方向感覚を失う。どんなに緻密な案内図を配したところで、全体を把握することは難しい。――だから、

「道に迷っちゃうのは仕方ないと思わないッ!?」

『思いません。ヤル気あるんですか』

　そういうわけで、鉄てつ平ぺいは何処いずことも知れない廊下をひたすらに駆けていた。

　鬼ごっこが始まっていた。銃声を聞きつけてぞろぞろと現れた黒ずくめは全部で四人。鉄平は彼らから必死に逃げているところだった。

　弾丸が足元の絨毯を踵かかとすれすれで切り裂き穿うがつ度に、背筋が凍る。廊下にぽつんと立っていたクリスマスツリーが、横を通りすぎると同時に爆発するように弾はじけ倒された。鉄平は涙目で走り続ける。「や、槍やりヶが岳たけッ！」

『仕方ないですね――この先およそ四十メートルを進み突き当たりを右に曲がりそこからおよそ五十メートル進んで十字路の左を折れそこで螺ら旋せん階段が現れるはずですから一気に四階まで駆け上ってください』

　一息に言われたが――それでも言われた通りの道順をたどった。が――

　通路の向かいからも黒ずくめの群れが現れる。数は三人。

　鉄平は歯は噛がみして立ち止まった。背筋を冷たい汗が伝うのを、焦りとともに知る。

　――もう終わりなのか？

　敵をたったひとり伸のしただけで、自分は死んでしまうのか？

　……嫌だ。

『私はね……私なんだよ――』

　嫌だッ!!

『どうしても困ったと』

　槍ヶ岳が言い終わらぬうちに、鉄平は反応した。背中のリュックを下ろすと同時にその中に手を突っ込む。槍ヶ岳からは何も詳しい説明は受けなかったが、おおよその推測はできる。この『見えないリュックサック』はこの外世界もしくは第三世界と内世界もしくは第一世界とを結ぶ第二世界橋渡しの役割を果たしている。だからそのままの意味でリュックの中に物が“〝入っている”〟わけではない。リュックに“〝物を入れる”〟ということは、その『行き先』である“〝内世界別次元の世界に物を送る”〟ということなのである。故ゆえにリュック自体に内容物の重さは蓄積されず、さらにリュックの口から出し入れできる物でさえあればなんでも幾らでも『保存』することができる。

　そしてこのリュックサックはいつも鉄てつ平ぺいの助けになるものを出してくれた。

　――だから今も俺おれの望むものを出してくれるはず！

　鉄平が今この状況で望むもの――リュックから出てきたそれは、四十センチほどの細長い棒だった。それが四本。

『真ん中からバッキリ折ってやってください』

　まとめてそれらの両端を握り思い切り右膝ひざに叩たたき付けた。棒はあっさりと中心でへし折れ、その折れた箇か所しよから――

　凄すさまじい量の白煙が発生した。

　黒ずくめたちはぎょっとして足を止める。鉄平は白煙を吹き上げる棒――左右の手それぞれに四本ずつ――を前方へ、そして後方へと投げた。投とう擲てきされた白煙筒はたちまち黒ずくめたちの姿を真っ白に包んでしまった。彼らはガスマスクをしていたため煙にむせるということはなかったが、しかしあっという間に視界を失う。

『五十嵐いがらしさん、マスクを――』

「そんな暇ひまはねえ！」鉄平はすでにその前方に向かって駆け出していた。覚悟はしてある。怖くない。恐れなどない。不安を押し殺し、歯を食い縛り、ただ前だけを見据えて走る！

「うおおおぉぉあああああぁぁぁぁぁ!!」

　吼ほえる。腰のベルトに差し込んであった拳けん銃じゆうを抜き放ち、両手で前に構えながら走る。そして狙ねらいは問わず、引き金を引く、引く、引く、引く――――ッ!!

　煙幕の中で黒ずくめのひとりは胸を撃たれ、ひとりは腕を撃たれ、ひとりは顔面のガスマスクを撃たれた。不明めい瞭りような視界の中、加えて遮しや蔽へい物ぶつすらない空間では銃撃を避さけたり防いだりする術すべなどなかった。ゴム弾とはいえその威力は侮あなどれない。不幸にもガスマスクのガラス部分を撃たれた者は白煙に眼めと鼻と喉のどをやられ悶もん絶ぜつした。

　鉄平は駆ける勢いのまま白煙の渦うずに飛び込んだ。直前に息を止めて瞼まぶたを閉じる。瞼の向こうでふわりと全身が煙に包まれるのを感じた。

　人間は決して無呼吸・無視界で運動をすることはできない。無意識の自制によって、わずかながらも瞼はこじ開けられ、わずかながらも肺は呼吸をさせられる。本能が危険回避のため光を求め酸素を求めてしまうのである。だから大の大人でもまずたえ切れずに失神する対テロ用の白煙は、容よう赦しやなく鉄平の身体からだを蝕むしばんだ。瞬またたく間に瞼の奥から涙が溢あふれ、鼻の奥がつんと刺し、強烈な嘔おう吐と感が喉に込み上げた。

　しかし鉄平はたえた。体当たり気味の突進で、白煙と弾幕でよろけていた黒ずくめたちは案外容易たやすく突き飛ばされ道が開けた。鉄てつ平ぺいはただ前へと踏み出すことだけを目指した。

　不意に、何者かに服の裾すそを掴つかまれ引っ張られる。「ぬぁ……！」速度が落ちる――前に、鉄平は上体を捻ひねって背後に向かって「ああああああッ!!」発砲した。

　弾丸が裾を引く抵抗を吹き飛ばした。

　同時に、ふわ――と白煙を突き抜け、代わりに新鮮な空気が肺に飛び込んでくるのを感じた。煙から飛び出した鉄平の顔は涙と鼻水と胃液でぐちゃぐちゃになっていた。

　それでも歩みは、駆ける足は止めない。走り続ける。

『無茶しますねぇ』

　涙で歪ゆがむ視界。鉄平はみっともなく咳せき込んだ。

　　　　＊

　ゆかりは茫ぼう然ぜんと聞き返した。「こわ、す……？」

「そう、壊すのさ」一いつ本ぽん釣づりは頷うなずき、「ＫＯＴＯの力さえあればそれができる」

「え、う……？」ゆかりは意味がわからず困惑した。「そ、それは、『この世界を壊したかったから、ＫＯＴＯを手に入れようとした』ってこと……？」

「その通り」

「でも、そんな……」ゆかりはこんな状況でも苦笑せざるを得なかった。だっておかしいでしょう？「ウチの会社がそんな、世界を壊すなんて、できるわけが……」

「発足当初は新技術を開発しそれを他企業に提供する企業――つまり複数の企業と技術開発専門の顧問として提携していたＫＯＴＯは、その稀け有うな企業形態にもかかわらずたった二十年で一部上場の株式会社まで成長を遂げた。その形態故ゆえに当時の新技術の体系をほとんど理解していたから、あらゆる職種、商品に片っ端から手をつけまくり、その頃ころには『なんでも屋』のようなところになっていた――」突然一本釣は早口にまくしたて、そしてゆかりに向かって眉まゆをひそめた。「ゆかりちゃん、君はＫＯＴＯという会社を根本的に勘違いしている。そんなことじゃ源げん之の助すけさんの後を継げないよ。――どうせ殺すんだけどさ」

「ど、どういう……」

「ＫＯＴＯはただの会社じゃない。それ自体が国――いや世界だと言っても言いすぎじゃない。ゆかりちゃん、君は知らないのかな？」一本釣は訊たずねた。「ＫＯＴＯが何十基の核兵器を所有しているか――を」

「――――!?」ゆかりは絶句した。核兵器――？

「ＫＯＴＯを説明するにはこれで十分だね。なんでまた核兵器なんてものを所有しているのかは知らないけど――それを持たなければならないほど巨大な組織になってしまった、というのは確かだろうね。君は信じたくないだろうけど」一本釣はゆかりの唖あ然ぜんとした表情を見て、ニコリと笑った。「それがＫＯＴＯという――世界さ」

「そん、な……」

　信じられない――信じたくない。

「だから源げん之の助すけさんは普段からあんなにも警戒していたのさ。自分にも君にも警護をつけて、犯罪の手がＫＯＴＯに及ばないように――」

　もはやゆかりは、何も考えられなくなっていた。

　全すべてが加速度的に理解を超えていく。それに辛つらいだとか悲しいだとか感想を添える間もなく、自分の思惑なんて見向きもしないで、どこまでも遠くに飛んでいってしまう――「ふたケタも核兵器があれば、この世界なんて余裕で吹き飛ばせる。だから僕らはＫＯＴＯが欲しいのさ。――さて、ここで当然のように疑問が浮かぶね？」ゆかりの眼めは虚うつろで、話もまともに聞けない状態であるのは明らかなのに、一いつ本ぽん釣づりはなおも続けた。「何な故ぜそこまでして僕らは世界を壊そうとしているのか――」

　そして現実は、さらに遠のいていく。

　　　　＊

　螺ら旋せん階段にはその上り口にひとり、黒ずくめが立っていた。武器はマシンガン。

　鉄てつ平ぺいは物陰から躍り出た。疾走しながらの乱射。ゴム弾は黒ずくめの太ふと股ももや肩口で弾はじける――が、無力化するまでにはいたらず、黒ずくめはよろめきながらもマシンガンの銃口をこちらに向けた。咄とつ嗟さに鉄平は前に低く飛ぶ。

　弾丸の嵐あらしは秒速九一四・四メートルの速度で鉄平の頭上を通過していった。それに背筋を凍らせるよりも早く、身体からだを床に打ちつけるよりも早く――引き金を引いた。二発。

　一発はあらぬ方向に逸それ、一発は黒ずくめの脇わき腹ばらに命中した。黒ずくめがよろめく。

　鉄平は身体の真正面から床に落下した。太股や腹、顎あごをしたたかに打つ。しかしその衝撃は絨じゆう毯たんがわずかに吸収してくれた。脳が痛みを知覚するよりも早く全身の筋肉を跳はね上げ、前のめりになりながら突進した。

　頭から黒ずくめの懐に飛び込む。体勢を崩していた黒ずくめは尻しり餅もちをつき、鉄平はその上に馬乗りになって拳けん銃じゆうのグリップで黒ずくめの頭を打ち据えた。

　ごつっ、という頭ず蓋がい骨こつの響く音。

　瞬間――躊ちゆう躇ちよした。

　掌てのひらに直接伝わる衝撃に、鉄平は困惑した。これ以上強く殴れば相手を殺してしまうのではないかという予感が鉄平の手を弛ゆるめてしまった。

　だから致命的な一撃を与えることができなかった。そして身体を起こそうと上半身を跳ね上げた黒ずくめの力は思いも寄らず強く、鉄平はバランスを崩した。

「あ」反射的に銃口をガスマスクのガラス部分に突きつけた。引き金を、一度。マスクの鏡面が砕け散った。赤い液体がしぶき、その上にいた鉄平の頬ほおに付着する。「、あ」

　頭の中が真っ白になって――二度目の銃声。弾ける血。「ああああッ！」

　指はさらに引き金を引こうとする――

『――もう、十分です』

　槍やりヶが岳たけの声に、鉄てつ平ぺいは正気になって拳けん銃じゆうを下ろした。

　ッは……と大きく息をつき、そこで初めて全身が汗で濡ぬれていることに気付いた。

　マスクの砕けた穴から覗のぞく顔は、赤く染まっていた。直視したくはなかったのだが、自分が為なした結果から眼めが離せなかった。

「こいつは……」

『右目の失明と鼻骨の骨折。傭よう兵へいの彼が生涯で奪ってきた命に比べれば軽いものです』

　よろよろと、立ち上がる。シャツには赤いシミが転々と染みついていた。足元がふらつく。腰に力が入らない。それでも行かなければ、先ほどの敵が追いついてくる。階段の上からも複数の足音が下ってくるのが聞こえた。

「俺おれって」気を抜けばたちどころに萎なえそうになる己を奮ふるい立たせるように、鉄平は独白した。「すごくねえ……？」

　槍ヶ岳は何も言ってくれなかった。

　　　　＊

「世界には、根が張っているんだ」

　一いつ本ぽん釣づりは得意げに語り始めた。「世界を世界たらしめている、空間として成立させている、芯しんさ。これがまた太くて頑丈でね、そう簡単には枯れたりも壊れたりもしない。そうでなくちゃ世界なんて支えられもしないんだけどね。ところでゆかりちゃんは知ってたかな。この世界以外にも、別の世界が存在しているってことを。僕たちはこの世界とは別の空間に存在する世界の住人――だった」

　ゆかりは答えなかった。まともに聞ける精神状態でもなかった。

「それでね、世界を支える根はそれぞれの世界にも存在しているんだ。しかもその根はどれもつながっている。実は一本の幹が無数の根を張り巡らせて、別々の世界を全すべて支えていたのさ。世界は一本の樹によってつながっている、というわけさ。――それではここで問題です」

　ゆかりは泣いていた。泣くことしかできなかった。しかし一本釣は、まるでそんなことは一向にどうでもいいと言わんばかりに、嬉き々きとさえしながら質問した。

「そのうちの一本の根でも腐り始めたら、どーなるでしょーか？」返事はない――のに、一本釣はひとりで頷うなずいた。「そう、僕らは根を腐らせたいのさ。この世界を核兵器で根こそぎ――根本から破壊し尽くし、根を壊す。崩壊は枝を伝って幹にたどり着き、やがて樹を枯らす。水分を無くし、芽は出ず、再生の余地もないほどに――するとどうなるかな？　同じ樹に支えられていた他ほかの世界はどうなるのかな？」

　遠い場所での出来事のように、ゆかりはその声を聞いている。自分にはまるで関係ないことだと思った。そう思い込もうとしていた。

「他ほかの世界もまた、腐敗する。そう、つまりこの世界の崩壊は僕らの目的の過程、手段にすぎない――僕らの狙ねらいはその先にあるのさ」

　　　　＊

『唯一、妨害電波の届いていない空間』とは、四階にある放送室のことだった。

　放送室は防音素材の壁が四方を囲む、正方形の部屋だった。カメラ室も兼ねているらしいこの部屋は、入り口の向かいの壁一面が防犯カメラの映像を映すモニターで埋められていた。モニターは今は全すべてスイッチが切られ沈黙している。

　放送室に転がり込むように入った鉄てつ平ぺいは、よろけて壁に肩をぶつけた。そのまま一歩も動けない。震える脚は、そうやって壁に寄りかかって立つのがやっとだった。

『おめでとうございます。着きましたね』

　鉄平は答えなかった。声を出すのも煩わずらわしい。

『ここなら電波が届いているはずです。早さつ速そく警察に連絡しましょう』

　震える手でポケットから携帯電話を取り出す。ディスプレイのアンテナは三本とも立ち、確かに電波は来ていた。鉄平はその携帯電話を――

　床に叩たたき付けた。

『……五十嵐いがらしさん？』

「もう、嫌、だ」鉄平は息も絶え絶えに呟つぶやいた。「嫌、だ……無理……」

　寒気に肩を震わせる。全身は汗で濡ぬれ息は上がっているのに、しかしその内側は凍えるように寒かった。頭がくらくらして平へい衡こう感覚を失いそうになる。脚は鉛のように動かない。震えは収まらず疲労がずっしりと背中に伸のしかかっている。

「俺おれ、は……ッ」鉄平は涙目で吐き捨てた。「十七歳なんだよ……！」

　日本全国どこにでもいるような「フツーの、」口くち癖ぐせのように『ダルい』が口をつく「ただの、」将来のことが漠ばく然ぜんと不安な――

「高校生なんだぜ……ッ？」

　そんな自分を、『敵』は本気で殺そうとしていた。

　そんな状況――まともでいられるわけがなかった。肉体はもとより精神がズタズタに引き裂かれていた。

　もう、嫌だ。眠りたい。このまま座り込んで泥のように眠りたい。何も考えたくない。あれほど固く決意した思いも、今ではどうでも良くなっている。自分が何をしたかったのか、それすらも頭の中をすり抜けてしまう。

「なんで、俺がこんなことしなくちゃ……」

『古こ都とゆかりを救うためでしょう？』

「それは」苦しげに呼吸し、問う。「どうしても俺じゃなきゃいけないのか……？」

　理不尽に思えて仕方がなかった。

　どうしても自分でなくてはいけなかったんだろうか？　こんなに苦しくて辛つらい思いをするのは、自分でなくてはいけなかったんだろうか？　自分よりももっと上う手まくやれる人が本当はいて、本当だったら自分はこんなふうに苦しむ必要はなかったのではないか――今さら考えたって仕方のないことが脳裏を支配し、そして力を奪っていく。

　鉄てつ平ぺいはがくりと膝ひざをつき、四つんばいになった。

『諦あきらめるんですか？』

「うる……」

　――――背中に銃声が叩たたき付けられた。

「――ッ？」

　視界がブレる――抵抗する力もなく、前のめりに突っ伏した。顔面がまともに床に衝突して鼻の奥がつんと刺した。

「……やった、か？」

　扉の方から声が聞こえた。ぼんやりと、ああ背中を撃たれたんだ、と鉄平は思った。幸い防弾チョッキが弾丸を防いでくれたから、鼻血以外に出血はないだろう――もう、どうでもいい話だけど。

　じりじりと、こちらの様子を窺うかがいながら寄ってくる気配を感じる。鉄平はうつ伏せのまま動かなかった。立ち上がる体力などなかったし、そもそも心が折れていた。

　あっけなく、自分の命が終わろうとしている。なんて理不尽。ついてない。やってられない。こんなのが人生の幕引きだなんて……瞼まぶたを閉じると、涙がこぼれた。

『五十嵐いがらしさん』耳元で槍やりヶが岳たけが呼ぶが、鉄平は微動だにしなかった。『私たちが何な故ぜあなたをサンタクロース役として選んだのかをお教えしましょう』

　……

『五十嵐さんは天才です。こと戦闘に関してのセンスは、類を見ません。咄とつ嗟さの判断力、動体視力、行動力、反応速度。どれを取っても申し分ないほどの才能を、実際的な戦闘に適した才能を、五十嵐さんは持っています。……信じられませんか？　しかし現にアナタはこの警戒網を切り抜けてきました。相手は訓練量も経験量も何倍何十倍何百倍も上の戦闘のプロです。それが寄ってたかって一介の高校生ひとりを捕まえることすらできなかった。私たち内界人が手を貸していたとはいえ、それだけでただの素しろ人うとがどうこうできるものではありません。五十嵐さん、アナタは戦闘の天才なんですよ』

　……　ひどく唐突な、突拍子のない話だった。

　――馬ば鹿かじゃねえの……？

　鉄平は迷わず心の中でツッコミを入れた。なんつー都合のいい解釈だよ……戦闘の天才？　知るかよ。俺おれはフツーの高校生だ。そこら中にごろごろ転がってる庶民だぜ？　そんな苦しい、つじつま合わせで俺をこんなところに放り込んだって言うのか？　冗談じゃねー……全部まぐれじゃねえか。まぐれでここまで来れた。奇跡みたいなもんだよ……ふざけんな。やめろ。やめてくれ。限界だ。俺はもう、一歩も動けねえ……。

「死んだか？」

　声は、真上から降ってきた。気配はすぐ傍そばに立っている。鉄てつ平ぺいの足元あたり。

　――ほら。俺は死ぬ。ここで、殺される。とんだ戦闘の天才だ……。

『で、私が言いたいことは』槍やりヶが岳たけはしつこく続けた。『そんな取るに足らない理由で五十嵐さんを選んだわけではない、ということです』

　鉄平は瞼まぶたを開いた。

『闘いのセンスが優れているとか判断力があるとか動体視力がいいとか行動力がすごいとか反応速度が速いとか――そんなことはどうでもいいのです。いいですか？　アナタに課せられた目的は“〝薄幸少女を救う”〟ことです。傷ついて泣いている女の子をビシッとカッコ良く白馬の王子様よろしく救ってあげることです。今そのために私たちがアナタに求めているのは、具体的な腕力ではありません。では何な故ぜアナタを選んだのか？　簡単です。古こ都とゆかりを本当の意味で“〝救う”〟――それができるのはアナタだけだからですよ』

「……つうか、こいつ何？　なんでここにいんの？」

『万人に古都ゆかりは救えません。しかし五十嵐いがらしさんになら救える。何故五十嵐さんなのか、何故五十嵐さんでなくてはいけないのか。その理由は、くだらない格闘センスになぞ起因しません。それとは別の部分で、腕力とか暴力とかそういうのとは全く関わりのないところで、もっと大切な意味で、私たちはアナタにあの少女を“〝救って”〟欲しいのです』

「うわ、しかもガキかよ？　なんだってこんなところに」

『まだわからないと思います。何を言われているのかサッパリだと思います。今はまだその全すべてを明かすときではありません。けれどこれだけは断言できる――アナタはまだ目的の十分の一も果たしていない。はッ、笑わせますね。その程度で満足ですか。五十嵐さん、アナタは一体何のためにここまで来たんですか？　何が目的だったんですか？　当の薄幸少女は今もなお泣いています。アナタはまだ彼女に何もしていない。何もしていないんですよ。わかってるんですか？』

「まあいいや。とりあえず報告に――」

　鉄平は背筋に全ての力を注ぎ込み、上半身を起こすと同時に背後に捻ひねった。視線の先に、黒ずくめの背中がある。黒ずくめがはっとして向き直るより早く、鉄平の撃った弾丸が黒ずくめの脇わき腹ばらに命中した。声にならない声を発して膝ひざを折る横面に、さらに弾丸を叩たたき込む。倒れ込む肢体にも三発、弾丸をくれてやった。

　ふらふらと立ち上がり、鉄平は室内を振り返る。

　部屋の中央に、槍やりヶが岳たけが立っていた。ニヤニヤと笑って。甘い香りを発して。

　鉄てつ平ぺいは驚かなかった。もはやこの程度で驚くような段階ではない。

「五十嵐いがらしさんは最高ですね。惚ほれちゃいますよ」

「言ってろ」

「恋人はサンタクロース～♪」

「歌うな！」

　膝ひざはまだ震えている。脚は鉛のままだ。腕も重い。頭が痛い。肩がダルイ。胸が苦しい。背中がきしむ。心なんてとっくにへし折れている。

　でも、自分は立っている――つまりまだ、やれる。

　古こ都とゆかり。

　同じクラスになっておよそ八ヶ月。たった数時間前にやっと仲良くなれたクラスメイト。ぶっちゃければそれだけの人。彼女の名前を呟つぶやけば力が湧わく、なんて都合のいい話はない。

　でもゆかりは泣いていた。

　――俺おれはその涙を止める。



    

  
    
      



    

  
    
      「次は……」それが命を賭とす理由。「何をすればいい」

　涙目で、鼻血を垂らしながら、鉄平は訊たずねた。

　　　　＊

「――僕らの狙ねらいはその先にあるのさ」

　黒ずくめがその報告を持ってきたのは、ちょうどそのときだった。

「あぁ？」速水はやみ――すでに元の姿に戻っている――は、その報告を聞いて思い切り顔をしかめた。「交戦中だと？」

「は、はい」黒ずくめは慌あわてて頷うなずいた。「その、客のひとりだとは思うのですが――銃を持っていて、現在その身柄を追っているところです」

　横で聞いていたゆかりも、そのときだけは正気を取り戻した。

「たたか、ってる……」

　にわかには信じがたいことだった。

　相手は瞬またたく間に館を占せん拠きよしてしまったテロリストたちなのだ。それにひとりで立ち向かうなんて――無謀すぎる。

　その思いは速水も同じらしく、不機嫌に吐き捨てた。「全力をもってそいつを殺せ。そして――その死体をここに持って来い。そいつの馬ば鹿か面を俺おれに拝ませろ」

「速水ちゃん、ちょっと待って」

「あ？　なんだよ」

　苛いら立だたしげに振り返る速水に、一いつ本ぽん釣づりは神妙な顔をして言った。

「そいつはもしかして、奴らじゃないかい？」

　速水はぴたりと動きを止めた。

「このパーティには武器を持ち込めないことになっている。それは実際に攻略した僕たちだからわかっているよね？　なのにそいつは武器を持っていて――今のところ、僕らの黒ちゃんと渡り合っている。この事実は、それが奴やつらだってことを証明していないかな？」

　ゆかりはひとり、ぽかんとしていた。

　奴ら――って、誰のことだろう？　そう、首を捻ひねったときだった。

「くくく……ふふふ」突然速水が笑い出した。「ふふふはははははははははははははッ!!」

　異常な笑い声だった。

　腹の底から迸ほとばしるような――単純な喜びから来るのではなく、そこには別の感情も、怒りまでも内包しているような、そんな狂気じみた哄こう笑しようだった。

　ゆかりは背筋を凍らせて、茫ぼう然ぜんと速水を見上げた。

「そうか奴らがッ！　奴らがとうとう来やがったかッ!!」速水は犬歯を剥むき出しにし、喜びでない何かに血走った目を一本釣に向けた。「一本釣――俺がやるぞ！　そいつは俺の獲物だ！」

　一本釣は肩をすくめ、「どうぞご自由に。そう言うと思ったよ」

　速水は高ぶる感情のあまり、震える肩を抱いた。

「見てろよ――ぶち殺してやるッ!!」



    

  
    
      


【第５話・ハピネス上等！】

残り一時間十三分



　通報センターである。

　公衆電話からも無料でできる一一〇番通報は、直接警察につなげられるわけではなく、まずこのセンターに回線がつながるようになっている。センターの役員は通報者から事件・事故の状況を聞き出し、必要に応じて警察や救急車、レスキューの要よう請せいを行う。

　イベントのある日は往々にして通報が多い。羽目を外しすぎた事故や泥酔者の暴力沙ざ汰たがその筆頭である――とはいえ今日はクリスマス・イヴ。他ほかの正月や成人式といったイベントに比べそういったことは少ない。便べん宜ぎ上じようセンターもイベント時には非常時に備えて当番の役員を増やすなどの対応をするが、今夜に限ってはその増員も少ない。

　しかし――その通報はやって来た。

　通報時刻は今より四分前の午後十時四十三分。通報者は『五十嵐鉄平いがらしてつぺい』と名乗り、聞くところによると高校生らしい。『五十嵐鉄平』はＫＯＴＯの社長主催のパーティに招かれたこと、そこに突然武装した集団が乗り込んできたこと、土地全体が占せん拠きよされ全すべての客や使用人が人質として捕らわれていること、すでに何名か殺されていること、自分はなんとかその包囲網から抜け出して通報していること、武装集団の装備や人数――等を話した。

　たどたどしく理路整然とは言いがたい説明ではあったが、大体のことはつかむことができた。要するに――

「テロが起こったってことだろ？　信じられんなぁ」

　通報の応対をしていた彼は、うろんげにそう答えた。

『嘘うそじゃないんです！　実際に人が死んでるんです！』

「でもね……話の規模が大きすぎるんだよ。信じられる根拠がないと、ちょっと警察は動かせないなー」

　はっきり言って、彼の態度からはまるでやる気が感じられない。受話器の向こうからも『こいつ、本当に職員なのかよ……』という呟つぶやきが聞こえてきた。

　彼にもそれは聞こえていたのだが、特に気にしたふうもなく言った。

「とにかくね、証拠が欲しいのよこっちは。何かないの？　なんかこう、決定的なもの」

『そんなこと言われても……』

「じゃあやっぱりこれ、イタズラだな？　切るぞ？」

『ちょ、待てよ冗談じゃねえ――こっちは必死なんだぞ！』とうとう辛抱できなくなったらしく、少年は言葉遣づかいを崩した。『ああもう、どうしたら信じてもらえるんだよッ？』

「はいはい。もう切るぞ」

『ま、待ってくれ――信じてくれ、嘘うそじゃない！　人が殺されて――他ほかにもたくさんの人質がいるんだよ！』

「だから証拠が欲しいって言ってるだろ？　警察を動かせるだけの、立派なしょ」

　タン――――ッ！

「つッ！」

　彼は顔をしかめて受話器を遠ざけた。これは……この脳に響く音は。

『ど、どうだよ？　わかるだろ？　今のは銃声だよ。さっきは言わなかったけど、俺おれは銃を持って奴やつらと闘ってるんだ。だ、だから――』

「…………」

　彼は何も言わず、眉み間けんに皺しわを寄せたまま動かない――が、その表情は変化していた。その渋じゆう面めんからは先ほどまでのだらけた様子はなくなっていて……

『くそ、これでも信じてもらえないのかよ!?　一体どうしたら――』

「……なんでだ？」

『――え？』

「なんでお前が闘ってるんだ？」

『…………』

「だってそうだろう？　そこにいるのはほとんどお前と無関係の人間なんだろう？　話をしたこともない人間がほとんどで――お前が命を懸かけて闘う理由なんてないだろ」

『……どいつもこいつもおんなじこと言いやがって……』少年はぶつぶつと呟つぶやいてから、

『人質の中に、俺のクラスメイトがいるんだよ……俺は、それを助けたいんだ』

「そのクラスメイトは、お前の何なんだ？」

『彼女は――ってああもうごちゃごちゃうるせえなッ！』突然少年は激げつ昂こうし、そしてはっきりと言い切った。『そこに困っている女の子がいる――そしたらもう、イチ男としては脊せき髄ずい反射で助けるしかねーじゃん!!　わかったらとっとと警察でもなんでも呼べよッ！』

　――鉄てつ平ぺいは知らない。

　このとき職員の彼の顔が「してやったり」と言わんばかりの笑顔を浮かべていたことを。

　　　　＊

　鉄平は携帯電話を切り、それを床に叩たたき付けた。

「何なんだあいつはッ!?」

　間接的にとはいえ、とても市民の平和を守る職員の態度とは思えなかった。最初から鉄平のことをナメ切っていたし、恐らく面倒だったから「証拠を寄越せ」などと言って通報をなかったことにしようとしていた。ひどくむかつく相手だった。

「…………」

　ただ、鉄てつ平ぺいは首を傾かしげざるを得ない。実のところ「信じてくれ！」とは言いつつも、自分でも信しん憑ぴよう性せいのない話をしているのだということはわかっていた。たとえあのやる気のない職員でなくても誰もが眉まゆ唾つば物に思うのは仕方なかったかもしれない。

　――なのに、なんでいきなり信用してくれたんだろう……？

　結局センターは全面的に鉄平の通報を信じ、警察及び機動隊の要よう請せいを約束してくれた。

　掌てのひらを返したかのような対応に、逆に鉄平が戸惑ってしまった。

　――なんか、変だな……。

「どうかしましたか？」

　横から槍やりヶが岳たけが覗のぞき込んできた。鉄平ははっとして首を振る。

「い、いや、なんでもない。それより――」とにかく通報はできたのだ。残るやるべきことはただひとつ。「ゆかりはどこにいるんだ？」

　本当はもう、闘うべきではないのかもしれない。

　警察の方が自分よりも上う手まくこの場を抑えてくれるだろうことはわかっているし、むしろ彼らが到着するまで下へ手たにかき回さない方がいいのかもしれない。いい加減、おとなしく隠れていればそれで滞とどこおりなく終わってくれるのかもしれない――

　でも、自分はもう後戻りできないところまでやって来た。敵は今ごろ血ち眼まなこになって自分を探している。ならば、闘うしかない。

　――俺おれはもう、迷わないって決めたんだ。

　槍ヶ岳は笑みを浮かべた。「五十嵐いがらしさん、ここ数時間でずいぶんと男前になりましたね」

「元々こういう奴やつだよ」

「いえ、とてもひとりでクリスマス・ケーキを食べていた高校男子には見えません」

「蒸し返すなそれを！」

「さてさて無駄話はこれぐらいにして……本命の古こ都とゆかり救出にぶっこみますか――ん？」ふと、槍ヶ岳は眉み間けんに皺しわを寄せて耳元に手を当てた。その耳には鉄平と同じようにイヤホンがついている。「移動している……？」

「おい、どうしたんだ？」

「五十嵐さん」と鉄平を振り返った眼めは、彼女にしては珍しく緊張しているようだった。

「速水真事はやみまことが――」

　　　　＊

　部下の報告から、そいつが上の階に向かっていったということはわかっていた。そいつが『奴ら』の刺客ならば、その理由も自おのずと見えてくる――そいつは警察に通報しに行ったのだ。それ以外に上の階に進む理由は思い当たらなかった。

　しかし引っかからないわけでもない。この件に『奴ら』が関わっているのならば、どうして直接自分の元にやって来ないのか？　警察に通報するなんてまわりくどいことをせず、初めから自分と相対すればいいのに――

　が、その引っかかりにはある程度予測がついている。結局のところ『奴やつら』は、恐れているだけなのかもしれない。関わりすぎて、壊してしまうことを――同じ過あやまちを犯してしまうことを。

　だから『奴ら』は間接的にしか関わってこない――そう考えるのは、短絡だろうか？

　しかしこの仮定に基づくならば、きっと刺客とやらはこの世界の人間に違いない。そしてそいつが通報の段階で警察に伝えられる情報など、上辺をなぞるだけのどうでもいいことだろう。遅からず警察がやって来るということで――その頃ころには全すべてが終わっている。

　妨害電波の欠点は、自分たちも無線で連絡を取り合うことができないという点で、故ゆえに刺客の正確な位置はつかめていないのだが――しかし自分には読める。そいつが次に目指すのは、きっと自分たちに違いない。警察を呼んだところで、『擬態』されてしまえば真の解決にはならない。最終的には直接対たい峙じしなければいけない。

　――俺おれはそれを、待ち受けていればいいのだ。

　ニヤリと笑い――速水真事はやみまことは『擬態』を始めた。

　　　　＊

　階段を飛び降りるように駆け下りながら、鉄てつ平ぺいは眉まゆをしかめた。「源げん之の助すけさんが――？」

『ハイ』耳元のイヤホンから、槍やりヶが岳たけの声。『監禁されていた部屋から連れ出されたようです。情報によれば速水真事も一緒にいるようです』

「どういうことだ？　ゆかりはまだ監禁されたままなんだろ？　なんでおじいさんだけ」

『考えられる可能性としては――囮おとりです』

「囮？　源之助さんがか？」

『ええ。速水たちはすでに五十嵐いがらしさんの存在に気付いています。恐らく古こ都と氏を盾に、直接五十嵐さんを排除しにかかるつもりなのでしょう』

「くそ、厄介だな――」

　鉄平がこれまで生き残ってこられたのは、ほとんどの戦闘が奇襲に近い形だったからだ。面と向かい合い、人質を盾にされたら敵かないっこない。

　――どうする？　どうやって闘う？

『もうひとつ、注意が』

「――なんだよ？」

『速水真事はこの世界の人間ではありません』

　いきなり――寝耳に水だった。

「…………は？」

『五十嵐さんが見た速水真事は――その個人に『擬態』した、偽者の仮の姿です』

「な、何を言ってるんだ？」

『彼は別のモノに成り代わることのできる、『擬態』という能力を持っています。彼が直接五十嵐いがらしさんと相あい見まみえるつもりならば、当然その能力を駆使してくると考えて間違いはない――』

「ちょ、ちょっと待てよついていけねえよ！」急な話の展開に、頭が混乱しそうだった。そもそもこの事件は、とち狂った副社長のテロとかそういうものじゃなかったのか？「つ、つまり何がどうしてどういうことなんだ？　速水真事はやみまことが偽者で、そいつはこの世界の人間じゃないって――」

『そうです。今申し上げた通りです』

　待て待て待て。ということは――どういうことだ？

　今、速水真事に化けてる（？）奴やつは、槍やりヶが岳たけと同じ内界人ってことなのか――？

「あああああワケわかんねえよッ！　じゃあアレか？　一いつ本ぽん釣づりとかいう奴も？」

『はい。彼もまた『擬態』能力を有しており、そして――』どこか冷たい声で、槍ヶ岳は言った。『むしろ彼の方が、今回の黒幕と言えます』

「どういう――」疑問の声は、しかし、途中で遮さえぎられた。「――くそッ！」

　手元の手すりが弾はじけた――狙そ撃げきされたのだ。鉄てつ平ぺいは駆ける脚は止めないまま、拳けん銃じゆうの引き金を引いた。

　　　　＊

「ちょうど今ごろかな。交戦してるのは」

　それは、速水真事が部屋を出て行ってから――ずっとうつむいて沈黙していた一本釣が、ようやっと発した一言だった。

　ゆかりはゆっくりと瞼まぶたを開いた。本当は頭が朦もう朧ろうとしてこうして起きているのも苦痛だった。縛られて放置されるだけでも体力は消耗する。全身に倦けん怠たい感が伸のしかかっていた。

　自分はこのまま殺されるんだろうか。ぼうっとそんなことを考える。無謀にも闘いを挑んでいる人がいるらしいけれど、敵かなうわけがない。その人がどんな手を使ったって、この異常なモノたちに立ち合えるはずがない。そもそも立っているステージが違う。こいつらは――この世界の人間じゃないのだ。

　今まで自分が築いてきた常識という土台は、とっくに粉々に砕け散ってしまっている。理性を超え、殺されるということにもいまいち実感が持てない。何も感じない。まるで空っぽになってしまったみたいだ。

『私もまだ、叶かなえてる途中だよ』

　脈絡もなくそんな声がゆかりの脳裏をすぎる。……ああ、今の今まで忘れていた。

　一生を賭かけて叶え続けよう――そう誓った想おもい。

　それは今夜で終わる。皮肉にも誓った夜と同じ、イヴの日に。

　――ごめんね、お母さん。

　私は、誓いを終わりまで貫き通せなかった。……でも、仕方ないよね？

　こんな異常な事態にまともでいられる方がおかしいのだ。自分が無力に打ち捨てられるのも、仕方ない。それこそ自分はまだ頑張った方じゃないか、とそう思う。

　ちらりと一いつ本ぽん釣づりの方を見やった。一本釣は床の上に腰を落とし、どこか疲れたように――心底疲れたように、うなだれ、肩を落としていた。なんでそんな負のオーラを出しているのかは理解できなかったけれど、そこでふと思い出すことがあった。そういえばまだ、聞いていないことがあった。「あの……」

「……ん？」一本釣はゆったりとした動作で顔を上げた。その表情は、やっぱりどこか疲れているように見える。「どうかしたかい、ゆかりちゃん」

「どうして、壊そうと思ったの……？」

　一本釣は小さく首を傾けた。「ゆかりちゃんが言っているのは、もうひとつの世界のことだね？　もうひとつの世界を、どうして僕らは壊そうとしているのか――」

　ゆかりは頷うなずいた。横たわっていたので非常にやりづらかったが。

「僕が速水はやみちゃんを見つけたとき――この速水ちゃんは本物の『速水真ま事こと』じゃなくて、『速水真事』に擬態している今の速水ちゃんのことだよ――、速水ちゃんは、死にかけていた。身体からだもそうだったけど……何より心がね、ボロボロだった」

　そういえば、と思う。

　このふたりは、一体どういう関係なんだろう？

「速水ちゃんは生きる希望も気力もなくて、じわじわと死ぬのを待っていた、ただそれだけの生きモノに成り下がっていた。元々同じモノだった僕としては、それは見るに堪たえなかった。……同情、なのかな？　でも僕としてはそんなつもりはなくて――ただ、自分の末路を見せられているようで、とても辛つらかった。だから僕はそんな速水ちゃんに、生きる『目的』を与えた。それが、今回の事件なのさ」

　一本釣はもう、ゆかりの方を見ていなかった。その視線は虚こ空くうを見つめていて、ぶつぶつと独白するように呟つぶやき続けていた。

「『目的』を与えられた速水ちゃんは、そりゃあもう元気になったよ。それを考えるだけで生きる気持ちが湧わいてくるみたいだった。僕はその様子を見て嬉うれしかった。――でも」ふっと、どこか自じち嘲ようするように笑った。「でも僕の『目的』は、それだけじゃ終わらない。僕の『目的』はもっとその先にある。速水ちゃんには、今回のことでそれにたどり着いて欲しいと思っている……せめてそのそばに近づくだけでも」

　そこで、一本釣はゆかりを見た。

　ゆかりは一本釣の言っていることがよくわからなかった。それは相手に聞かせるというよりは、自分に対して再確認させるような呟きで、そのためひどく抽象的だった。

　戸惑うゆかりを前に、けれど一本釣は続けた。

「できれば君にも、協力して欲しいと思っている」

　　　　＊

　一階まで下ったところで――それを見つけても、鉄てつ平ぺいは止まらなかった。

　きしみ、いい加減限界だと悲鳴をあげる両脚の声を無視シカトし、走り続ける。疾走は猛進となり、鉄平は勢いのままに突っ込んでいった。

　視線の先には、黒ずくめのテロリストに後ろ手を取られる、源げん之の助すけの姿があった。

「と、止まれ！」源之助の後頭部に小銃を押し付け、黒ずくめはマスクの下からくぐもった声をあげた。てっきり向かい合っての緊張状態になると思っていたらしくその声は少々焦り気味だ。「止まらないとこいつを――」

　鉄平の返事は銃声だった。

　弾丸が肩をかすめ、黒ずくめは一呼吸分、動きを止めた。耳元をぎりぎりかすめていった弾丸に源之助は「ひっ」と頭を下げる。

　鉄平はなおも引き金を引いた。矢継ぎ早に放たれる弾丸はほとんど、盾にされていた源之助の身体からだに被弾した。人質が「ぐえっ」だが「ひうっ」だか悲鳴をあげているのに、あまりにためらいなく発砲してくるので、後ろにいた黒ずくめは二の足を踏んでしまった。

　それこそが鉄平の狙ねらいだった。

　毒づき、黒ずくめは銃を鉄平に向けて構え直すが――遅かった。

　すでに鉄平は目の前にまで肉迫していた。

　拳けん銃じゆうは源之助の頭のすぐ脇わきを通過。ゴツッ、とマスクの正面に銃口が衝突し――ゴム弾がマスクの鏡面を貫いた。眉み間けんでゴム弾が弾はじけ、頭が仰のけ反ぞった。鉄平は黒ずくめに体当たりをかまし、一緒に倒れ込むのと同時に体重の乗った肘ひじを喉のど元にくれてやった。

「…………」

　ぜえぜえと荒く息をついて、鉄平は立ち上がった。黒ずくめは悶もん絶ぜつしていた。

　見ると、源之助もまた気を失って横になっていた。全身にゴム弾を浴びたのだから、当然の結果だろう。命があるだけでも儲もうけものだ。

　そんなことより――

　鉄平は、源之助に銃口を向けた。源之助は相変わらず白目を剥むいている。

　どっちだ？　鉄平は、ぎりり、と歯を食いしばった。この人は本物なのか？　それとも速水はやみが『擬態』した姿なのか？

　槍やりヶが岳たけが手短に説明していた『擬態』という能力。自分はとっくに人知を超えた世界に片足を突っ込んでいたし、それに槍ヶ岳がわざわざ嘘うそをつく理由もない。その能力は存在し、そして速水はそれを自在に操ることができるということは信じていいのだと思う。

　だがその『擬態』を見破る方法がわからない。

　目の前にいる老人は、果たして本物なのか？　それとも偽者なのか？

　鉄てつ平ぺいは周囲の様子を窺うかがった。自分たち以外に人の姿は見られない。気絶している黒ずくめも見下ろしてみたが、マスクの穴から覗のぞく顔は、明らかに速水はやみのそれとは違う。それともこいつが速水の『擬態』した姿なのだろうか？　それにしてはあっけなさすぎる。

　ではやはり、目の前の源げん之の助すけが、そうなのか？

　――槍やりヶが岳たけは、速水が移動している、と言っていた。

　源之助を連れて、だ。だからこの場に速水がいなくてはおかしい。つまりこの源之助は速水の『擬態』した姿だとも考えられる。

「…………」

　しかし鉄平は引き金を引くことをためらった。

　すぐ足元で無防備に眠る老人は、とても偽者には見えなかった。たとえ速水が化けていたとして――それにしては拍子抜けしてしまう。自分がここで引き金を引いてしまえば、それで速水の負けなのだ。それではあまりに、考えが浅すぎる。

「くそ……ッ！」結局、どっちなんだ？　本物なのか？　偽者なのか？「どっちなんだ……ッ？」

「どっちも本物さ」

　答えは、背後からだった。

　驚きの声は、しかし喉のどを圧迫されて出なかった。首を締められている――そう直感した、のだが。

　――な、ない!?

　首に手をやれば、確かに太い腕の感触があるのに――しかしそこには何もないように見えた。まるで透明人間に背後から首を締められているみたいだった。

　矛盾に、反応が遅れた。拳けん銃じゆうを背後に向けて撃つより早く、意識が遠のくのがわかった。

　――ま、まずい……！

　人間は頚けい動どう脈みやくを圧迫されるとたった七秒で落ちる。そのリミットは目前にまで――

「…………ッ！」

　視界が真っ白に染まった。



「どうやらお前は『擬態』のことを知っていたようだが」何もないはずの空間から、速水の声が響いた。「それもしょせん、表面的な特徴しか知らされていなかったようだな」

　そこには何もなかったはずなのに――いつの間にか速水真ま事ことが立っていた。

「『擬態』は、嘘うその情報をまとうことで他者の認識を歪ゆがめる、という能力だ」鉄平の仰向けの身体からだを見下ろし、速水は言った。「その情報は、何も人間のものとは限らない」

　その顔は、ニヤニヤと粘着質な笑みを浮かべていた。

「つまり俺おれは、お前に『そこには誰もいない、何もない』と認識させていたわけだ。……悩みどころは、自分でないものへの認識は操作できないことなんだが」

　自分以外のもの――つまりそれは『服』のことだった。

　自分の姿は『擬態』させて『見えなく』させることはできるのだが、身に着けている服や装飾品に関しては『見えなく』することができない。

　要するに速水はやみは今、全裸だった。

　さて、と素チンをさらしていることも気にせず、速水は鉄てつ平ぺいの拳けん銃じゆうを拾い上げた。それを前触れもなく鉄平の太ふと股ももに向けて撃った。びくん、と身体からだが軽く跳はねる。瞼まぶたを閉じたまま鉄平は低くうめいた。

「ふん、ゴム弾か。生ぬるいもん使いやがって」

　ぽいと鉄平の拳銃を放り投げ、今度は黒ずくめの持っていた小銃を拾った。

「……まさか、お前が奴やつらの刺客だとは思わなかったぜ」銃口を鉄平に向け、速水は言った。「よくもまあここまで暴れてくれたよ。そのことについては褒ほめてやってもいい」

「う、あ……」

　鉄平は薄く瞼を開くが――失神から目覚めたばかりで焦点が定まらない。

「だが、それもこれで終わりだ。お前はここで――死んでいけ」

　引き金は、二度引かれた。

　　　　＊

「……ダメだったか」

　呟つぶやいて一いつ本ぽん釣づりは立ち上がり――そしてゆかりの元へと近寄ってきた。

「え……」

「もうそろそろ速水ちゃんが戻ってくるころだ。だから」一本釣はどこか虚うつろな眼まな差ざしで近づいてくる。「僕は僕の仕事を終わらせなきゃ」

「……！」

　なんでそのことを忘れていたのだろう――

　ふたりの目的は源げん之の助すけとゆかりに『擬態』することだ。そのために速水は源之助から情報を奪っていった。

　ならば次は、自分の番じゃないか。

「い、いやッ――」おぞましい想像が脳裏を過よぎり、ゆかりは涙目で首を振った。裸に剥はがれ、肌を直接まさぐられる……どう考えてもそれは上等なものではなかった。「やめ、やめて、お願ッ、します……！」

「ごめんね」目め尻じりを下げ、一本釣は申し訳なさそうに目を伏せた。「我慢してね」

　一本釣の手がゆかりの胸元に伸びていった。



    

  
    
      



    

  
    
      


【第６話・デッド・オア・アライブ上等！】

残り四十三分



　部屋の扉が開いたのは、ゆかりの襟元に一いつ本ぽん釣づりの手が触れた、そのときだった。

「――お？」入ってきた速水はやみは足を止め、ニヤニヤとした。「お取り込み中だったか？」

　へらへらと一本釣は笑って答え、

「もう終わったよ」

　――え？

　ゆかりは驚いて顔を上げようとした。が、その頭を一本釣の手が押さえつけ無理やり下げさせた。ゆかりにだけ聞こえるように、彼は小さく、そのまま――と囁ささやいた。

　ゆかりは困惑しながらもそれに従った。

　速水はそのやり取りに気付いた様子もなく、「で、どうよ？　十代の若肌の感触は」

「速水ちゃん、その聞き方はオヤジくさいよ」

「うるせえよ。その、ときどき冷静に突っ込む癖くせやめれ。……ンなことより『擬態』はもう完かん璧ぺきなんだな？」

「うん。ゆかりちゃんは意外に胸が大きくて好感触でした。これマジ話」

「お前もオヤジだろ」

　ゆかりは本気で困惑していた。一いつ本ぽん釣づりの意図が全然わからなかった。

　と――いきなり髪を掴つかまれ、強引に引きずり上げられた。悲鳴を噛かみ殺して片目を開くと、目の前に速水はやみの顔があった。

「へえ。軽く犯されたみたいな、そそるツラしてやがる」

　実際には裸にも剥むかれていないのに、自分はそんなふうに見えるのかとちょっとショックだった。こんなときだったが。

「そっちの首尾はどうだったの？　刺客さんは？」

「ああ、楽勝。大したことなかったな」速水は肩をすくめ、「正直がっかりだぜ。これで終わりとは思わないけどな」

「そうだね。でもまあ、とりあえず目に見える障害は突破したわけだ。……源げん之の助すけさんは？」

「ああ、帰り際に部下に渡してきたよ。あとは残った仕事を片付けるだけだからな」

　速水は出て行ったときとは違い、裸の胸の上にジャケットを羽は織おるという格好をしていた。その裸の胸に一滴の赤い雫しずくを見つけ、ゆかりは息を飲んだ。

「……ん？　ああ、これか」ゆかりの視線に気付き、速水はその血を指ですくい取った。

「刺客の血だよ。派手に迸ほとばしってたぜ」

「……誰、だったの」

　速水はぴくりと眉まゆを上げた。思い出したように、唇の形を歪ゆがめる。

「そうだそうだ。お前に土産みやげ話があったんだよ」心底嬉うれしそうに、速水は告げる。「聞いて驚けよ。刺客の正体は――」

　涙は出なかった。

　　　　＊

「…………」

　槍やりヶが岳たけは、じっと黙して立っていた。

　そのシルエットは悠然としていて、一切の緊張がなく、かといって無駄に力を抜いているわけでもない。立ち振る舞いからはほとんど意思というものを感じさせず、ただ『立っている』としか表現のしようがない――そんな、どこか超然とした雰囲気があった。

　長い廊下のど真ん中にたたずみ、槍ヶ岳の眼めは、無感動にそれを見下ろしている。

　仰向けに横たわる――少年を。

　真っ赤に染められた――左胸を。

　その頭のそばで、静かに。

　一点の感慨も窺うかがえないような冷たい眼で、ひたすらに見下ろし続けて――やがて。

「――ふぎゃっ」

　頬ほお面をハイヒールの踵かかとで踏みにじると、カエルが潰つぶれたような声が出た。

「やはり」槍やりヶが岳たけは眼めを細め、「生きてましたね。さすがゴキブリ並み」

「ふんみぎゃうぅぅ」

「そんなゴキゴキ言われてもわかりません」

「ほひほひ――言ってねえよッ！」頬を解放された鉄てつ平ぺいは、首だけ上げて怒鳴った――が、すぐに信じられない痛みがやってきてのた打ち回った。「いでっ、いででででででででうわありえねー何これ痛いよお母さん!?」

「大丈夫ですか――ってそんなわけありませんね。何せ鉛弾が左肩を貫通していますから」

「か、カンツーっ？　うおおッ、な、なんでだ？　そうとわかったらますます痛いてえ！……お？」床に転がりながら仰のけ反ぞっていた鉄平は、しかしぴたりとその動きを止めた。その視線は頭上の一点で固定されている。

「？　どうしました？」

「いや……こういうのもナンなんだけどさ」それは、ほんのひとときでも痛みを忘れられる、衝撃的なものだった。「何もパンツまで赤いのをはかな――みぎゃっ」

「……本当に、呆あきれた生命力ですね」

「ふんみぎゃうぅぅ」

　結局鉄平は、両頬に踵の跡をつけられた。「怪け我が人は怪我人らしく扱えっての……」

　ぶつくさ言いながら、視線だけを動かして怪我を検分する。槍ヶ岳の言う通り、左肩――正確に言えば左の二の腕――の前と後ろに穴が空いていた。自分で見ていて真っ青になるほどの血が、左腕はおろか左胸全体を真っ赤に染めている。

「うわ俺おれ、もしかして死ぬんじゃねえ？」

「なんで死なないのか、私も不思議ですよ」相変わらず槍ヶ岳は呆れたような眼をしている。「一体どういう悪運してるんですか」

「悪運？　馬ば鹿か言うなよ」本当は痛くて泣きそうなのだけど、やせ我慢でにやりと笑ってやった。「作戦通りだ」

「……作戦通り、ですか。確かに小細工は利きいていますね」

　槍ヶ岳はしゃがみ込み、鉄平の胸をぽんぽんと叩たたいた。

　鉄平の、あるのかないのか微妙な筋肉具合の胸板ではなく――

　胸の前にある『見えないリュックサック』を、である。

　……鉄平は思っていた。四階から一階まで階段を駆け下りながら、思っていた。

　――そろそろ、ヤベえんじゃねえ？

　疲労は極限にまで達していた。動きも相当鈍くなっている。こんな状態で狙そ撃げきされて、果たして自分は上う手まくやり過ごせるだろうか？　今までは防弾チョッキが守ってくれたけれども、素しろ人うと目にもチョッキだって限界だった。いつ穴が空くかも知れなかった。

　早急に新たな『盾』が必要だ――それで思いついたのが、『見えないリュックサック』。

　その効果を考えるいとまはなかった。思いついたら即行、鉄てつ平ぺいはリュックを背中ではなく前面、腹の上に“〝背負った”〟。口を開き、それが前を向くようにして。

　大成功だった。

　無抵抗の自分に、速水はやみは二度、引き金を引いた。間を置かず、連続で。初弾はリュックの中に吸い込まれ、そしてしっかりと狙そ撃げき姿勢を取っていなかった速水の腕は、初弾の振動でぶれ、故ゆえに次弾は心臓を外れて左の二の腕に突き刺さった。

　そして激しく飛び散った血は、弾丸がどこに命中しどこに吸収されてしまったのかをわからなくさせるほどのものだった。

　つまり速水は、勘違いをしたのだ。初弾の行き先を知らないまま、次弾の成した結果を取り違え、それで満足してしまった。

　作戦通りなどと嘯うそぶいてはみたけれど――鉄平自身も、やっぱり出来すぎた話だと思っていた。自分の悪運は呆あきれるほどに突っ走っている。誰にも止められない。

　そう考えたら、おかしくなってきた。

「たまんねーな」腹の底から笑いが込み上げてくる。肺が震えるたびに傷に響くのだけど、それでも笑わずにはいられない。「へへ、俺おれって不死身？　へへ、いでっ、へへへ、いでで」

「…………」

「へへへ……って何だよ。なんでそんなに見つめてくるんだよ？」

「別に、なんでもないです」

「……変なの。最初から変だったけど。――うし、休憩終わり！」

　声だけは威勢良くあげ、鉄平は床に手をついてゆっくりと上体を持ち上げた。左腕に激痛が走る。「つつつ……なんか布、ない？」と槍やりヶが岳たけに訊きくと、無言で、どこかから取り出した白い布で鉄平の肩を縛り、止血してくれた。

「サンキュー」

　言って、今度は膝ひざを立てる。右腕と両脚で三つんばいになったりしながら、どうにかこうにか立ち上がることができた。……そして、

「――――」

　意識が遠のいた。

　全身があぶら汗にまみれていた。手をついて立ち上がる、たったそれだけの動きで息が上がり、視界がぐらついた。足元がおぼつかず、とっさに壁に手をついて倒れないようにした。両脚が情けないくらいに震えていた。

　瞼まぶたを閉じて――三つ数えた。

　瞼を開いた。

　槍やりヶが岳たけがこちらを見ていた。

　鉄てつ平ぺいは何か言おうとしたが、喉のどが引きつって声が出なかった。

「……もう、いいじゃないですか」代わりに槍ヶ岳が言った。「五十嵐いがらしさん、あなたは十分闘いました。これ以上ないほどに、闘い切りましたよ」

「……」

「三百人以上もの人の命を背負い、経験も武力も人数も何もかも上の相手と、たったひとりで闘ったのです。自分の命をも投げ打って、彼らに一いつ矢し報むくいました。これはあなたでなくてはできないことでした」

「……」

「だからもう、それでいいじゃないですか。十分ですよ。五十嵐さんは頑張りました。どこに出しても恥ずかしくない闘い振りでした。ここでやめても、誰にもあなたを責められません。本当にお疲れ様でした」

「……」

「本当に……お疲れ様でした」

　――俺おれって、そーとーヤベえんだな。

　思って、鉄平は苦笑した。

　どう見ても、何度瞬まばたきしても、槍ヶ岳が悲しそうな顔をしているようにしか見えないのだ。この情け無用冷徹冷笑かわいくなくても谷の下に突き落とせ、の槍やりヶが岳たけがである。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなのあり得ない。こいつがこんな顔するなんて――あっちゃいけない。

「違うだろ」はっ、と鉄てつ平ぺいは笑った。「お前の役回りはそんなんじゃねえだろ？」

　して欲しいことは、かけて欲しい言葉はそうじゃない。

　鉄平はもう一度瞼まぶたを閉じて――三つ数えてから、開いた。

　――ほら。やっぱりそうだ。

　やっぱり目の錯覚だった。

　槍ヶ岳の顔は全然悲しそうじゃなかった。元の、いつもの――

「……五十嵐いがらしさんの、悪運の強さの秘ひ訣けつ、教えて差し上げましょうか？」

「へえ。なんだよ」

「気付きませんか？」

　やっぱり自分はヤバイんだ、と鉄平は実感した。

　槍ヶ岳が――ほんのりと、優しい笑みを浮かべているように見えたから。

「今夜はクリスマス・イヴ。奇跡の夜からの、奇跡のおすそ分けですよ」



　鉄平は、へっ、と鼻で笑った。

「上等だ」

　　　　＊

　闘っていたのは、鉄平だった。

　そして殺されたのも、鉄平だった。

　不思議とそのことに涙は出なかった。悲しいと思う気持ちは確かにあったけれど、自分は最初から鉄平が死んだものだと思っていたから、改めて『死んだ』と告げられて改めて泣くことはなかった。そもそも、そのことを悲しいと思うよりも……。

　ゆかりはずっと、考えていた。

　――鉄平くんは、どうして闘っていたんだろう？

　速水はやみ、一いつ本ぽん釣づり、そしてゆかり――三人は部屋を出、廊下を歩いていた。

　ゆかりは後ろ手に縛られた腕を、後ろから速水に掴つかまれたまま、押されるように歩かされている。足の縄は解かれたばかりなので、足元はまだおぼつかない。

「君の身柄は、これから黒ちゃんに引き渡す」ふたりの先を歩いていた一本釣が言った。

「僕らはこれから君と源げん之の助すけさんに『擬態』するわけだけど、そのためには君たち本物の存在が厄介になる。死体も、その細胞の一片すらこの場には残せない。だから脱出する黒ちゃんたちに君たちを託たくし、別の場所で殺してもらう。そして誰にも見つからないような方法で死体を完全に処分するんだ。これで成り代わりは完かん璧ぺきというわけだね」

　速水は眉み間けんに皺しわを寄せた。「いちいち教える必要はないだろ。どうせ殺すんだし」

「まあまあ。これから自分がどうなるのか教えておいた方がいいでしょ？　下へ手たに錯乱されても面倒だし、それより何よりかわいそうっちゃかわいそうだからね」

「かわいそう、ねえ。これから奪う奴やつのセリフとは思えねえな」

　ひひひ、と速水はやみは笑った。

　そんなやり取りも無視して、ゆかりは考え続けていた。

　――鉄てつ平ぺいくんは知っていたんだろうか？

　このふたりの正体を。

　先ほど速水は、得意げに漏らしていた。

『あのクソガキ、“〝擬態”〟のことを知ってたようだが、それでも俺おれには敵かなわなかったよ――』

　鉄平は『擬態』のことを知っていた。

　どうやって知ったのかは見当もつかない。でも彼は『擬態』のことを知っていた――つまりそれは、ふたりが『別の世界の人間』だということも知っていた、ということ。

　そうとわかっていて、鉄平はふたりに真っ向から立ち向かったのである。

「…………」

　迷わなかったんだろうか？

　最初からとても敵うはずがないと、思わなかったんだろうか？

「ゆかりちゃんを黒ちゃんに引き渡した後は、残ったパーティ客の抹まつ殺さつだ」一いつ本ぽん釣づりはひとりで勝手に続けている。「それにはＶＸっていう化学兵器を使うつもりなんだけど、そのＶＸを仕込んだ爆弾を、もう会場に設置してある。あとは起爆させるだけ。化学兵器ってところがまたテロっぽくていい感じだよね」

「安易だけどな」

「でも化学兵器を使った方が確実、っていうのもある。全すべての目撃者を確実に死にいたらしめて、あらゆる不安要素を無くす。実際黒ちゃんたちだって、ほとぼりが冷めた頃ころには全員死んでもらうつもりだからね。たとえ僕らを疑う人物が現れたとしても、それを立証するものが残っていない」

「そのために指紋の情報まで採取したんだからな。あー、ここまでめんどくさかったぜ」

　敵は『別の世界の人間』――言葉通り次元の違う、全く別のステージの存在だ。自分とは異なる人間に『擬態』ができるし、それだけでも厄介なのにテロリストたちまで従えている。そんなものに立ち向かおうだなんて、無謀の極みだとは思わなかったんだろうか？

「あ、一本釣よぉ。銃持ってないか？」

「うん？　速水ちゃん、自分の持ってたでしょ」

「弾切れしてんだ。予備のやつも持ってきてない。お前の持ってる銃とは口径も違うから弾を分けてもらうこともできない」

「だから僕のを寄越せって？　僕はどうするのさ」

「お前は射撃ヘタクソだろ。まだ奴やつらが何か仕掛けてくるかもしれねえんだ、俺おれが持ってた方がいい」

「……ごもっとも」

　ゆかりには、鉄てつ平ぺいの行動は無謀としか思えなかった。

　――それでも彼は、闘っていた。

　危険とわかっていて、それでも果か敢かんに闘っていた。

　どうしてそんなことができたんだろう。何が目的だったんだろう。何が彼を、動かしていたんだろう――

「……それにしても」一いつ本ぽん釣づりが訝いぶかしげに言った。「黒ちゃんたちはどこに行ったんだろうねえ。部屋を出てからだいぶ経たつのに、ひとりだって会ってないよ？」

「そういえばそうだな。さっきはわりとすんなり会えたんだが」

「変だなあ。さぼってるわけな……」

　タンッ――

　三人の中で、誰よりも先に曲がり角を曲がろうとした一本釣の頭が、真横に弾はじけた。

「――――ッ！」

　速水はやみの行動は迅じん速そくだった。即座にゆかりの身体からだを引き付け――盾代わりのつもりだろう――、壁に身を寄せた。

「一本釣！」

　速水の呼び声に、けれど倒れた一本釣は答えなかった。こちらに背を向けて横たわったままぴくりともしない。しばらく速水は壁に身を寄せてじっとしていたが、やがて舌打ちをして、ゆかりの身体を盾に曲がり角に飛び出した。ゆかりは前のめりに倒れそうになるのをなんとか踏ん張り、顔を上げた。

　――え？



　通路を曲がった先。

　前方およそ十メートルの位置――

「月並みだけど、こういう言葉があるよな」

　一度目は、為なす術すべもなく滅多打ちにされた。

　二度目は、『擬態』の能力に敗れた。

「……テメエ」忌いま々いましげに、速水がうめいた。「いい加減にしろよ……」

「『三度目の正直』――」五十嵐いがらし鉄平が、立っていた。「決着つけようぜ」

　　　　＊

　ゆかりが真っ先に思ったことは、

「あ、ああぁ……」

　――無茶だ！

　ということだった。

　鉄てつ平ぺいのなりは、かなりひどいものだった。およそ一時間半前に見たのと同じ、確かにタキシード姿なのだけど――それはほとんどタキシードと呼べるものではなかった。そもそもジャケットは脱ぎ捨てられていたし、シャツの前面は何かにえぐられたみたいにほとんど引き裂かれていて、パンツは太ふと股もものあたりに大きな穴が空いていた。左腕が真っ赤に染まり、立っているのも辛つらいのか身体からだの右側を壁に預けている。顔なんて擦り傷だらけで、左の瞼まぶたが大きく腫はれていた。

　そして――こちらに拳けん銃じゆうを向けている右腕は、あわれなくらいにふるふると震えている。

「う、うぅ……」

　――どうして逃げなかったの……？

　絶対に無理があった。

　誰から見たって鉄平は限界だった。いつ倒れてもおかしくない。それどころか早く病院に連れて行かなきゃ大変なことになる。

「うう……」

　――大変、なのに。

「ううう……！」

　――なのに、どうしてこんなに嬉うれしくてたまらないんだよ……ッ？

　ゆかりは泣いていた。

　今まで起こったことに、何ひとつとして理解できるものはなかった。全すべてがゆかりの理解を、そして心を置き去りにし、好き勝手にやっていた。自分はただのコマにすぎず、ただなぶられ奪われていくだけ……すがれるものなんてなかった。頼れるものなんてなかった。ただただ無力に奪われて、そのことに絶望するしかなかった。生きることを放棄して、死ぬことをどうにか心で受け入れようとしていた。――何もかも、諦あきらめようとしていた。

　けれど、そんな弱い心を、粉々に打ち砕いてくれる人が現れた。

　五十嵐いがらし鉄平。

『無理して笑うなよ』

『……だから、ひとりの寂しさはわからないでもない、と思う』

『俺おれたちは、正真正銘の友達だ』

　どうして彼は、自分がひどく弱っているときに、こんなふうにして現れてくれるんだろう？　ちょうど助けが欲しいとき――絶好のタイミングで、来てくれるんだろう？

　ひとつだけ確かなことは、そこに『希望』が立っているということ。何もかも突き破ってくれる『希望』が――五十嵐鉄平が、立っている。

　そう思うと不思議と心が軽くなった。今まで自分をガチガチに縛っていた枷かせが外れ、心なし視界まで明るくなったように感じられる。

　――きっと、大丈夫。

　鉄てつ平ぺいはボロボロでまともに動けるかも怪しいのに、

　――きっと、なんとかなる。

　そう思えてしまう。

　鉄平がいるから、大丈夫――そう安心したら、涙が出てしまった。

「鉄――」

　声は、銃声にかき消された。

　衝撃と共に、右の太ふと股ももから赤いものが迸ほとばしるのを見た。

「あ――」意味が――わからなかった。「ああああああああッ？」

　がくりと膝ひざをつきそうになるのを――しかし、強引に立たせられた。

「う、うああぁ……！」

「この通りだ」後ろから、速水はやみの声。「俺おれは、こいつを殺すことができる。躊ちゆう躇ちよはない」

　ゆかりは辛かろうじて視線を上げた。鉄平は銃を構えたまま何も言わない。

「源げん之の助すけのときとは違う。俺は、こいつを、撃てる。この意味がわかるな？」

「…………」

「わかったら銃を捨てろ」

「だ、ダメ……！」

　撃たれた太股は、まるでトマトでもぶつけられたみたいに朱にまみれ、じん、と痺しびれるような痛みを発している。それでも――涙と汗で顔をぐちゃぐちゃにしながらも、ゆかりは叫さけんだ。「捨てないで！　私のことはいいから！」

　ひどい嫌悪に吐きそうだった。

　――ここまできて、こんな大事な場面で、私は鉄平くんの足を引っ張ることしか……！

　最低な気分だった。結局自分は無力で、何もできない。

「鉄平くん、ダメ――」

　しかし鉄平は、無言で拳けん銃じゆうを放り投げた。

　かしゃん、と拳銃は、鉄平とゆかりたちの間の中央辺りに転がった。

「あ、ああぁ……」

「よーしよし。いい子だ」見なくてもその顔がニヤニヤと歪ゆがんでいるのが簡単に想像できた。「素直でよろしい」

「…………」

　鉄平は無表情だった。怖いくらいに表情をなくして、こちらを見つめている。

　それが自分を責めているように見えて――彼に限ってそんなことはあり得ないとわかってはいるけれど――つい、ゆかりは言った。

「ごめんなさい……」また涙が込み上げて、しゃくりあげながら繰り返した。「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　役に立てなくてごめんなさい。

　足を引っ張ってごめんなさい。

　何もできなくてごめんなさい……。

「ごめ……」

「――なあ、速水はやみさんよ」不意に、鉄てつ平ぺいが言った。「あんたもう、諦あきらめろよ」

　出てきたのはあまりに意外な言葉だった。思わず涙も引っ込んで、ゆかりはぱちくりと瞬しばたたいた。

「だってそうだろ？」鉄平は肩をすくめた。「あんた、ここ一時間ばかりで何人の部下に会ったか覚えてるか？」

　速水は沈黙して答えない。

「俺おれは、全部で二十七人ぶっ倒した。警察にも通報した。この時点であんたの計画は破は綻たんしてんじゃねえのか？」

　二十七人――ゆかりは耳を疑った。

　ひとりで？　たったひとりでそれだけの人数を倒したというの？

　それが事実だとしたら――本当に鉄平くん、あなたは何者なの？　まさかあなたまで『別の世界の人間』だなんて言わないよね？

　ゆかりはほとんど笑い出してしまいそうなくらい驚いていたが――速水は鼻を鳴らし、「それがどうした？」声は、平静さを失っていない。「どちらにしろ俺の『擬態』を使えば問題はない。部下たちの中でも『擬態』のことを知っているのは少数だ。そういう奴やつらも含めて、この館にいる人間は全すべて殺す。どこに負けてやる要素がある？」

「『擬態』を使う……ああ、そうか」得とく心しんがいったように鉄平は頷うなずいた。「お前は誰かに成り代わるために、こんなことをしてたのか。成り代わるのは誰なんだ？　もしかしてゆかりのおじいちゃんとか？」

「……お前？」

「つまりＫＯＴＯの社長になりたかったとか？　そんなところで当たってんのかな」

「もしかして……」速水の声は、絶句していた。「な、何も知らないのか？」

「ああ、うん。実は」どこかバツの悪そうな顔をして、「断片的なことしか教えてもらってねえんだよ。『擬態』だって知ったのはついさっきだし。結局さ、あんたは何がしたかったんだ？　ＫＯＴＯの社長になってどうするつもりなんだ？」

「…………」

　唖あ然ぜんとする空気は、ゆかりにも伝わってきた。

　理由も目的も知らない――なのに、何な故ぜ歯向かってきた？

　本気でわからなくて、速水はやみは答える言葉すら失ってしまっていた。

　けれど、ゆかりにはわかっていた。多分、鉄てつ平ぺいはそういうのではない。

　相手の理由も目的もわからない――けれど、そこにはやらなければいけないワケがあった。だからやった。それが、もっとも鉄平らしいと思えた。

「正直、な。何がなんだかわかんねえんだよ。時間も余裕もなかったから先送りにしてきたけど――速水、いや速水真ま事ことに化けてるお前。お前は一体何なんだ？　この世界の人間じゃないことは確かなんだろ？」

「……そうだ」

「じゃあ、何？　お前も槍やりヶが岳たけみたいな内界人――」

「俺とあいつらを一緒にするな」

　突然――

　ゆかりの左腕の脇わきで小爆発が起こった――それはかすめただけだったが、そうとは思えないほどの量の朱が弾はじけ、遅れて鈍い痛みがやって来て頭がくらくらした。

　また、撃たれたのだ。

「ううぅ……ッ！」

　速水はゆかりの背中に銃口を当て、唸うなるような低い声で告げた。「殺すぞ」

「ま、待てッ、悪かった――俺おれが間違ってた！」鉄平は慌あわてて言いつくろった。「じゃあお前は誰なんだ？　どこの世界の――」



「『第二世界ザ・セカンド』さ」



　先ほどから交わされているふたりの会話は、いつの間にかゆかりの理解の範はん疇ちゆうを超えてしまっていた。鉄平はその全すべてを知っているわけではないが、しかしゆかりよりは事情を弁わきまえているらしい。ゆかりの知らない、もっと奥深くのことを。

　速水の口から発せられたのは、鉄平にとっても意外なものだったらしい。彼は「……え？」と呟つぶやいた後、

「でもあれは、ただの橋みたいなもので……」

「元々は俺たちの世界だった」口調は淡々としているが――そこには底知れぬ冷気が感じられた。「それを、『第一世界ザ・フアースト』の連中がぶっ壊してくれたのさ。世界として成立しないくらい、徹底的にな。考えてもみろよ。ただの世界間をつなぐ空間を、『第二世界』なんて大仰な名前で呼ぶか？　言葉通り、二番目に見つけられた世界――それが『第二世界』だ。それが今では『橋渡し』と呼ばれているのは、単にその世界を介さないと『第一世界』と『第三世界ザ・サード』を行き来できない、ただそれだけの理由だ」

「……」鉄平は驚いて言葉も出ないようだった――と思ったが、何やらぶつぶつと呟いている。「なんでお前は……そーゆー大切なことを……」

「俺おれは復ふく讐しゆうしたい」

　速水はやみは言った。それは独白に近いもので――どこか、一いつ本ぽん釣づりのそれに似ていた。

「俺の世界を奪った奴やつらに、復讐したい。奪われる苦しみを、悲しみを、悔しさを、思い知らせてやりたい――だからこそ、この世界を手に入れる必要があった」

　それが、一本釣の言っていた『目的』なんだろうか……。ゆかりは思った。詳しい事情は相変わらずわからないけれど――その『復讐』というやつが、行き倒れていた速水を救うための、生きる気力を与えるための『目的』なんだろうか。

　――いや。

　彼は言っていなかったか？

　まだその先もあると。その先が本当の本当の『目的』だと――

「――――え？」

　そのときふと、鉄てつ平ぺいは瞳ひとみを瞬しばたたかせた。「何だってッ？」

　その反応が理解できなかったのはゆかりだけではなかったらしい。速水も訝いぶかるように「……あ？」と声をあげた。

「お前、今、何て言った？」

「？　だから俺は――」

「復讐だって？　今回のことは全すべて復讐のためだって言いたいのか？」

「……そ」

「そんなくだらない理由でこんな馬鹿げたことをしでかしたわけかお前は!?」

「な――」

　速水はもちろんのこと、ゆかりまで絶句してしまった。

　鉄平は、

「そんなくだらないことで――ッ！」

　いきなり怒っていた。

　眉まゆ尻じりを上げ、鋭い眼光を発して――ぶち切れていた。あまりの怒りに疲れも痛みも忘れてしまったのか、壁に寄りかかるのをやめてしっかりと二本の足で立っていた。

「く、くだらないだと!?」当然速水も怒鳴り返した。「俺たちが一体どんな思いで過ごしてきたか、お前に――」

「くだらねーのはテメエ自身だッ！」鉄平の怒りは止まらない。「やられたらやり返す――当たり前だよ。そうでなかったら男じゃねえ。だけど――だったらお前はどうして」

　鉄平は真っ向から速水を睨にらみ据えていた。

「どうしてテメエの拳こぶしひとつで、それをやらない!?」

「――――」

「他人を巻き込んで、傷つけて――それが復ふく讐しゆうか？　テメエの復讐なのか？　お前は断言できるのか……自分は決して、ゆかりからは何も奪っていないと――あの内界人たちと同じことをしていないと、胸を張って言えるのか!?」

　速水はやみは答えない。答えられないのだと、ゆかりは思った。

「違うだろ？　明らかに間違っていて、矛盾してるじゃねえか――いいか、これだけは理解しろ。復讐は悪くない。気の済むまで当人同士で争ってろよ。ただこれだけは肝きもに銘めいじとけ――」



「テメエが傷つけていいのは、この世でただひとり、テメエ自身だけだ――――ッ!!」



　その声は廊下中に響き渡り――

　残響も鳴り止まないうちに、鉄てつ平ぺいはさらに叫さけんだ。

「古こ都とゆかりッ!!」

　茫ぼう然ぜんとしていたゆかりは、いきなり名指しで呼ばれてびくりと肩を震わせた。

「う、うん？」

「俺おれの知っているゆかりは――」鉄平の眼光は、今度はゆかりを射抜いていた。どこまでも真まっ直すぐに、一直線に。「そんな軟弱な女じゃなかったぜッ!!」

　ゆかりは息を飲み、そして――またしても泣きそうになった。

　――鉄平くん、どうしてあなたは。

　そんなに、

　――そんなに最高の言葉をくれるのよ？

　その通りだ。

　私の望む『古都ゆかり』は。叶かなえ続ける『古都ゆかり』は。

　こんなところで終わらない。

　そもそも相手の理由なんて、目的なんてどうでもいい。とにかくそこに間違っているものがあるから――だから、五十嵐いがらし鉄平は闘っている。

　自分が闘う理由は何だ？

　――私には叶え続けなければならない、

　母の夢を汚けがさないという、

　――夢が、あるから。

　だから古都ゆかりは――闘う！

　強い意志は、表情に表れる。鉄平はゆかりの顔を見て、ニヤリと笑った。

「根性、見せてもらうぜ――――ッ！」

　ゆかりは腹の底から声を張り上げた。

「はいッ!!」

　　　　＊

　鉄てつ平ぺいとゆかりは同時に動き出した。打ち合わせもしていなかったはずなのに――その動きは申し合わせたかのようにシンクロしていた。

　鉄平は前方に転がっている拳けん銃じゆうに向かって飛び出し、ゆかりはよじるようにして身体からだを横に倒す。

　半なかば茫ぼう然ぜんとしていた速水はやみは、ふたりよりも反応が遅れた。慌あわてて拳銃を――



　――どっちだ？

　どっちを撃てばいい？



　迷ったが、指は勝手に動いていた。最初に撃つと決めていた、ゆかりに向けて。

　放たれた弾丸はゆかりの脇わき腹ばらに衝突した。飛び散る血潮に、ゆかりの悲鳴。残ざん虐ぎやくな嗜し好こうがその判断は正解だったと認めた。

　残る標的に視線を転じると、そいつはちょうど自分の得物を拾おうとしているところだった。

　――俺おれの方が早い！

　腕を伸ばし、的を絞る。引き金を引けばこれで終わる。

　その刹せつ那な――そいつは顔を上げた。



　ニヤリ、と笑っていた。



　そして撃てと言わんばかりに胸を突き出す。

「――――ッ」

　唇を噛かんで、速水はトリガーを引き絞った。

　高速で発射された弾丸は空気を裂き、あっという間に標的の胸にまで到達して――

「!?」

　何かに吸収されてしまったかのように、消えた。

「な――ッ」

「顔を洗って――」五十嵐いがらし鉄平は、犬歯を剥むき出しにして吼ほえた。「出直して来いッ!!」



　速水の眉み間けんに、弾丸が突き刺さった。



    

  
    
      


【epilogue】

残り十七分



　機動隊は瞬またたく間にテロリストたちを制圧していった。

　機動隊の数は五十数名にのぼり、突入から十数分――今では館中でテロリストたちが泡を食って逃げ回っていた。広大な建物であったためテロリストはそれぞれが分散して見張りを行っており、圧倒的な質量差にほとんどが投降するしかなかった。

　ある程度状況の緩かん和わした現在、正面玄関には十名ほどの機動隊が待機していた。建物に向かって壁のように並列し、玄関から逃げるテロリストを捕ほ縛ばくするためだ。

　そのひとりである『彼』は、仲間たちが玄関に現れたテロリストたちと応戦している間に、そっと喧けん騒そうを抜け出した。行く先は雪に包まれた深い森の中。

　森に入り、それが誰にも覚さとられていないことを知ると、『彼』は駆け出した――

「どちらに行かれるのですか？」

　突然の声の闖ちん入にゆうに、『彼』は驚いて足を止めた。

　目の前の物陰から、女が現れた。女は赤いスーツに赤い髪、赤いハイヒールという赤ずくめであった。どこか冷たい感触のする笑みを浮かべ、ゆったりと『彼』の前に立ちはだかっている。

　どこか異様で、現実離れした――それこそこの世のものではないような雰囲気を発していた。

「……道理で早すぎると思ったんだ」『彼』は苦々しく吐き捨てた。「機動隊の登場があまりにも早く、そして計画的にすぎている。それもこの一件にお前らが一枚噛かんでいるならば――頷うなずける話だ。なあ、『第一世界ザ・フアースト』の女よ」

「お察しの通りです」女――槍やりヶが岳たけは頷いた。「私は内界人の槍ヶ岳と申します。お見知りおきを」

　ふたりは睨にらみ合った。正確に言えば『彼』――機動隊員に擬態していた速水はやみの剣けん呑のんな眼まな差ざしを、槍ヶ岳が平然と受け止めていた。

　――目の前に、敵がいる。

　命を賭としてでも抹まつ殺さつしたい敵が。速水の中から膨れ上がる殺意は、まるで目に見える物質のように、周囲の空気を重く濁にごらせた。それは『擬態』の能力が暴走し、気の付かぬうちに殺意という情報をまとっているために他ほかならなかった。

「……解げせねえな」口を開いたのは、速水だった。「何な故ぜお前らは、直接手を下さない？」

「……」

「俺おれがこの世界を腐らせれば、お前らの世界にも少なからず影響がある。それはお前らにとっても、決して許容できたものではないはずだ。むしろ避さけなければならない事態だ。なのに――何な故ぜこんなにもまわりくどい？　何故この世界の奴やつを闘わせた？　しかも事情も知らせずに……」

　そこで速水はやみは言葉を切った――虚きよを突かれたのだ。

　槍やりヶが岳たけは、

「そのへんの事情について、正直に話すつもりはありません。時間もありませんし。……しかし、そうですね。これだけは申し上げておきましょう」ニヤニヤと笑っていた。「あなたごときに私たちが直接手を下すまでもないでしょう？」

「……ッ！」

「自惚うぬぼれないで欲しいですね。私たちが手を貸していたとはいえ、現にこうして今、あなたは敗北している――この世界の人間に、ですよ。あなたや私たちのように特殊な能力を持たない少年少女が。しょせん、あなたはその程度だったということです」

「テメエ……ッ！」

「私たちはここであなたをどうこうするつもりはありません。そのような理由も意味も価値も道理もございませんから、どうぞご自由にお逃げなさい」

　速水は憎悪に満ちた眼まな差ざしで睨にらみつけるが、相手はまるで意に介す様子はなかった。

「私があなたの前に現れた理由は、ただひとつ、どうしても聞いておきたいことがあったからです」

　そして槍ヶ岳の発した声は、思いの外――優しい声こわ音ねをしていた。

「あの少年の声は、アナタの胸に届きましたか？」

「…………ッ！」

　速水は返答に窮きゆうした。彼は、唐突な疑問を抱いていた。

　――何故、トドメを刺さなかった？

　あの少年は自分を撃った後、失神した。しかし速水自身は辛かろうじて意識があり、だから機動隊の存在にもいち早く気付くことができた。その逃走する間際に――どうして少年を撃たなかった？

　一度顔面に向かって引き金を引けば済む話だった。なのに、自分はそれをしなかった。

　どうして、殺さなかった――いや、殺せなかった？

　殺したく――なかった？

　表情に出た躊ちゆう躇ちよは、一瞬にすぎなかったが――その反応だけで十分だったらしい。満足したように唇をなめ、槍ヶ岳は踵きびすを返して森の奥へと消えていった。

　あとには、ひとりたたずむ速水が取り残された。

　眉み間けんの傷が、妙にうずくのだった。

　　　　＊

　…………うっすらと瞼まぶたを開けると、眩まばゆい光をバックに、ゆかりと槍やりヶが岳たけが自分の顔を覗のぞき込んでいた。

「あ、起きましたね」

「大丈夫？　意識ある？」

「あ……うん」

　寝起きみたいにぼんやりと瞬まばたきをして――鉄てつ平ぺいは頷うなずいた。なんとなく身体からだを起こそうとしたが、途端に『ばきごきぐしゃ』という形容がぴったりな凄すさまじい痛みが走り、「ひぎっ」と顔をしかめた。

「だ、大丈夫？」

「軽くレイプされたみたいな悲鳴ですね」

「嫌なたとえだなそれッ――ひぐっ」

　単純に痛いだけじゃない。疲労による完全な肉離れを起こしていた。全身にしこりのような気けだるさと鈍い痛みが伸のしかかり、指先一つ動かすだけで鋭い痛みが走る。鉄平は諦あきらめてじっとしていることにした。

「ここは……？」

「館の外――裏庭だよ」ゆかりが答えた。「鉄平くん、あの後気絶しちゃって……どうしようと思ったら豆まめ子こさんとかいろんな人が現れて、ここまで運んでくれたの」

　冷気がひんやりと頬ほおを叩たたいている。仰向けに横たわる自分に、誰かの上着がかけられていた。夜なのにやけに明るいな……と見回してみて納得、カメラマンや照明係などといった撮影陣が三人の周囲を包囲していた。この撮影陣がゆかりの言う『いろんな人』だろう。

「なんで撮影されてるのかわからないんだけど……」

　ゆかりが困惑げに言った。もっともな疑問だ。

　鉄平は、本館の方からは怒号やら悲鳴やらが聞こえてくるのに気付いた。

「機動隊が来たのか」

「ハイ。現在も確実にテロリストたちは捕ほ縛ばくされていっているようです」槍ヶ岳が頷き、「時を待たずして事件は終結するでしょう。古こ都と源げん之の助すけ氏もすでに救出され病院に運ばれています。残念ながら機動隊にいち早く気付いた速水真事はやみまことには逃げられてしまいましたが」

「――速水が逃げた!?」

　慌あわてて身体を起こそうとして――やっぱり、全身に痛みが走った。「ひぐうっ」

「慌てなくても大丈夫です」槍ヶ岳は冷静に言った。「今の彼に、これ以上どうこうしようとする意思はありません。今夜の事件は、もう終わっているんですよ」

「そ、そうか……」

　ちょっとしたしこりは残るが――今さら自分がでしゃばる必要もないと考え直し、改めて頭を太ふと股ももの上に落ち着けることにした。

　――――太股ッ!?

　やっと気付いた――鉄てつ平ぺいはゆかりの膝ひざの上に寝ていたのだ！

「動かないで」

　思わず身をよじる鉄平に、ゆかりがぴしゃりと言った。

「い、いやでも」

「私がしたいからしてるの」

「え？」

　ゆかりは頬ほおを赤らめて――そう見えた――顔を背けた。

「……もう少し、このままでいさせて」

　視線のやり場に困り槍やりヶが岳たけの方を見ると、彼女はニヤニヤと嫌味な笑みを浮かべていた。

　鉄平は急激に頭に血が上るのを自覚した。

「そ、そろそろ説明してくれよッ」ダメだたえ切れない真面目な話をしよう！「今回の事件は、一体何だったんだ？　もう教えてくれてもいいだろう？」

「そうですね」槍ヶ岳は頷うなずき、「ご説明いたしましょう」



「速水真事はやみまことは『第二世界ザ・セカンド』の人間です――いえ、『人間』という言葉は適当ではありませんね。生命体、とでもいいますか。人という形も動物という形も持たない――『個』という概念を持たない、複数にして一個の思考で通じ合う生命体、それが『第二世界』の主な住人でした」

「個を持たないって……でも速水とか一いつ本ぽん釣づりにはあったと思うけど」

「そうです。それこそが『第二世界』が滅びるにいたった最大要因なのです。――『第二世界』が無個性の世界を構築していたころ、そこに外的因子が接触しました。『第一世界ザ・フアースト』の住人、つまり私たち内界人の接触です」

「……」

「私たちは『第一世界』から『第二世界』へと通じる道を発見したばかりで、早さつ速そく『第二世界』の住人と交渉を持ちました。それは彼らの世界に大きな衝撃をもたらしました。今まで個性というものを持たず、たったひとつの意思でのみ動いていた彼らが、自分以外の『個』を目まの当たりにしてしまったのです。彼らは私たちと接触することで、個性という概念を知ってしまった……彼らが『個』を持たない故ゆえ、何物にでも『擬態』することのできる能力を有していたことも、悪要因のひとつでした。結果的に世界間の交渉は彼らに『分裂』をもたらしてしまう」

「『分裂』？」

「はい。複数の素体を有していたためでしょう、複数体をつないでいたひとつの個が、複数の個に『分裂』してしまったのです。それぞれがそれぞれの望む形に擬態する――ほとんどが『第一世界ザ・フアースト』の人間の容姿を選びました。無論、無数の」

「……」

「突然の『個』の出現は、軋あつ轢れきを生み、争いを肥やし、戦争を引き起こし……そして世界を『崩壊』させるまでにいたりました。それはもう、信じられない速度で。――五十嵐いがらしさんもご存知だと思います。全すべての争いは、人間の心の摩擦が起こす。今まで個人間で争ったことのなかった彼らは、それを制止する道徳もないままに、唐突すぎるほどの諍いさかいの嵐あらしに対応し切れなかった」

「……じゃあ、速水はやみはその復ふく讐しゆうのために？」

「そうです。『第二世界ザ・セカンド』の崩壊は世界の基盤を揺るがすほどのもので、その余波が『第一世界』にまで及びました。ここ外世界――『第三世界ザ・サード』においても何らかの影響はあったはずです。それで速水は知ったのでしょう……世界はつながっている、だから『第三世界』を『崩壊』させれば『第一世界』にもその影響を与えることができる、ということを」

「……」

「……何がいけなかったのでしょうか。彼らが個性を受け入れ、それに飲み込まれてしまったことでしょうか？　それとも私たちが接触してしまったことでしょうか？　でも私たちにそんなつもりはなかった。ただ新しい世界を覗のぞきたかっただけなのに……」

　鉄てつ平ぺいは思う。鉄平が思わなくても誰もがわかっていることだろう。

　誰も悪くなかったんだ、と。

　単純にひとつの出来事を取り上げて「これがダメだったんだ！」と結論を下すことなんて、本当はできない。いろんな要因が重なって結果的にそうなってしまったんだろうし、それらを全てひっくるめて否定することもできない。

　ただ何もかもが上う手まくいかなかった。ツイてなかっただけなのだ。

『速水真ま事こと』に擬態した生命体も被害者であり――薄幸であったのだ。

　――でも、だからといって。

　それは加害者になる理由にはならない。

　鉄平は後悔していない。あのとき叫さけんだ言葉に、嘘うそはない。

「――ってオイ」はたと思いいたった。「じゃあこれ、お前らにも責任あるってことか？」

「そうなりますかね」

「じゃあなんでお前らだけで解決しなかったんだよッ？　責任取れよ！」

「怖いのですよ」槍やりヶが岳たけは言った。「私たちの接触により、再び世界を壊してしまうのが。だから私たちは、別世界に接触するときは細心の注意を払うようにしているのです」

「細心、っていうのは嘘だろ。関わりまくりじゃねえか」

「それに今回の事件はあくまで外世界で起こった事件です」槍ヶ岳はニコリと笑い、「だったら外界人が解決するのが筋というものですよ」

「…………」

　納得いかない。

　全然納得いかない。

「まあいいじゃないですか。事件は解決したんですし。終わりよければ全すべて良し！って外世界では言うんですよね？」

　納得いかない、の、だが……。

「……そうだな」ひとりごちて、思う。

　そう、とにかく終わったんだ。

　ごちゃごちゃ言うのは後にして。とりあえず今は。

「……確認するけど」鉄てつ平ぺいは用心深く訊たずねた。「もう本当に、何もかも、終わったんだな？」

「ええ！」槍やりヶが岳たけは力いっぱい頷うなずいた。「五十嵐いがらしさんはとても素晴らしい働きをしてくれました。お疲れ様です」

　どっ、と疲れが全身に押し寄せた。

　長い夜だった。

　四時間足らずの出来事ではあったが――ひどく疲れる夜であった。

　――なんつークリスマス・イヴだよ……。

　顔はボコボコに腫はれ上がり凄すさまじい熱を発している。撃たれた傷はどうやら応急処置をされていたが、今まで感じたこともない類たぐいの痛みで、今この瞬間にも気を失いそうだ。今なら泥のように死んだように眠る自信がある。

　けれど、それでいいんだ。眠ってもいいんだ……。

「寝るなクソガキ」

　こめかみに槍ヶ岳のつま先（ハイヒール）が突き刺さり、鉄平は激しく悶もだえた。

「お、お姉さん！　やめてください！」

　膝ひざ枕まくらしていたゆかりが鉄平の頭を抱きかかえるようにかばった。かばわれた鉄平は柔らかい○○○○の感触でいろんな意味で大変だった。

　――って。

「アレ？」鉄平はゆかりの顔を見上げた。「……今の話、聞いてた？」

「え……？　あ、うん。だって目の前で話してたし……」

　鉄平は槍ヶ岳を見やった。槍ヶ岳はあからさまに「しまった」という顔をしていた。

「聞かれてしまいましたか……」

「いやお前ゼッテー気付いてただろ！　何が『細心の注意』だよ！」

「あの、その、何となく事情は理解しちゃったんですが……」ゆかりは困ったような顔で首を傾かしげた。「結局、豆まめ子こさんたちは何のために私たちを助けてくれたんですか？」

「テレビの撮影です」槍やりヶが岳たけはあっさりと白状した。「今夜はイヴですから、特番です」

「て、テレビ？」

「はい。もうおわかりだとは思いますが、私は『五十嵐豆子いがらしまめこ』ではありません。本当は槍ヶ岳と申します。アナタとは違う、別の世界の人間です。そこではあるテレビが流は行やっていて、今夜はその特番企画のためにこちらの世界にやって参りました。内容は五十嵐さんが今回の事件でアナタを救うところを、面白おかしく放送しようというものです。私たちはアナタと五十嵐さんが出会い今夜のパーティに招かれるよう仕組み、そこで五十嵐さんと連絡を取りつつテロリストたちと闘っていただきました」

　ぽかん……とゆかりは口を開いた。寝耳に水状態で、今更ながら周りの撮影陣を見回す。撮影陣はそろって手を振った。ゆかりは茫ぼう然ぜんと手を振り返した。

　そして――短い悲鳴をあげた。撮影陣の中に見知った顔を見つけたのだ。鉄てつ平ぺいもその視線の先に気付き、仰天した。

「一いつ本ぽん釣づり……ッ！」

　撮影陣に交じり、一本釣が微笑ほほえんで手を振っていた。

「なんで……ッ？」

「ご紹介します」槍ヶ岳はやれやれというように言った。「彼が、我が放送局のディレクターである一本釣です」

　鉄平とゆかりは同時に顔を見合わせた。「「……は？」」

「やあやあ。元気かな？」照れくさそうに一本釣は言った。「僕、一本釣って言います」

「はあああああああッ!?」

　こいつが――例のロリコンディレクター！

「な、ななななななんでなんでなんでッ？」

「いやねぇ？　リアルタイムに速水はやみちゃんの動向を知るためには、どうしてもスパイが必要だったんだよねー。その役に僕が選ばれたってわけ」

「ちょ、ちょっと待て。もしかして俺おれがあんたらのいる部屋に移動しちゃったのは……」

「ああ、それ僕の指示。鉄平ちゃん、ビビッてたんでしょ？　ハッパかけるためにね」

「俺は死にかけたんだぞ!?」

「生きてんじゃん」

「こ、殺す……！」

「あ、あの、じゃあ……速水真ま事ことに鉄平くんのことをほのめかしたのは――？」

「槍やりちゃんからもうすぐ鉄平ちゃんが来ることを知らされていたからね、一対一の場面を用意してあげようと思ったんだ。僕としてはそこで決めて欲しかったんだけど……ダメじゃん」

「ダメじゃん、じゃねえ！　俺はマジで死にかけたんだぞ!?」

「生きてんじゃん」

「こ、殺す……！」

「でもいいじゃん。最後に速水はやみちゃんに持たせたのは、ペイント弾なんだし」

「…………え？」

「あ、あれ？　そういえば私、撃たれてたんだ！　忘れてた！」

「……ゆかりちゃんって、意外に天然なんだね。そのキャラは大切にしてね」

　ゆかりのチャイナドレスは青色に赤が混ざったせいでどす黒い、凄せい惨さんな有様だった。でもそれは血ではなくて実はペイントだったらしい――茫ぼう然ぜんとするふたりに、一いつ本ぽん釣づりはさらに言った。「ちなみに今夜の死者はゼロだから」

「えっ!?　でもパーティ会場で……」

「会場で銃を撃ったのはウチのＡＤでね、それもペイント弾だから。撃たれ役もウチのＡＤ。さすがにバレちゃうからテロリスト全すべてをＡＤとすり替えることはできなかったけど、計画の煮詰めは僕がやったから、初期段階で誰がお客さんを撃つのかとかも自由に操作できた。当然警備の人も生きてます。ぶっちゃけ本物の速水真ま事ことも生きてるし、このあとテロリストもパーティ客も全員、記憶操作するつもりだから、本物には安心して社会復帰してもらうよ」

　会場で黒ずくめ同士がもめていたのは、客を殺あやめようとした本物を、偽者のＡＤが止めようとしていたからだ。

「も、もしかして通報センターのも……」

「お？　よくわかったね。その通り、通報センターにもウチのスタッフがいるんだよ。鉄てつ平ぺいちゃんがテレビ的にオイシイせりふを言ってくれたら、直ちに機動隊を出動させるように指示しておいたんだ」

　……鉄平は完全に脱力した。

　確かに変なところは多かった。槍やりヶが岳たけは事情に内通しすぎていたし、センターの人間の言動も変だった。事情を知る者が上から指示していれば制圧も容易なのは当たり前だ。

　何もかもが予定通りだったのだ。

　自分もゆかりも源げん之の助すけも速水でさえも――踊らされていただけだった。

「……ん？　じゃあもしかして俺おれが闘ってたテロリストも……」

「いや、それは本物。さっきも言った通り、テロリストを全員ＡＤと交換することはできなかったんだ。だから鉄平ちゃんが闘ってたのは本物のテロリスト。よく生き残ったね？」

「おぉい!?　何それッ？」

　つまり――本当に危あやうかったのは、鉄平だけだったということである。

「じょ、冗談じゃ――」

「――――ふざけないでくださいッ!!」

　突然の怒号に、鉄てつ平ぺいはびくりと肩をすくめた。恐る恐る頭上を仰ぐ。

　ゆかりが唇を噛かみ、槍やりヶが岳たけと一いつ本ぽん釣づりを睨にらみつけていた。

「ふざけないでください！　そんな――そんなのってないです！」

　ゆかりが怒るのももっともだった。

　知っていたのなら、どうしてこうなる前になんとかしてくれなかったのか。どうしてこうなるまで放っておいたのか。しかもそれをテレビで面白おかしく中継していたという……こっちは命がけだったのに、知らないところでそれをゆったりまったり観賞している奴やつらがいた。怒らない方がおかしい。

「ごめんね……」一本釣はいささか表情を暗くした。「さっきゆかりちゃんに話した通り、今回のことは、僕が速水はやみちゃんをそそのかしたことから始まったことだ。僕は内世界のディレクターをやっているけれど、元々は速水ちゃんと同じ『第二世界ザ・セカンド』のモノだった。その仲間が、ただ朽ち果てるのを待つだけの姿には、たえられなかったんだ……」

　ゆかりは黙って一本釣を睨みつけている。

「だから、生きる『目的』を与えたかった。それが彼の復ふく讐しゆうにあたるんだけど……本当は、この経験を通して、知って欲しかったんだ」一本釣はひるまずにゆかりの視線を受け止め、「君たちから学んで欲しかったんだよ。生きるということの、力強さを」

「…………」

「今回君たちふたりが見せた行動力、意思力――それは本当に素晴らしいものだった。速水ちゃんにはそういうものもあるということを、そういう素敵なものがあるということを知ってもらいたかったんだよ。そして復讐なんてものじゃなくて、もっと大切な価値を胸に、これからも生きていって欲しかった。そのためにゆかりちゃんをとても恐ろしい目に遭あわせてしまったのは、本当に申し訳ないんだけど――」

「私が怒っているのはそんなどうでもいいことじゃないッ!!」

　いきなりの罵ば声せいに――

　鉄平も一本釣も番組スタッフたちでさえも――きょとんと目を瞬しばたたかせた。

　唯一槍ヶ岳だけが、心得ているように無反応だった。

「私が怒っているのは……」ぽたり、と鉄平の頬ほおに雫しずくが落ちた。「どうしてそれに、鉄平くんが巻き込まれなくちゃいけなかったんだ、ってことです……」

　槍ヶ岳を除く全員が言葉を失っていた。

「結果的に」ひっく、としゃくりあげ、ゆかりはごしごしと涙を拭ぬぐった。「鉄平くんは、私を助けに来てくれた……命だって危なかったのに。死ぬかもしれなかったのに。それでも、来てくれた。そんな状況に彼を追いやったのは――あなたたちでしょう!?」

「…………」

「もしも……もしも、鉄平くんが、し、死んでたら、私、どうしたらよかったんですか？　どう、責任を取れば……。私、鉄てつ平ぺいくんに申し訳ないです……」

　ゆかりはとうとう、ふえーんと泣き始めた。鼻声で「ごめんね、ごめんね鉄平くん、ごめんね――」と何度も何度も繰り返した。

　――良かった。

　彼女を救って本当に良かったと、鉄平は思った。

　いろいろ無茶なことはしたけど……自分は間違っていなかった。この涙を頬ほおに受けたという事実だけで、自分は報むくわれた。

「そんなアナタだから」槍やりヶが岳たけが言った。「五十嵐いがらしさんはアナタを救いたいと思ったのです」

　ひくっ、とゆかりは喉のどを鳴らした。

　槍ヶ岳は小さく微笑ほほえみ、「そんな優しいアナタだったから、五十嵐さんはここまで頑張れた。傷つき涙していたのがアナタだったから、五十嵐さんは命を懸かけて守ろうとした。そうですよね、五十嵐さん？」

「うん」激しく照れくさかったが、鉄平は素直に認めた。「俺おれ、後悔どころか役立てて良かったと思ってる。だからさ、泣くなよ。……つ、つうか俺も謝らなきゃ！」

「……ふえ？」

「だ、だってさ、速水はやみはゆかりを盾にしたのに――それでも俺は、闘いを選んだ。ペイント弾だって知らなかったのに、ゆかりを危険な目に……」

　ゆかりはぽかんとしていたが、すぐにニコリと笑った。泣き顔の笑顔は、すごく魅力的で、鉄平は図らずもドキッとした。

「私、嬉うれしかった」

「へ？　う、うれし？」

「うん。だって、わかったから――」ゆかりは頬を染めた。「鉄平くんが、私を信頼してあんなことを言ってくれたんだって、わかったから」

　思い出して、鉄平の顔は、ぼん、と赤くなった。

「あ、あれはその、テンションがよくわかんなくなってて……」

「つい本音が出てしまったわけですね」

「そうそう。本音が……ってオイ!?」

　鉄平と槍ヶ岳のやり取りを見て、ゆかりはクスクスと笑った。

「さあ。難しいことは後で考えましょう。とにもかくにも事件は終わったのです」槍ヶ岳が仕切り始めた。「ゆかりさん、五十嵐さんは私たちに任せて、アナタも病院で治療を受けた方がいいです。病院でアナタのおじいさんが待っています」

　ゆかりは頷うなずき、鉄平の頭をそっと地面に置いて立ち上がった。すかさずＡＤの一人が横に立って案内しようとする。けれどゆかりはすぐに去ろうとはせず、鉄平の頭の横にしゃがんだ。

「……ゆかり？」

「……あとちょっとで、日付が変わるね」そっと、ゆかりが言った。「少し早いけど」

　照れくさそうに笑って、

「メリー・クリスマス」

　囁ささやき、そそくさと立ち上がって喧けん騒そうの向こうに行ってしまった。

「…………」

「『少し早いけど……』」槍やりヶが岳たけがうっとりとした表情で口真ま似ねした。「『メリー・クリスマス』――きゃっ、青春！」

「ぐ……テメエ、ぶっ殺す……」

　さて、と槍ヶ岳は打って変わって鉄てつ平ぺいの頭の横に膝ひざを下ろし、彼の頭を掴つかんだ。

「え。――――なになになになになにッ!?」

　軽くパニクる鉄平をよそに、槍ヶ岳が自分の膝の上に彼の頭を載せた。

「ゆかりさんの代わりです」

「な、なななななななななんでっ？」甘い香りが――！

「ご褒ほう美びです」

「ご、ごごごごごごごごご褒美っ？」大人の魅力が――！

「ええ」槍ヶ岳はニッコリと微笑ほほえむ。「正直な話、ここまでやってくれるとは思いませんでしたから」

　わりと肉付きのいい――って。

「……あ？」

「そうだねぇ」一いつ本ぽん釣づりがうんうんと頷うなずいた。「鉄平ちゃんがここまで頑張ってくれるとは思わなかったよね」

「……どういうことだよ？　全部計画通りだったんじゃねえのか？」

「予定外なことがひとつだけありました。とてもゆかりさんの前では言えないことです」槍ヶ岳は肩をすくめて、「五十嵐さんが本当に速水真事を倒してしまうとは思いも寄りませんでした」

　……

「え。嘘うそ」

「いやホントびっくり」槍ヶ岳はあっさり言い、「私たちの考えていたシナリオでは、警察に通報した後、五十嵐いがらしさんは速水真事はやみまことの手により半殺しにされるはずでした。それでもなんとか警察が突入して解決しちゃうってオチ」

　鉄平は唖あ然ぜんとして声も出なかった。

「いやー、とんでもないですね。まさか本当に倒してしまうなんて」

「お、おま……ッ！」ようやっとひねり出した声は、裏返っていた。「じゃあ俺おれは何のために……!?」

「五十嵐いがらしさんと古こ都とさんは何か勘違いしているようですが……私たちは別に、『速水真事はやみまことの陰謀を阻止』したかったわけじゃないんですよ？」

「……へ？　違うの？」

「違います。最初に言いましたでしょう？　私たちはあくまで『薄幸少女を救う』ことが目的なのです。たまたま今回の件に速水真事が絡んだというだけで、彼のことは別にどうでもいいんですよ」

「…………」

「ウチのディレクターが何やら不穏なことに荷担している。じゃあ番組的に便乗するか、ということです。あくまで私たちがやりたかったのは、『古都ゆかりの未来を救う』ということ。何よりの最優先事項です。……そもそもですね？　今後世界最高峰の会社を継ぐ彼女は、遅からずこのような類たぐいの――それこそ財産目当ての事件に巻き込まれていくでしょう。今日よりもっと陰湿で泥どろ臭くさい出来事です。何の準備もなくそれを受け止めてしまったら、彼女はどうなると思いますか？　トラウマ確実ですよ？　親の教育のたまものか、古都さんはピュアな面を多く持っているようですから、浅からぬ傷を抱えてしまうのは目に見えています。もしかしたら誰も信じられなくなってしまうかも」

「……俺は」

「そうです。だからこそ、五十嵐さんのような存在が必要だった」槍やりヶが岳たけは微笑ほほえんだ。「どんなに傷ついても、どんなに辛つらい目に遭あっても、それでも誰かのために闘おうとする――そういう姿勢を彼女に、目の前で示してあげる必要があった。そういう人が自分のために頑張ってくれたという事実。それで彼女は救われるのです。支えとなるのです。トラウマなんてへっちゃらになるんです」

　上う手まく丸め込められようとしている――そう思った。

　思ったけど……

「アナタは期待以上の行動を起こしてくれました。あのときあの場面で彼女に『根性見せろ』なんて言える人物は、アナタしかいない。あれで正解だったんですよ。古都ゆかりは救われました。彼女はあのときの言葉を胸に、これからも強く生きていける。全部、五十嵐さんのおかげです。本当に……お疲れ様でした」槍ヶ岳はそっと鉄てつ平ぺいの頭を撫なでた。「最高のプレゼントでしたよ、奇跡のサンタさん」

　思ったけど――

　不覚にもホロリときて、鉄平は喉のどを詰まらせた。「槍ヶ岳……」

「――――さてさてさてグランドフィナーレなのですッ!!」

「うげッ!?」

　いきなり槍やりヶが岳たけが立ち上がったので、膝ひざ枕まくらされていた鉄てつ平ぺいはきれいに後頭部を地面に打ちつけた。「つつつ……な、なんだよッ？　話の途中に」

「放送時間がもうありません！　無駄話はこれぐらいにしておいて、シメに入ります――と、いうわけで！」頭をさする鉄平に、ずいと槍ヶ岳は顔を近付けてきた。「五十嵐いがらしさんの願い、聞かせていただきましょう！」

「え？……あー。あーあーあったな、そんなの」

　願い――クリスマスプレゼントのことだ。身もふたもない言い方をすればギャラだ。

　鉄平はどっぷりと疲れた頭で、考えてみる。「……どんな願いでもいいんだっけか？」

「ハイ。どんな願いでも叶かなえてみせます。もちろん『あの娘とこんなことしたい』という願いでもオッケーです。洗脳しますよー」

「…………いやだからダメだろそれ。洗脳しちゃ」

「でも今、迷いましたよね一瞬」

「……」

「まあ、どうせ意中の彼女はとっくにメロメロですからね。それは自力でなんとかしてください。じゃあどうします？　何を願います？　なんでもいいですよ、私との肉体関係以外なら」

「ンなもんいるか！」いや正直あの太ふと股ももの感触は忘れられない。「あー……じゃ、アレだ」

「なんでしょう」

「冬休み、もう少し長くならない？」

　ニヤリ、と槍ヶ岳は笑った。「お安い御用」

　……鉄平は知らない。

　この一言により、学校の校舎が謎なぞの火事に遭あいその修復のため冬休みが延長されるということを。

　そしてその長い冬休みのほとんどを怪け我がの治療にあてなくてはいけないことを、まだ彼は知らない。

　　　　＊

　カチ、と槍ヶ岳がどこからか取り出したラジカセのスイッチを押した。またあの変な音楽が鳴り出し、張り詰めた夜の空気に響き渡っていく。どうやらエンディングらしい。槍ヶ岳はカメラに向かって喋しやべり始めた。

「――――そろそろ放送時間も少なくなってまいりました。お別れの時間です。“〝外界人は不幸な人が多すぎるので助けてあげましょうクリスマス・イヴ特別大放出しちゃうぜ四時間生放送スペシャル『救え！　孤独な少女たち』”〟いかがでしたでしょうか？」

「疲れたよ」

「本来ならばここで今日の総そう括かつを述べるべきなのですが、生放送で時間もないわけですしぶっちゃけ私もホテルの予約時間が迫っているので割かつ愛あいさせていただきます」

「ぶっちゃけすぎだろ」

「というわけでとっととしめます！　皆さんご存知の通り、最後に大事なお仕事が残っております――そう、外界人の記憶の抹消です！」

「え？」

「私たち内界人は外界人と接触を持ってはいけないというルールがあります。それを守るため、今回サンタ役を快く引き受けてもらった五十嵐鉄平いがらしてつぺいさんには今夜のことは全すべて忘れてもらわなければいけません。残念です……（涙）」

「『カッコ涙』って、口で言うな。泣いてねえし」

「――と思いきや実は実は！　朗ろう報ほうがあります！　えーとＡＤさんのカンペによると……なあんと！　これからもこの企画、続きます!!」

「……オイオイ」

「何な故ぜかというとタイトルロゴに『救え！　孤独な少女たち』と複数形で書いちゃったんで、その帳ちよう尻じり合わせのためです」

「どーでもいい理由だな！」

「まあ視聴率も良かったらしいし！　問題なし！　もちろんこれからも五十嵐さんにやってもらうというわけで」

「……あ？」

「またいちから番組の主しゆ旨しを説明するのはめんどいので記憶はそのままにしておきましょう！　どーせ話しても誰も信じてくれないだろうし！」

「あ、お、ちょ、待てよ――」

「これからはＫＯＴＯの力も借りて、いっそう企画を盛り上げていきたいと思います！」

「ゆかりに話したのはそのためか！」

「それでは皆さん、次回もブラウン管の前でお会いしましょう！」

「待て待て待て！」

「それでは良い聖夜を～メリクリ～」

「人の話を聞」

「おおっとあと十秒で十二月二十五日クリスマスです！　五十嵐さん、最後に視聴者の皆さんに例の決めゼリフをどーぞ！」

「……」



「――ああもうっ」

　やけくそになって、鉄平はカメラに向かって中指を立てた。

「メリー・クリスマス――――ッ!!」



　この瞬間、時刻は午前零時を回った。



    

  









    
      


あとがき



　どうもはじめましてこんにちは。

　三み浦うら勇いさ雄おと申します。

　本書『クリスマス上等。』は僕のデビュー作になります。……なるんですけど、それはなんか、違うと思います先生。表紙に連ねるべき名前は「三浦勇雄」だけでは足りません。

　まず担当のＫさん。Ｋさんが「ここ、ゆかりがかわいくありません。直してください」「ゆかりの○○○○、絶！対！に挿絵にします」「屡る那なさんの描いたゆかりがめっさ可愛い」「ゆかりが」「ゆかりが！」と執拗にヒロインの古こ都とゆかりをプッシュしなければ、『クリ上。』はもっと違う作品になっていたと思います。立派な、『クリ上。』の作者のひとりです。

　次にイラストの屡那さん。美しい色使いと丁寧なタッチが売りなのに、僕の「画が壊れるくらい鉄てつ平ぺいを凶暴な顔にしてください」という厚かましい要望に、それでもしっかりと応えてくれました。頭が上がりません。屡那さんのゆかりに、僕とかＫさんとかＫさんとかＫさんとかはメロメロです。正真正銘、『クリ上。』の作者のひとりです。

　まだまだいらっしゃいます。審査員の作家様、編集部様が栄はえある第一回の選考で拾い上げてくれたおかげで、『クリ上。』はこうして日の目を浴びたわけです。特に榊さかき一いち郎ろう先生のお言葉は僕の大きな活動源になりました。また、僕の叶かなうとも知れない創作の夢を見守り続けてくれた弘前ひろさき大学北鷹ほくおう寮、弘前大学文芸部、在学中にバイトしていたＴ中華そばの先輩後輩同期店長の皆様。彼らなくしては今の僕と『クリ上。』はありません。そして何より僕の家族には、誰よりも深く頭を下げて「ありがとう」が言いたいです。

　ここには書ききれませんが、もっともっとたくさんいます。きっと僕の知らないところにもいます。本来ならば表紙にこれらの方々のお名前も記しるすべきなのだと思います。それが『クリ上。』という作品です。ですがそうすると屡那様の鼻血モノのイラストが名前の羅列で塗り潰つぶされてしまいます。だからせめて、その方々への感謝の念だけはこの先もずっと忘れずにいたいと思います。本当にありがとうございました。できればこれからも「ありがとうございます」が言えるような関係でいてもらえたら、ありがたいです。

　最後に、読者様へ。

　俺おれの小説は全然足らねーです。技術も知識も未熟で、身長も一六三センチしかありません。自分の力量不足と背の低さにはいつもいつもいつも腹が立ちます。でも男ですからね、投げ出しませんよ。親のつけてくれた「勇雄いさましいオス」（これ本名です）の名に懸かけて、全力でライトノベル界にぶっ込みます。拙つたない俺を、どうぞこれからよろしくお願いします。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

　平成十七年九月

三浦勇雄



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　気が付いたら第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。本作がデビュー作となる。

　　好きな音楽は主に邦ロック。普通の人がテレビを観るのに費やす時間を、ほとんど音楽を聴く時間に費やしている。その中でも毎週欠かさず観る番組といえば『東○フレンドパークⅡ』くらいである。



　イラスト
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クリスマス上等。



発行日　　２００５年10月31日

著　者　　三浦勇雄

イラスト　屡那

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©2005 Miura Isao



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『クリスマス上等。』（２００５年10月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          prologue
        




        		
          第１話　サンタクロース上等！
        




        		
          第２話　パーティ上等！
        




        		
          第３話　ショー・タイム上等！
        




        		
          第４話　サバイバル上等！
        




        		
          第５話　ハピネス上等！
        




        		
          第６話　デッド・オア・アライブ上等！
        




        		
          epilogue
        




        		
          あとがき
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p200.jpg





OEBPS/image/o_p101.jpg





OEBPS/image/o_p132.jpg





OEBPS/image/o_p041.jpg





OEBPS/image/o_p021.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_01.jpg





OEBPS/image/o_hyoushi.png





OEBPS/image/o_p209.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_03.jpg





OEBPS/image/o_p179.jpg





OEBPS/image/o_p049.jpg





OEBPS/image/o_p258.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_02.jpg
REOOV RSO

RN






OEBPS/image/o_p081.jpg





